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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　世界は変わったという









　世界は変わったという。

　バカのひとつ覚えみたいによく言われる。マスコミはいまだにそんなことを恥ずかしげもなく言う。そこそこ歳とし食った大人ほど口を揃そろえる。

　俺──不知火しらぬい信しんと同じ十六歳なのに、そんなことを言う奴やつもいる。それが高校二年にもなって言うことか？　俺と同じ時代に生きてる人間か？

　連中は何が変わったと言ってるのか。

　子どもの頃、未来はこうなるという漠然とした未来像を思い描いたりはした。

　ナノマシンによる治療が新たな医療技術として活躍して、これまで不治の病といわれた病気をことごとく治療するも、ナノマシン技術自体が新たな病や問題を生む。

　──ということはなく。例えば治療用ナノマシンの開発は進んでいるらしいが、安全化に向けての試験段階に入っただけ。社会問題にまで発展するにはまだ時間がかかりそうだ。

　あるいは、人工知能の発達により、車の自動運転が現実化。もはや交通事故も道路渋滞も過去のものとなった。

　──ということもなく。車両や人工知能の性能はともかくとして、結局、事故が起きた時の責任の所在や、道路側の設備、法の整備が行き届かず、こちらも実現まではまだまだ遠い現状だ。

　学校に通うという習慣は過去のものになって、俺たち学生は各種端末を通して自宅で授業を受ける。

　──という一番の願いも現実にはならず、学校とかいうものも普通に現存する。

　わざわざ数十分、数時間もかけて通学して、どうでもいい連中と机を並べて、興味もない話を一日聞いたり、居眠りしたりする。そういう非効率的にもほどがある仕組みは何も変わってない。何が社会性を身につけるための場だ。

　ネットワークを介した個人授業は一部で行われているけど、結局のところ、手続きと費用がネックで、小回りも効かないし、学歴としては軽んじられているのが現実だ。

「まず、こういうくだらないところから変えろよな。人間関係の構築がどうとか、社会に出る前の訓練がどうとか。役に立つわけないだろ。必要最低限のことさえ聞ければ、あとは自分で調べる」

　必要最低限のことも教えない授業を、さっきまで聞き流していた教室がある貴き賢けん城じよう第一高校の校舎を見上げて舌打ち。

　夏が近づく晩春の気候の中、民家のコンクリート塀にもたれて俺は一人で立っていた。

　見据える先には校門がある。下校する連中を横目に、手持ち無ぶ沙さ汰たに人を待つ。うちのクラスの連中も下校していくが、普段から話もしない相手だ。どうでもいい。

　……だけど、このままここにいるのも決まりが悪い。連中とは顔を合わせたくもないが、ずっとこうして下を向いてると、後ろめたいことでもあるのかと思われそうで癪しやくだ。チラチラ見ている奴やつがいる気もする。自意識過剰な発想だが、そんなことを気にするのも、バカバカしい。そろそろ移動しておくか。

「お待たせ」

　──考えていたところに、待ち人の声がした。

　真後ろ。塀があるはずの方向。しかも、少し上のほうから。

　振り向いて仰ぎ見れば、塀の上に女の子がいる。悪戯いたずらっぽく目を細めて、スカートの中が見えないように押さえつつ、俺を見下ろしていた。

　俺よりも頭ひとつ高い塀の上から、飛び降りる。その動きはしなやかでなんとなく猫に似ている。

　平均的でおもしろみのない体格をした俺から見ても、小柄で華きや奢しやに感じる姿。目の前に立てば、それがよくわかる。

　そんな身体からだを貴賢城第一のセーラー服とスクールセーターで包んでいた。光の加減で青みを帯びて見える髪は黒いリボンで左右のおさげに結われて、ふわふわと弾んでいる。その髪型を含めて、十五歳というには幼い印象だが、瞳ひとみの奥にある冷めた昏くらさは裏腹に大人びた印象を与える。なんとも言い難がたいアンバランスさ。

「お兄ちゃん」

　甘く涼やかな声で告げる。

　不知火しらぬい霧きり花か。俺の妹だった。

「気にするほど待ってない。待っていたとしても、暇を潰つぶす方法なんていくらでもある。ニュースを見てもいい。ゲームで遊んでも、本を読んでもいい。道行く連中を観察してやるのも一興だな。暇を持て余すとか口走る奴やつは、時間の利用価値を知らないバカだ」

「よかった」と、霧花は胸元に手を当てる。

「お兄ちゃん、肩身狭そうな顔して、小声でブツブツ言ってたから」

　霧花は校門のほうを流し見る。

「……いつから見てたんだ。肩身なんて狭くないが、そう思ったなら、早く話しかけろ。そもそも、俺の後ろで何やってんだ」

　しかも、塀の上で。

「だって見ていたかったから」

　霧花はクスリと笑う。細めた目は悪戯いたずらをした子どもか、ネコ科の動物か、人を誘惑しておもしろがる小悪魔か、そういう類のものだった。

　後ろにいた霧花は音も気配もさせなかった。何分の間、ああして俺を眺めていたのか。よく考えれば、こちらをチラチラ見ている連中がいるように思ったのは、俺の自意識過剰とかじゃなくて、霧きり花かが塀の上にいたからじゃないのか。












「お前……」

「一人でいる時のお兄ちゃんの表情、好きだよ」

「……っ」

「冗談かも」

　あまり冗談には思えない顔で言って、また控えめに笑う。

「お兄ちゃんの表情なら全部好きだもん」

　一瞬答えに詰まった。喉のどから変な息だけ漏れた。目を逸そらす。

「それも冗談か。他の連中に聞こえたら、誤解を生むぞ。例えば、お前のクラスの奴やつとか。この年齢の連中って、そういうつまらない話が……」

「芳よし子こちゃん。バイバーイ」と、霧花は一切気にした様子もなくクラスメイトに手を振る。向こうも、友達と帰ることもなく俺と一緒にいる霧花の様子を特に違和感なく受け入れている。

「わたしは気にならないよ」

「……俺のほうが気にする。ふざけんな」

　ため息をつくしかない。霧花はいつもこうだ。

　手を振り合った友達が遠ざかっていく。見送ると、霧花はクルリと身を回してこちらを向いた。軽やかな動き。塀の上に軽々登ってしまう運動神経のよさがわかる。

「今日はもういいよね。昨日の夜もしたし、雨あま音ねちゃんにも会うし」

「いや、やる」

「……だと思った。わかってたけど」

　霧花の眉まゆが下がる。薄い唇から吐息がこぼれた。

「寝不足じゃない？　お兄ちゃん、疲れるとすぐ風邪ひくから」

　見上げる眼まな差ざしは心から俺を案じてくれているものだった。

「ほっとけ。くだらない授業の間に睡眠時間は確保した」

「それなら安心。風邪ひいてもわたしが看病するから安心」

「ひくかよ。そもそも、疲れるようなことでもなかった。操作のクソ仕様はもうどうしようもないが、数を重ねてわかった。連中、別にたいしたことない。プレイスキルのゴリ押しでどうにかなると思ってるのが勘違いだ。真正面からの単調な攻撃。裏をかこうという努力すらしない。……ともかく、領土ボルテツクスは必要だ。行くぞ」

　霧花は少しだけうつむくと、もう一度小さく息をついた。

「うん」と、顔を上げれば、いつもの悪戯いたずらっぽい印象が戻っている。

「一緒に行くしかないね」

　腕を引かれる。というか、霧きり花かは俺の腕に自分の腕を絡めていた。

　服越しでも伝わって来る温かなぬくもりと、身体からだの感触。触れれば壊れてしまいそうなほどに華きや奢しやな霧花だが、どうしようもない柔らかさは感じてしまう。

「恥ずかしくないのか。見られてるぞ。……どうでもいい連中にだが」

「ぜんぜん」

　振り向いた霧花は白い歯を見せた。

「だって、どうでもいいでしょ？」

　こちらを見た生徒に送る視線はどこか挑発的でもある。

「ああ。どうでもいい。俺は気にしないが、繊細なお前が気にするかもしれないから、念のため聞いてやっただけだ」

「気遣ってくれたんだ。嬉うれしい」と応こたえて、霧花は前を向く。背中が震えている。笑ってる。

　こうなってしまうと、俺のほうから腕を振り解ほどくことはできない。

　人に見られている。顔が熱くなってくる。もちろん、こんなものまったく気にしてないが。

　そのまま腕を引かれるようにして歩くと、見慣れたおさげは楽しそうに弾んでいた。




「ゴメンね」

　霧花は振り向かないまま言った。

「謝るなよ。やりたくてやってることだ」

　応えれば、歩く速度を落として、トンと身を寄せてくる。

　結局、俺たちは並んで歩いていく。





　　　◆　◆　◆






　俺たちの自宅の最寄り駅、貴き賢けん城じよう駅から少し歩いたところに大型商業施設『ＯＡＳＩＳ』がある。アパレル系、飲食店、高層にはシネコンと、色々な店舗が並ぶ多層構造の建物は、曲線を多用したデザインと、大通りに敷き詰められた石畳という具合に、やけに洒落しやれていて、中規模都市のショピングモールのくせに精一杯背伸びした感じが気持ち悪い。

　俺は霧花と腕を組んだままでその大通りを歩く。

　平日休日を問わず買い物客で賑にぎわう『ＯＡＳＩＳ』の大通りは今日も人であふれている。俺たちのような学生もいれば、スーツを着た会社員らしい人や、食料品を詰め込んだ袋を提げた主婦もいる。休日でもないのに買い物や映画に来ているらしい、学生なのか社会人なのかわからない人間も多い。

　そんな連中が行き交う大通りの真まっ只ただ中なかに、竜がいた。

『ＯＡＳＩＳ』の二階層にまで軽々届く巨きよ躯くは、足元を行く連中なんて易やす々やすと踏み潰つぶすことができる。全身を覆うものは一枚一枚が俺の掌てのひらほどもある分厚い鱗うろこだ。ぬめるような光沢に周囲の光景が映り込む。そいつが息をするたび、身じろぎするたび、鱗の下にある屈強な筋肉の塊は確かな動きを見せている。石畳を踏む巨大な足には太く鋭い鉤かぎ爪づめが剣けん呑のんに光っていた。

『ＯＡＳＩＳ』を睥へい睨げいするその目は爬は虫ちゆう類るいのものに似た縦に長い瞳どう孔こうを持っている。だけど、感情を感じないトカゲのものとは違う。細長い瞳孔の奥底には火のように激しい、怒りにも似た何かがある。

　買い物客が行き交う中にそいつはいた。人間を軽く引き裂き、踏み潰してしまうことができる足が、学生らしい客のすぐ傍そばの石畳を踏みしめる。響くのは爪と石が擦こすれる音。

　──が、竜に驚いている人は誰一人いない。子どもがそいつを指差してはしゃいでいたり、年寄りが何か愚ぐ痴ちっているぐらいだ。

　むしろ、そこにいるのは竜だけじゃない。

　妖よう精せいがいる。

　ほっそりした少女の形をしたそいつは、霧きり花かの掌に乗ってしまいそうなほどに小さい。着ているのはふわりとしたボリュームあるスカートが印象的なドレスだ。

　背中からは羽が伸びる。蝶ちように似ているが、薄く透き通った羽が羽ばたくたび、ほのかに煌きらめく光が散る。太陽の下でもはっきりと見えるが、どこか儚はかないその光が鱗りん粉ぷんなのか、それ以外の光なのかはわからない。ともかく、そいつは光の粉を散らしながら、霧花よりも幼く見える顔に、やけに人好きのする笑みを浮かべて、竜の近くを飛んでいる。

　他にも、人間のように二本の脚で歩く獣──人じん狼ろうのような奴やつだっている。鋼鉄の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士は馬にまたがり、通りを闊かつ歩ぽする。よく見ればその馬は全身が金属装甲で覆われた機械の馬だ。いわゆるゴーレムとでもいうのか、機械仕掛けの巨人もまた存在する。

　巨竜や機械巨人を含めた、そんな異世界から抜け出したような連中に『ＯＡＳＩＳ』の客も従業員も、やはり誰一人驚く素振りを見せない。それどころか、そんな連中を相手にしながら普通に喋しやべっている。学校帰りの学生も、背広を着た社会人も、子ども連れも、老人すらその光景に馴な染じんでいる。

　さっきの巨大な竜は人間をまとめて噛かみ砕くだけそうな顎あごを楽しそうに開けて小学生と話しているし、装甲馬の騎士は女子高生と並んで歩いていた。ふわふわと舞う妖精を連れているのは、買い物中の主婦らしい。

　何も不思議な光景じゃない。どこに行っても見ることができる光景だ。

「どいつもこいつも。場所をわきまえろよ。共有設定を制限しろ。子どもじゃあるまいし」

　小声で愚ぐ痴ちって舌打ちすると、隣で霧きり花かが「子どももいるよ」と苦笑していた。

　世界は変わったという。

　手にした携帯端末デユアル・デバイスに目をやる。二元式端末とも呼ばれるこれは、少し前まではスマートフォンと呼ばれていたものに近い形をしている。ディスプレイに映し出されているのは、携帯型、据え置き問わず、たいていの端末で共用されているＯＳ──ビフレストの見慣れた画面だ。

　ビフレスト。

　同名の企業、ビフレストが無償公開したこのＯＳには画期的な機能が搭載されていた。ビフレストをインストールした既存のハードウェアをネットワーク上で繋つなげ、並列演算を可能にする。つまり、ビフレストを搭載した端末が増えれば増えるほど、それらは相互補完し、各種端末の能力を大きく高めることができる。それによって、当時、頭打ち状態にあったハードウェア自体の発展を待つことなく、端末機能を劇的に進化させることができた。

　性質上、旧来の据え置きＰＣ、タブレット端末、スマートフォン、どのようなハードウェアとも相性はよく、的確なアップデートが繰り返された結果、この五年ほどでたいていのＯＳはビフレストに入れ替わり、全すべての小型端末は形状は問わず携帯端末と呼ばれることになった。

　もっとも、こだわりを持つ人間は旧世代のＯＳを使っているし、情報漏ろう洩えいを恐れてスタンドアローンを維持する端末もまだまだ存在するらしいが。

　俺自身も情報端末が相互に繋がっていることでの情報漏れ、個人情報の収集はあるだろうと思うし、ビフレストのプライバシーポリシーとかいうのも信用していない。

　ただ、結局のところ、どうせ個人では守ることができないプライバシーよりも、利便性を重視している。

　ともかく、ビフレストの登場は様々な技術革新をもたらした。正確には理論はあったが、ハードウェア性能や端末同士の互換性から一般化不可能だった技術が一般化されることになった。

　最も顕著だったのはＶＲ仮想現実の関連技術だ。

　竜や妖よう精せいの類はともかく、俺の視界には……いや、おそらくここにいるほとんどの連中の視界には、現実には存在しない映像が見えている。

　例えば、視界の端に『ＯＡＳＩＳ』の地図が浮かぶ。大通り沿いの店舗や二階層、三階層には空中に表示された現実のものではない看板、広告がいくつも瞬またたく。ＧＰＳ位置情報システムとの連携で、この場でＳＮＳに書き込まれたコメントも同期されてリアルタイムに表示される。

　ＡＲ拡張現実──現実に重なる形で表示される映像。

　これらはＡＲＬ拡張型コンタクトレンズに投影された虚像だ。

　ビフレストの登場以前、ＡＲはスマートフォンのカメラを通すか、専用のゴーグルでも着けなければ見ることはできなかった。

　しかし、端末の性能が劇的に高くなり、映像描写の負担をほぼそちらに預けることで、ＡＲの表示は、通常の視力補助機器とほとんど変わらず、なおかつ安価なＡＲＧ拡張型眼鏡や、ＡＲＬ拡張型コンタクトレンズ上への表示が可能となった。

　加えて、ほとんどの機器のＯＳがビフレストに統一されたことで、ＰＡＲ公共ＡＲからの情報もＡＲとして受信することが容易たやすくなった。

　結果、街にはＡＲによる情報があふれている。

　今、目の前に見えているものは、携帯端末が受け取った映像を、俺の着けているＡＲＬに表示したものだ。受信設定や映し出す装置によって多少の違いはあるが、街行く人もほとんどが似た虚像を見ている。

　そういう変化の結果が、竜や妖よう精せいや機械、広告があふれる目の前の光景だった。

「なんでゲームなんだ。もっと人類の発展とかに役立つことはなかったのかよ」

　当たり前の話だが、あのファンタジー世界の住人どもが異世界からやってきたなんてことはあるわけない。あってたまるか。バカバカしい。

『クラウド・エデン』

　ビフレストによって発展したＡＲ技術は、現実にはありえないファンタジー世界の生き物をこの現実の世界に出現させた。少なくともそう見えるようにした。

　それが『クラウド・エデン』というゲーム。

　あの生物たちは常時表示状態にあるゲーム内キャラクター──ヴィジョンだ。

　魔力を基礎とした機械文明が発展した世界、エデン。今は滅びたその世界からやってきたヴィジョンと共に、彼らの記憶を取り戻し、彼らの世界を作り直すため、この世界に点在する原初の魔力集う場所、始原の渦ボルテツクスを巡り、魔力の結晶であるＶＭヴイジヨン・マテリアルを集める──というゲーム内設定。

　つまりは、ヴィジョンというキャラクターを育成し、ＧＰＳによって各地のランドマークに設定されたボルテックスに赴いて、色々なクエストを攻略してＶＭを収集していくというシステムだ。当然だが、手に入れたＶＭによって新しいヴィジョンを入手・育成する形なので、自然、育成とクエスト攻略を繰り返すことになる。

　そういう本来のゲーム性は置いておいて。

　ヴィジョンはビフレストの恩恵で従来とは比べものにならないほど高性能な人工知能ＡＩを搭載している。ビフレスト特有の端末の相互連携を活いかしての使用状況や音声の収集の積み重ねが、音声認識もままならず、妙な問答を繰り返していたＡＩとは一線を画するものを作り出した。

　ヴィジョンは主体性を持たない以外はほぼ人間に近い対応をする。常時更新、蓄積されていく情報と端末との連携で、日常生活の細やかなサポートもできるし、望めば端末の操作も行う。

　ついでに言えば、携帯端末の多くにはデフォルトのアプリとして入っているので、誰もがなんとなく一度は起動するし、便利なのでそのまま使う者が多い。専用のＡＩスピーカーなんかを導入しなくても誰もが持っている携帯端末に添付されていることは大きかった。

　その結果、本来のゲーム性以外のところで、端末のオプションとして一般化した結果が目の前の『ＯＡＳＩＳ』の状況だった。ヴィジョンを表示していないように見えても、自分の視界のみに見える形で共有設定している者はもっと多いはずだ。

　一人暮らしの老人に、マスコミが話相手のヴィジョンを薦めるような現状。ヴィジョンと一緒にいない人間のほうが少ない。店によっては店員と一緒にヴィジョンが接客しているところまである。そういう方針らしい。

　大通りの真ん中、さっきの巨竜の頭のさらに上、横断幕のように広がるＡＲの大型ウィンドウが宣伝や広告を垂れ流している。以前なら、大型映像装置に映し出されていただろう。

　ＡＲのウィンドウの中では、なんとかいうアイドルが、自分のヴィジョンを紹介している。清せい楚そな顔をした神官の姿のわりに露出が多いヴィジョン。

　ヴィジョンは異様にカスタマイズ性が高いのも特長だ。衣装を始め、ボイス、口く調ちようや性格……かなりの数が用意されているので、やろうと思えばそうとう詳細に設定できるし、技術があって手間をかければユーザー自らがそれらを作ることもできる。そういうことを専門にしているカリスマヴィジョンスタイリスト様とかいうのもいる。

　あの神官のヴィジョンもかなりカスタマイズされている類だ。

　こういう楽しみ方の多様性もヒットの一因だそうだ。

「いるよな。芸能人のものと同じ姿のヴィジョンがほしいとかいう奴やつ。主体性ないのかよ。人と同じものを持って楽しいのか？　そんなのは人と違うことさえすれば頭いいと思ってる奴の次にみっともない」

　有名人のヴィジョン自体が芸能人化してるというのも時々ある。意思があるように見えても、設定されたルーチンどおりに動くだけのＡＩなのに。

「同じ種類のヴィジョンでも、好きな姿にできちゃうもんね。お兄ちゃんはどういうのが好き？」

　見上げてくる霧きり花かの声が甘い。

「……俺は姿よりも性能目当てだ。知ってるだろ」

「そうだったね」

　今気づいたように嘯うそぶいて、霧花はフフと微笑する。

　お前は一番よくわかってるだろ。

　──ともかく、俺たちが生まれた頃には携帯端末デユアル・デバイスはまだなかった。その頃からすると、変な世界になったもんだとしみじみ思う。ゲーム自体に興味がない連中にとってもヴィジョンは当然の存在で、街のどこを見てもヴィジョンがいる。海外を含めてだ。

　公共ＡＲ拡張現実がほとんどなく、携帯端末の機能制限をされる学校なんかが、むしろ、ＡＲの情報もヴィジョンも見かけない珍しい空間になっている。

　実体を持たないヴィジョンが実際に存在するかのように見える世界。あるいは、実体を持たないというヴィジョンが実際に存在するのが当たり前の二元世界。……バカバカしい。

『クラウド・エデン』はもうゲームというくくりに収まるものじゃなかった。

　とはいえ、ヴィジョンの育成や、ボルテックス・クエストの達成のような、ゲームらしい部分を楽しんでいる連中もいる。

　そこの柱の陰、ＡＲの共有設定を自分自身に限定して携帯端末を弄いじってるのがそういうゲーマーだ。ＡＲによって、実際の光景に別の映像を重ねることで異世界に変へん貌ぼうした『ＯＡＳＩＳ』を舞台に、やっぱりＡＲ表示で現れる破滅の尖兵カタストロフイを、同じくＡＲ表示のヴィジョンで倒していく。システム自体はアクション要素多め、キャラ構築ビルド重視の古式ゆかしい育成型ＲＰＧだ。

　柱の陰で遊んでいるのは、プレイ時の周囲への影響を鑑みて、システム側から誘導があるから。立ち止まっているのは、高難易度のクエストに挑戦しているからだろう。

　カジュアルなプレイヤーはクエストなんてしないか、ヴィジョンのそこそこ優秀で融通が利くＡＩに任せたオートモードで、ボルテックスを通り過ぎるついでに低難易度のクエストをこなす。端末を少し操作するか、ヴィジョンに一声かけるだけで済む。

「『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』で十王ロード・オブ・ロードだったお兄ちゃんは思うところある？」

　霧きり花かの言葉に苦い顔をせざるをえない。

「対戦コンテンツ如ごときでやり過ぎた。時間のムダだったな」

「十王までいった人、ほとんどいないのに」

「運の要素が大きいだろ。それに……結局、絶対に勝てない奴やつがいるのもわかった」

『クラウド・エデン』唯一の対戦型コンテンツ『決闘祭』。毎月一週間限定で開催されるイベントで、勝利で得られる戦果と勝率によって、特別な称号とゲーム的には役に立たないアイテムが手に入る。

　最上位の称号、祭祀王ロードを得る条件は上位に入る大量の戦果に加え、期間中一度たりとも敗北しないこと。

　全世界四億人とかいうプレイ人口はあくまで公称で、アクティブなプレイヤーはその五分の一にも満たず、強力なアイテムが手に入るわけでもない『決闘祭』に本気で挑むプレイヤーはさらに少ない。

　そもそも、参加するために最高難易度Ultimateアルテイメツトのさらに上、Sanctuaryサンクチユアリを複数回クリアしなければならないと敷居も高過ぎる。

　だから、実際のところは四億人を相手に上位にランキングしているわけじゃない。

　とはいえ、祭祀王ロードを得る条件がムダに厳しいのは確かだ。戦果を稼ぐには多くの対戦が必要で、対戦回数が増えれば敗北の可能性も当然上がる。さらには対戦のマッチングは同戦果帯で行われるため、戦う相手は常に数値上、同格の相手になるのだから。

　祭祀王の称号を得た数はステータス画面に勲章のように表示され、その称号は二王、三王と加算されていく。ただし、連続取得に失敗した時点でカウントは止まる。十王ロード・オブ・ロードとは、つまり入手困難な祭祀王の称号を十度連続で手にした証あかし。本気で挑み始めてからの十ヶ月、俺は敗まけなかった。

　あの頃は終始ボルテックスを回り続けて、端末にも張りつきっぱなしだった。霧きり花かにはずいぶん迷惑をかけたとは思っている。

　とはいえ、ゲームとしてやり応ごたえがあったのは確かだ。『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』には『決闘祭』ならではのひりつく緊張感もあった。あの時の時間はムダだったが、充実はしていた。

『決闘祭』で他のプレイヤーを潰つぶす以外のことを、考える気にならなかった時期だったとしても。

　だけど、同時に思い出してしまう。

『決闘祭』参加以降、祭祀王の称号を全すべて取得しているプレイヤーがいた。祭祀王称号の数ではなく、覇王オーバー・ロードという名で呼ばれる唯一無二の存在。それとぶつかって十王のカウントを止められた時の記憶に、諦あきらめに乾いた吐息が漏れる。

『決闘祭』というイベントは『クラウド・エデン』では異端の世界だ。

　対戦要素は『決闘祭』に限定しているので望まなければ対戦する必要もない。ヴィジョンの見た目や性格をカスタマイズする者もいれば、だらだらとボルテックス攻略だけをするプレイヤーもいる。端末付属の便利なＡＩとして利用する者も多い。

　多様な方針、携帯端末との結びつき、ＡＲ技術とＡＩの発展、ついでにゲームのでき。それらが奇跡的なタイミングと相まってこれほどのヒットを生んだんだろう。

「結局のところ、ゲーム自体は古いゲームの延長だけどな。それでも外観的な部分に一石を投じているわけだから、『クラウド・エデン』の存在に意味はある」

「十王様、厳しいね。わたしはやっぱり十ヶ月勝ったのはすごいと思う」

「元十王な。それに本当に強い奴やつと当たらなかったのは運だ。やっぱりくだらない」

　そして、たいていの上位陣は十王に至る前に、覇王や他の十王と当たって諦める。

　霧花は『ＯＡＳＩＳ』にあふれるヴィジョンを眺めていた。冷めた眼まな差ざしの奥にはどこか懐かしむような感情が宿る。

「わたしは『クラウド・エデン』好きだよ」

　ぽつりと告げた声にかすかな寂しさ。

「ヴィジョンとお話しするのが好きだった。セレスタンとも、スミカちゃんとも」

「結局、人格自体がプログラム上の虚像だが。俺も百歩譲って、嫌いってわけじゃない。ゲーム自体への不満も山ほどあるが、マシなゲームだ」

　吐息をつく。

　俺たちは通りの片隅で足を止めた。

　ＡＲの矢印が柱の陰を指している。何人かのプレイヤーが自分だけに見えるＡＲを見つめて、クエストに打ち込んでいた。虚空に触れるような動きは、ＡＲ表示として浮かぶアイコンを直接タッチすることで操作できる、いわゆるＭＲ複合現実の恩恵だ。携帯端末は本体の認識部位、ＡＲＬなどの認識部位との連動で使用者の身体からだの位置や動きをかなり正確に認識し、ＡＲ上の映像と実際の肉体の位置も同期させる。つまりは、ＡＲ上のアイコンを直接タッチすることができる。

　霧きり花かと一緒にその近くに立つ。誘導した矢印は指示された位置に立ったことで軽やかな効果音を残して消えた。視界に浮かんだアイコンを慣れた手つきで操作する。

　ＡＲに起動するのは『クラウド・サクリファイス』。

『クラウド・エデン』じゃない。

　続けて、共有設定を俺と霧花に限定した『ＯＡＳＩＳ』のマップ上で光点が点滅する。ＧＰＳによってこの施設に設定された始原の渦ボルテツクスのひとつだ。

「目的のボルテックスだね」

「ああ」と、ＡＲによって表示された『invasion侵攻』のアイコンに目をやる。

『クラウド・エデン』なら、ボルテックスの地点で表示されるものは、各種クエストのアイコンのはずだ。だけど、サクリファイスは違う。

　ＡＲ上の『invasion侵攻』に触れれば、携帯端末のＭＲ機能はそれを認識する。




『Invasion Start侵攻開始』




　響く無機質な音声に続いて、瞬まばたきをする間もなく、目の前の光景が変わる。





　　　◆　◆　◆






「ここが戦場フイールドになるのか」

『ＯＡＳＩＳ』の屋上にいた。普通は入ることができない場所だ。フェンスの向こう、眼下には二階層や三階層を垣かい間ま見みることができる。

　高所を吹く強い風を感じる。

　俺の隣には変わらず霧花がいた。風がおさげを揺らす。

　視線が通う。その瞬間、変化は起きた。

　金の色がたなびく。

　霧きり花かの髪が自ら解ほどけていく。深い青の色が輝くような黄金の色に染め上げられ、束縛を逃れた髪が風をはらみ、広がる。

　変わったのはそれだけじゃない。いつの間にか、服も貴き賢けん城じよう第一のセーラー服とスクールセーターではなくなっている。

　愛らしいが繊細なフリルで彩られ、パニエで膨らんだ短いスカート。穢けがれない白を基調としたドレスはリボンや金糸の刺し繍しゆうで上品に彩られている。

　舞踏会にでも出るようないでたちだが、その両腕、両脚だけは白銀の籠こ手て、鉄てつ靴かで覆われていた。滑らかな流線形で、籠手の指先は開放されているが、儀礼用というには重厚過ぎる。

　場所の移動と、霧花の変化は現実の光景に映像を重ねて視覚を騙だますという意味では、ＡＲでも実現可能かもしれないが、『クラウド・エデン』ではありえない光景だった。

　屋上の真ん中には渦を巻く極彩色の光の柱が空へと立ち上る。

　始原の渦ボルテツクス。この映像は変わらない。

　ガシャリという鉄靴の音。金色の髪の霧花が俺の隣に歩み出る。

　そして、見慣れた甘く冷めた霧花の微笑がこちらを見上げる。












「スミカちゃんの姿、どう？」

　いつもと変わらないからかうような問いで、かつての俺のヴィジョンの名前を口にする。

「どうも何も。いつもどおりだろ」

「改めて見ると、お兄ちゃんけっこうカスタマイズしてるよね」

「微課金勢だ。ストック関係にしか課金してない」

「みんなヴィジョンを属性で使い分けるけど。お兄ちゃん、スミカちゃんしか使ってなかったから、こだわりかなって」

「あいつの……太陽神セキウの光属性と、種族の神は不利な相手が少ないから、使い分ける必要がないからだ。カスタマイズは無課金でやってる。知ってるだろ」

「もちろん。お兄ちゃんががんばって衣装揃そろえたのも知ってる」

「使い道のなかったＶＭヴイジヨン・マテリアルを使っただけだ」




『Alart! Approaching Defenderボルテツクス守護者接近』




　それ以上言い返す間はなかった。警告音と共に空中に投影されるウィンドウ。

　ボルテックスの渦巻く光から歩み出るようにそいつは現れた。

　俺や霧きり花かとは違う学校の制服を着た学生だった。多分、隣の街の高校のものだ。学年はわからないが、歳としはそんなに変わらないはずだ。

　さらに屋上に大きな影が落ちる。

　竜だった。さっき大通りで見た巨竜よりもなお大きな身体からだ。しかし、脚はなく、長い胴は屋上を這はっている。胴はひとつだが、そこから伸びる首はひとつではなかった。十数本の首が揺れ、爬は虫ちゆう類るいに似た目がいくつもいくつも赤く爛らん々らんと輝いていた。

　しかし、それは動物ではなく植物だった。全すべては木と蔦つたの混合で作り上げられたものだ。鱗うろこの代わりに全身を覆うのは広葉樹の葉だ。木の枝で作られた竜蛇の如ごとき肉体を蔦が無数に這い回り、それぞれが生きて蠢うごめいている。多頭の蛇の形をした花束にも見えなくはない。

　間違いなくヴィジョンだ。

「やるのか」

　多頭の竜を従えた学生が問う。

「当たり前だろ。お前を倒して、このボルテックスを奪う」

　言い切る。仕掛けた時点でそうに決まっている。意味のない問答だ。

　学生──敵プレイヤーは顔を歪ゆがめる。

「……ならしかたない」

　多頭の竜が蛇が威嚇するような音を発する。無数の頭部からそれらが重なって響く。体に巻きつく蔦と葉をガサガサ蠢かせて、竜蛇はもはや敵意を隠そうともしない。

　木竜のヴィジョンと、その主あるじが視線を通わせる。

　空気がひりつく一瞬の間。

「カヤノヒメ！」

　敵プレイヤーが叫び、カヤノヒメと呼ばれた緑の竜蛇は重なり合う咆ほう哮こうを上げる。木々と蔦つたの身をしならせて、姿に似合わない跳躍を見せた。

　一気に距離が詰まる。

　生い茂る草花に似た頭部が牙きばを剥むき出して、俺と、姿を変じた霧きり花かを目がけて殺到する。屋上のコンクリートを叩たたき壊こわし、その破片を噛かみ砕くだく。見た目はともかく植物の硬度ではない。

　対して霧花は静かに動く。ゆったりと構えれば、両腕を覆う籠こ手てが装甲を展開する。白銀の籠手の内側からまばゆい光があふれた。

　迸ほとばしる黄金の光が凝縮され、霧花の周囲に掌てのひらほどの光の球体を作り出す。今の霧花の金髪に似た輝きは優しく強くまばゆい。

　髪を煌きらめかせるそれは膨れ上がり、ひと振りの剣へ形を変える。自身の身長ほどもある肉厚の剣だ。

　光の剣は宙に浮いたまま。突進してくる竜に対して、霧花は剣を握りもせず、宙に携えて歩み出る。刃やいばを振るうように手を振れば、光剣はそれに従い薙なぎ払う。

　繰り出されるカヤノヒメの顎あごを、浮遊する光の剣が斬きり飛ばした。

　しぶいた赤い樹液で濡ぬれながらも喰くらいついてくる別の首を光の剣で防ぐ。薙ぎ払い、受け止め、叩き斬る。竜の首がいくつも切断され、転がっていく。

　しかし、その数は圧倒的だ。咲き誇る無数の首の連撃を防ぎきることはできない。霧花のドレスが裂けて散る。ステータスウィンドウ上のＨＰ生命力を表すゲージが少しだが削られる。

「手数が違うね。気をつけて」

「さばききれない。ダメだ」

　また竜蛇の一撃がかすめる。

　多頭の連続攻撃に押され、霧花は後退を余儀なくされる。

　対する敵プレイヤーの唇の端が上がった。

「お兄ちゃん。仕留めにきたよ」

「見ればわかるが、見たくなかった」

　斬り飛ばしたカヤノヒメの首がいくつも周囲に転がっている。胴と切り離されてなお、赤い目を爛らん々らんと輝かせたそれらは死んでいなかった。口こう腔こうを開き、牙を露あらわにする。

　千切れた首の付け根から白い根が無数に伸び、コンクリートに突き刺さる。一秒の間も置かず、それは成長を遂げた。植物の生長を早回しで見るかのような光景が無数に展開されていく。そいつらは繁茂する。

　ショッピングモールの屋上という光景が一変していた。

　そこにあるのはカヤノヒメという竜蛇の森だった。斬きれ飛んだ首がことごとく新たなカヤノヒメと化して、俺たちを包囲していた。もはや敵プレイヤーの姿すら見えない。

　それらが牙きばを剥むき出して殺到する。たった一体でも凌しのぎきることができなかった多頭の顎あごが、十数体まとめて襲いかかってくる。

「一体でも無理なのに」

「ああ。一体相手なら無理だ」

　霧きり花かは苦笑していた。俺も笑っている。

「だから今は勝てる」

　そして、決着はついた。





　　　◆　◆　◆






　霧花が操る黄金の大剣はカヤノヒメの群れの後方にいた学生の腹を突き破っている。

　俺はそれを傍らで眺めていた。

「何が……起きた？」

　そいつは信じられないという顔で血ち反へ吐どを吐いた。光の剣を伝い落ちた血が屋上のコンクリートに赤黒い水たまりを作り出していく。

　俺たちの背後には大量のカヤノヒメが転がっていた。首の多くを失ったもの、半死半生だが息があるもの。さっきまで俺たちがいた場所で、俺たちを押し潰つぶしたはずの、いくつもの頭が目を見開き、こちらを見てうめき、血反吐を吐く。

　カヤノヒメのＨＰゲージはほぼ全すべてが赤く染まっていた。

「お前たちが早過ぎた。奥の手を出すのが」

　霧花に貫かれたままのプレイヤーに視線を戻し、告げる。

「……そんな。助けてくれ。頼む……」

　血で汚れた唇でそいつは言った。涙が血だまりにこぼれ落ちた。

「……わかるだろ!?　敗まければどうなるのか……。だから！」

　口で命いのち乞ごいしながらも、カヤノヒメが鈍い動作で身を翻す。指示を出している。

　その時、既に光の剣は敵プレイヤーを縦に裂いていた。全てが赤く染まったＨＰのゲージが砕くだける。

　ボルテックスの渦巻く光の下、敵プレイヤーも竜蛇のヴィジョンも憎悪で顔を歪ゆがませながら、宙に溶けた。

「俺たちが違うとでも思ってるのか」

　視界に表示される『Capture VORTEXボルテツクス奪取』のウィンドウ。

　チラリと確認して、金色の髪の霧花と視線を交える。

　頷うなずきを待って、視界上のアイコンを操作すれば、再び目の前の光景が変わった。





　　　◆　◆　◆






　俺と霧きり花かはもといた『ＯＡＳＩＳ』の一階層にいた。

　霧花はもう金髪ではなく、髪ももとのおさげの形に結われている。服装ももちろん貴き賢けん城じよう第一のセーラー服だ。

「お疲れ様」

　眉まゆを下げる。瞳ひとみの奥底にあるどこか冷めたような昏くらさ。

　霧花は眉を下げたまま、困ったような微笑を湛たたえる。

　なんとなく目を逸そらして、さっきまでいたはずの『ＯＡＳＩＳ』屋上に目をやった。

　一階層から見上げる形だが、カヤノヒメとの戦いの跡は何も見えない。そんなもの残っていないのはわかっている。

「優しいね」

　トンと触れる霧花の身体からだ。身を預けられていた。制服越しのぬくもりとふわりと香る甘い匂におい。うちのシャンプーの匂いだが、霧花から香るものは何か違う。

「助けてって言われた時、少しだけ迷ったでしょ」

「バカバカしい。攻め込んでおいて撤てつ退たいすれば、こっちがペナルティを受ける。危険を冒しておいてペナルティとか、バカか」

「そう考えたってことは迷ったんだよ。わたしなら……」

　言いかけて、霧花は首を横に振った。

「そういうところ、お兄ちゃんらしくて、好き」

「言ってろよ」

　フンと鼻を鳴らして歩き出す。

　支えを失ってよろけたあと、霧花はクスクスとかわいく笑いながらついてくる。

　振り向かない。

「照れてる？」

「照れてない。……それに、優しくなんてない。そんなもの何の役にも立たない」

　口を突いて出た。

「俺はなんだってする」

　奥歯を噛かみ締しめていた。

「二度とお前を死なせない」

　ほんの少し間が空く。

「うん」と、霧きり花かは言った。

「わたしも二度と離れたくない。だから、なんだってするよ」

　振り向かず、そのまま携帯端末に目を落とす。

　ディスプレイで起動しているアプリは『クラウド・サクリファイス』。

　ロゴ、システム、ヴィジョン。全すべてが『クラウド・エデン』に似ているが、決定的に違う。全てが異なっている。

　領土ボルテツクスの奪い合いを強要され、一度の敗北が致命傷に繋つながるシステム。そして、敗北するということは──。

　それでも、俺と霧花はこれを続けなければならない。

「まだ時間がある。あと一カ所。ボルテックスを潰つぶす」

「だね。がんばろ」

　俺と霧花はヴィジョンとプレイヤーでごった返す『ＯＡＳＩＳ』を後にする。




　世界は変わったという。

　不知火しらぬい信しんの世界が変わったのは、『クラウド・サクリファイス』と出会った日だ。

　楽園エデンが犠牲サクリフアイスを求めた日。

　あの日、間違いなく世界は変わってしまった。

　だけど、それは俺と霧花が望んだことだ。






第二章　信しんと霧きり花かと









　世界の変化は唐突に訪れた。わずか二日前のことだ。




「疲れた。あのバイト二度とやりたくない。効率が悪過ぎる。コンベアの配置も人数の割り当ても。そのくせ、ほぼ同期のくせに先輩面する奴やつが、『仕事が終わらなかったら、残るのとか当然だし』とかサビ残推奨だ。終わってないのはお前だけだろ。知るかよ」

「そんなに嫌な仕事。休まないお兄ちゃんはえらいね」

「クビになったら生きていくのに支障が出るから、しかたなくだ」

　心底うんざりした顔で言った俺を見て、隣の霧花はフフと声を漏らす。

　もうずいぶん長いこと続けている配送センターでのバイトが終わった帰り道。俺は霧花に腕を組まれて歩いていた。携帯端末のＡＲ表示で映し出される時刻は午後八時を過ぎている。重い荷物を持ち上げ続けて身体からだはあちこちが痛い。

　俺も霧花もこんな時間なのに制服姿のままだった。

　最寄り駅になる貴き賢けん城じよう駅から俺たちの家までは徒歩で十五分と少しだが、このあたりは駅前を離れると急に人通りが減っていく。今歩いているこの道も国道を外れていることもあって、街灯とコンビニの灯あかりで照らされているだけで薄暗い。時々、ヴィジョンを連れた会社帰りらしい疲れた顔の人間とすれ違うぐらいだ。

「明日はお休み？」

「残念だが、明日もシフトに入ってる。バランス考えてシフト編成しろよな、クソ社員。……サボりたい」

「いいよ。休も」

　間髪いれず許された。

「理由は風邪にしよ。どこか行く？　映画はお金かかるから……緑地公園のクエストとか」

　サボる案まで出された。

「……いいわけないだろ。サボって金もらえて、クビにもならないなら、それこそどこかに行きたいがな」

「誘惑に負けないなんて、えらいね」

　霧花は上目遣いに俺を見て言う。本当にどこまで本気なのか。

「そんなことより。迎えになんて来るなよ、こんな時間に」

　午後八時は女の子が一人で出歩く時間としては遅過ぎる。バイト帰りの俺をわざわざ駅前まで迎えに来てくれたとしても。

「だって……。一人は寂しかったし」

　霧きり花かは俺に腕を絡めたまま、ぴったりと身を寄せている。気づけばさらに密着していた。身長が同じだったとしたら、息がかかる距離だ。何か期待するような顔でこちらを見上げる瞳ひとみはいつもより熱っぽく大人びていた。

「寂しいとか、子どもか」

「じゃあ、どうしても、迎えに行きたかったってことで」

　無邪気に頬ほおを緩めれば表情は一転、本当に子どもになる。

「そう思ってもらえるのはまあ……。それなりにありがたいが」

「それに、一人の時でも、セレスタンがいるよ」

　霧花が端末を操作する。『クラウド・エデン』を起動していた。

「姫の兄上。ご苦労様です」

　聞こえたのは、野太いがよく通る声。そこには誠実さを感じさせる響きがある。

　霧花の横に立つのは今しがた呼び出されたヴィジョンだった。

　小柄な霧花はともかくとして、平均的な身長の俺と比べても見上げるほどの大男。ただし、顔は獅し子しだ。鬣たてがみを雄々しくなびかせ、堂々と背筋を伸ばし、二本の脚で立つ。温厚そうな眼まな差ざしとは裏腹に、口元からは肉食獣の証あかしともいえる鋭い牙きばが覗のぞいていた。

　その歩みが鉄の擦こすれる音を生む。街灯の光に照り輝くのは、全身を覆う甲かつ冑ちゆうだった。飾り気こそないが、磨き抜かれた鋼鉄の鎧よろいが獅子の屈強な肉体を包んでいる。

　獅子の騎士。霧花のヴィジョン、セレスタン・ド・ノール。

　いかにもファンタジー的騎士道精神をあふれさせ、セレスタンは恭しく一礼してくる。

「ね？」

「ね？　じゃない。そいつは虚構の存在だ。ゲームと現実の区別がつかない子か」

　よく言われるアホらしい文言だが。

「共有設定を変えて、他の人にも見えるように出していると、セレスタンは頼りになるよ」

「確かにこんなもの横にいたら、声もかけづらいだろうがな」

　あくまで携帯ＡＲ上に映し出されるだけの存在だが、ビフレストの恩恵で『クラウド・エデン』をインストールしていなくても、相手がエデンのＡＲ表示自体を拒否していなければ視界には入るようになっている。端末やＡＲＧ拡張型眼鏡やＡＲＬ拡張型コンタクトレンズを使っていない人間のほうが今は少ない。

　実際に触ったら透けてしまうが見た目は獅子だ。威圧感はある。さっきすれ違った女子中学生はおぞましい死霊と一緒に帰っていた。確かにあんなものがいるところに粗相する度胸はなかなか出ない。『クラウド・エデン』で痴漢が減ったという与よ太た話には一定の信しん憑ぴよう性せいがある。

「何かあったらセレスタンが通報してくれるし」

「緊急時のアプリ使用許可はいただいておりますので、騎士の誇りにかけて警察に通報いたします。位置情報も常に同期しております」

「騎士。適確な通報だな」

　とはいえ、ヴィジョンの有用な使い方としては間違っていない。端末の各種アプリの使用許可を出しておけば、こいつらはそれこそ人間のように使いこなしてくれる。通報とか。

「ね？」

　繰り返しの「ね？」。霧きり花かの主張も間違っていない。あらかじめ、俺が何を言うかわかって、先回りしている感もある。

「遠回りになっても、国道のほうに出て明るい道を通ってこいよ。九時を過ぎたら、何があっても絶対ダメだからな」

　と言うほかない。

「心配してくれて嬉うれしい」

「説教してるんだ」

「どうでもいい相手には説教なんてしないんだよ？」

　花が咲いたような明るい表情を向けてくる。いつもこうだ。

　ため息をついて、足を止める。

　目の前には小さな公園があった。ＧＰＳの情報から、ＡＲ上には『貴き賢けん城じよう西公園』と地名表示が出ているが、半端に空いた土地に、適当に遊具を置いただけの場所だ。

「するんでしょ。ここで」

　霧花が唇をきゅっと上げる。幼さが残る顔に似合わない挑戦的な表情だ。

「イベント期間だしな。帰り道にあるならやるだろ」

『クラウド・エデン』と同期した周辺マップには、ボルテックスを表す光点が点灯している。そのひとつがこの『貴賢城西公園』だ。

「俺がクエストを自発する」

「フレンド救援で入るね」

　携帯端末を手にした霧花に頷うなずきを返す。

「スミカ。出てきていいぞ。ＡＲの共有設定は霧花と俺のみで」

「ああ。心得たよ。我が主あるじ」

　夜よ闇やみの中に凛りんとした声が響いた。

　霧花が従えたセレスタンの傍らに、一人の女が煌きらめきを伴いながら姿を見せる。

　輝く金色の髪をまっすぐに流し、純白のドレスに身を包んだ女が、涼しげな眼まな差ざしでこちらを見据えている。顔立ちは霧花に似ている。だが、その瞳ひとみに昏くらさや陰りはない。

『クラウド・エデン』で俺が使うヴィジョン。エデンにおける神を自認する長命種であり、光を司つかさどる万象機カリンの使い手、太陽神セキウ──という設定を持つスミカ・セキウだ。スミカは手に入れた時に俺が設定した名前だが。

「こんばんは。スミカちゃん」

「いい夜だね。霧きり花か。私が司つかさどる時間ではないが」

　似た顔立ちだが正反対の雰囲気の二人が、それぞれの笑みを交わす。

　人型のヴィジョンは高性能の人工知能も相まって、現実に存在する人間に見えることもある。スミカのようなまぶしいほどの金髪は、外国人のものともまた違うとは思うが。

　ともかく、俺は視界に表示されたマップ上で『貴き賢けん城じよう西公園』のボルテックスを選択した。さらに表示されていくボルテックス・クエストと難易度を選ぶ。通常時最高難度のUltimateアルティメット。

　全すべて空中に浮かんだＡＲに触れた形だが、端末はそれらを高精度で認識してくれる。

　後はプレイ中の危険がないように、端末に指示された公園内の開始地点に移動するだけだ。

『VORTEX Quest Readyボルテツクス・クエストを開始します』の音声。

　次の瞬間、俺と霧花の世界が変わる。

　携帯端末を中心に広がった淡い光が見慣れた公園と街中を走り抜ける。その後に続くのは目の前の光景の変化だ。

　薄うす闇やみを照らす街灯の光は淡く青白い鬼火となって揺れている。ささやかに植えられた木や繁しげみは折り重なった白骨と朽ちた武具や機械の残ざん骸がいに変わる。公園内の遊具や水道の位置はそのままだが、それらは朽ち果てた墓石に、砂場は腐った沼に、公衆トイレは古びた礼拝堂に変わった。煉れん瓦が作りの礼拝堂は苔こけ生むし、罅ひび割われ、放棄されてずいぶん経たつのがひと目でわかる。

　白骨と残骸が重なり転がり、それを鬼火が照らす。住宅街の小さな公園は周囲の家々もろとも夜の墓地と化していた。

　公園だった場所の中心からは始原の渦ボルテツクスの極彩色の光が立ち上っている。あそこがＧＰＳで指定されているボルテックスの位置だ。

　もちろんこれも携帯端末が投影したＡＲ表示。ＡＲＬが受け取り、視界に重なっているだけの虚構に過ぎない。本物の『貴賢城西公園』は夜の寂しい公園のままだ。

「……気持ち悪いな」

　率直な感想を口にした。当たり前だがＡＲ表示は視覚にしか影響しないので臭においなど感じるはずもない。だけど、砂場が姿を変えた墓場の沼地からは腐った土の臭いが漂ってくるように錯覚する。

「ぞくぞくするね。知ってる？　このあたり古戦場だったから、こういうフィールドなんだって」

　霧花の声はやけに弾んでいた。

　視界の端、ＡＲ上には『貴賢城西公園』の補足として、「龍りゆう灯とう義ぎ三さぶ郎ろうの乱の古戦場。処刑の地でもある」と表示されている。

「その手の話好きだよな。だけどな、ビフレストの情報なんてＳＮＳやネット情報で拾ったものを勝手に判定して反映している類だ。声の大きい奴やつが何か言って、それに反応する奴が多ければ嘘うそも真実だ。こういうのはな」

「何事も正確なソースじゃないとダメな姿勢、お兄ちゃんらしいね。ところで、お兄ちゃんって、わたしが家でこういう話したり、ホラー映画観みていると、ずっと端末触ってる」

「怖いんじゃないからな。嫌いなだけだ。誰が言い出したのかもわからない無責任な噂うわさも、恐怖心とか嫌悪感を煽あおることで露骨に感情を動かそうとするやり方も」

「怖かったら、隣で寝てあげるよ」

「……っ！」

　思わず目を剥むけば、霧きり花かはおかしそうに口元を押さえている。

「言っていいことと悪いことがあるし、やっていいことと悪いこともある」

「お兄ちゃんにしか言わないし、しないよ」

　ニコニコされて咄とつ嗟さに言い返すことができない。

「冗談かな？」

「どこまでが冗談だ。俺は怖がったりしないし、お前にそんなこと望んだりなんて……」

「我が主あるじ。楽しい歓談の最中、すまないが」

　スミカが告げた。

「姫。敵が来ます」

　スミカとセレスタンが俺たちの前に歩み出して気づく。墓場に変化が生じていた。乾いた音がいくつも響く。ＡＲで表現された墓場に転がる白骨や残ざん骸がいが蠢うごめいている。音はイヤホンから聞こえているはずだが、映像の錯覚とＳＥ効果音のタイミングで、実際に目の前の屍しかばねが鳴らしているように感じる。

　鬼火が宙を漂う。それらが一カ所に積み重なり、形を成していく。

　現れるのは武具や機械の残骸、白骨で肉体を構成した巨大な体たい躯くを持つ四足のバケモノ。公園のほとんどを覆うような巨体。支える骨の脚の内側では細い骨が小刻みに動いている。それは骨の形をした血管や筋繊維のようだった。頭は竜のように見えるが、実際のところ、人間、獣、魔物問わず大量の頭ず蓋がいの集合体だ。

　全身は朽ちた鎧よろいのいびつな鱗うろこで覆われていた。その内部で鬼火が燃える。いくつもの青白い炎が吹き上がり、隙すき間まから漏れ出す。

　青く燃え上がる屍の魔獣。そいつが眼前に立ち上がっていた。

「エデンを消滅させた、滅びの尖兵カタストロフイの一柱ティルヴィング」

　スミカとセレスタンはじっとそれを睨にらみつけている。

「そういう設定な」

「いいよね。盛り上がるね」

　霧きり花かは楽しそうだが、ゲームのストーリーとしてのことで俺にとっては他ひ人と事ごとだ。こいつはボルテックス・クエストのボスに過ぎない。

　巨大な骨の魔物ティルヴィングが夜空を仰ぎ、咆ほう哮こうを上げた。何千もの人間の怨えん嗟さの声を凝り固めたような、人が獣を真ま似ねたような叫び。どうやって録とったのか。

　そして、いつもの如ごとく、俺と霧花は端末を操作することでヴィジョンたちに指示を出し、戦いの口火を切る。
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　鬼火が夜の闇やみに散った。強固に折り重なっていた残ざん骸がいが崩れて朽ちていく。

　視界に『VORTEX Quest Finishedボルテツクス・クエストをクリアしました』のウィンドウが表示され、聞き慣れたクエスト達成の音楽が鳴った。

　端末を弄いじれば、ＡＲによって変わっていた世界が巻き戻るようにして、元の光景を取り戻していく。数秒を待つことなく目の前にあったのは、骨の山でも墓場でも礼拝堂でもない。ただの小さな公園だった。

「余裕だったね。Ultimate最高難易度。お兄ちゃんがセレスタンの構築ビルドしてくれたからだけど」

「お前が使うセレスタンが前に出れば、スミカのアビリティで十分対応できるからな。そもそも敵のパターンもわかりやす過ぎる。せめて裏かくような努力しろよな」

　ただの公園に戻った目の前の光景を眺めつつ、一息つく。同じボルテックスでは原則一日一度しかクエストをクリアすることはできないので、ここにもう用はない。

　隣に立つ霧花がトンと肩を預けてきた。

「お隣で寝なくていい？」

「怖くないから寝なくていい。百歩譲って、怖くても寝なくていい」

「じゃあ、しかたないから手を繋つないであげる」

「繋がなくていい。お前が恥ずかしいだろ」

「ぜんぜん」と、霧花は指先を絡めてくる。

　折れてしまいそうに細い指と、ひんやりとした掌てのひら。柔らかで繊細な危うい感触と共に伝わってくるのは奥底に確かに存在するぬくもりと鼓動だった。

　ジロリと見ても、いつもの微笑を返されるだけ。スミカとセレスタンがいるので落ち着かないが、霧花のほうは気にしてもいない。

「それで、他のボルテックスは回るの？」

「時間も時間だ。夕飯の準備もあるだろうし、帰るぞ」

　クエストに参加していたのは五分ぐらいだが、今日はこれで終わりだ。

「でも、実はバイトの前にもうボルテックス回りしてるんでしょ？」

「時間をムダにするのがイヤなんだ。……というか、お前もどうせ回ってるんだろ。駅前まで出たんだから」

「どうかなー？」

　わざとらしく言うが、唇がニヤけている。三つぐらいは回っていたと見ていい。今のクエストは協力してクリアしたが、霧きり花かの腕なら単独でも簡単に攻略できる。ヴィジョンの構築ビルドはともかく、それなりにアクション要素が重視されるのが『クラウド・エデン』だ。純粋なプレイスキルだけなら、霧花のほうが俺よりはるかに上だ。反射神経も運動神経も贔ひい屓き目めなしにも常人離れしている。

『クラウド・エデン』には以前のゲームにあったいわゆるガチャの類はない。キャラクターであるヴィジョンも、それらの強化アイテムであるＡＶアームド・ヴイジヨンも、ボルテックス・クエストをクリアした報酬の各種素材ＶＭヴイジヨン・マテリアルを消費することで手に入る。時間さえかければ好きなキャラを好きなように強化できるということだ。だから、ゲーム主体で遊ぶプレイヤーにはボルテックス・クエストや、イベント参加は重要な要素だ。

　これで収益が出ているのかという疑問もあるが、利便性とカスタマイズでの課金要素に加え、ボルテックスという要素をメインに様々な企業や施設と提携していること、世界規模のゲームとしての莫ばく大だいな広告収入など色々な形できちんと儲もうけているそうだ。

　これほどの規模になった『クラウド・エデン』以外ではできない運営なんだろう。

　企業の都合はともかく、時間と手間さえかければ好きなキャラを好きなように強化できるのだから、期間限定イベントやデイリーミッションでのボルテックス回りは重要だ。霧花は俺ほど暇ひま潰つぶしに一生懸命じゃないが、それなりに遊んでヴィジョンを育てている。

「これでティルヴィングのＶＭヴイジヨン・マテリアルから作ることができるＡＶアームド・ヴイジヨンがスミカに装備させて有用ならいいんだが。『闇やみ属性攻撃強化』は光属性特化のスミカには関係ないし。他のは、別のＶＭヴイジヨン・マテリアルも確保する必要があるか。あれが出る場所は遠いんだが……」

　霧花がじっと俺のことを見上げていることに気づく。

「……なんだよ」

「楽しそうだなって。やっぱり……。『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』、十王ロード・オブ・ロードなんだし。今は無理でも、また遊んでみたら？」

　いつものどこか弄もてあそぶような微笑じゃない、ニコリとした笑顔。

「……別に。そもそもが暇潰しだ。それに十王になれたのはたまたま覇王オーバー・ロードみたいなクソ廃人のバケモノとそこまでマッチングしなかったから。それに、お前にも迷惑かけただろ」

「ぜんぜん。協力できて嬉うれしかったよ。十王、不知火しらぬい信しんはわたしが育てた」

「本当は俺がヴィジョンを構築ビルドして、お前が『決闘祭』に参加するほうがいいんだが。お前なら、覇王相手でも戦えただろ」

「やだ。対戦とか興味ないもん。どうして、あんなことするの？　わけわからない」

「その言葉は俺に刺さる」

「えへへ。冗談。それに、お兄ちゃんだけは例外。お兄ちゃんが勝つところを見るのは好き。二人一緒に参加できるなら、わたしも参加したのになぁ」

　嘘うそのない、心底嬉うれしそうな口ぶり。それから眉まゆを下げて顔を伏せる。垣かい間ま見みえたわずかな表情の翳かげり。

「……何もできなくて、ゴメンね」

　そんなふうに思ったことはない。霧きり花かはいつも好意的で協力してくれていた。

　覇王オーバー・ロード以外で十王ロード・オブ・ロードを超えたプレイヤーの話は聞いたことがないが、俺が十王より先にいけなかったのは相応の器だったからだ。覇王と衝突する不運を覆す腕はなかった。敗北によって十王の称号を失って、もう一度立ち上がることもできなかった。

　その弱さが何もかも悪い。たかがゲームの話だが。

「夕飯買いに寄るね」

　手を繋つないだままの霧花がこちらを仰ぎ見る。いつもと変わらない表情だった。
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　家からほど近いところにあるスーパーは客層も商品もさほどいいとはいえない店だが、朝早くから夜遅くまで営業していることと、駅への道筋にあること、ＳＮＳへの投稿経由でＡＲにポップアップしてくるどうでもいいコメントが少ないことで重宝はしている。最後のは、そのあたりの機能を濫らん用ようする若い客が少ないということだろうが。

　店内には揚げ物の匂においが漂っている。別に珍しいものでもないし、時間的に売れ残り特売品が多いが、空腹が刺激されて辛つらい。

「特売品見てくるね」

　半額情報の表示がＡＲ上で更新される総菜棚を横目に、霧花は言った。

「お兄ちゃんは半額総菜から好きなものを選んでおいて」

「ああ」と応こたえると、霧花はカゴを手に、制服のスカートを揺らしながら、慣れた様子で店の奥へ向かう。

　見送ってから、総菜棚のほうを眺める。

　総菜棚以外も、店内には特売情報なんかがＰＡＲ公共ＡＲを利用して、ＡＲ表示されている。魚売り場じゃ、顔面がやけにリアルな魚のマスコットが踊っているのが見えた。お前、食われる側だろ。

　値段が手頃で野菜も多い酢豚のパックを手に取る。霧花自身は肉が好きだが、食事に関しては栄養のバランスをきちんと気にしてくれる。というか、家事全般は霧花が全すべてなんとかしてくれている。

　そう考えると、総菜を選んでいるだけでいいのか？　そんなことを考えたりもする。

　ふと視線を感じた。

　振り返れば、ＡＲ表示したままのスミカが佇たたずんでいる。俺と霧きり花かにしか見えない状態だが、総菜売り場にドレスをまとう姿は驚くほどそぐわない。

　ヴィジョンの視線というのは、なんとなく感じるものなのか？　表示を消しておこうかと、端末を操作──。

　パシャッ！　という端末カメラのシャッター音が鳴った。俺のじゃない。

「こんな時間に出かけてる悪い子発見ー！」

「お姉ちゃんがゴメン」

　うるさい声に、重なる謝罪。いつの間にか、死角に女がいた。それも二人。

　俺たちが通う貴き賢けん城じよう第一とは別のセーラー服を着て同じ顔と髪型をした双子だ。赤みを帯びた髪をサイドテールにまとめた二人が並んで立つ。

「こんばんはー。悪い子」

　ニッと白い歯を見せるのは携帯端末を向けた奴やつだった。声はやけに明るく耳に心地いいが、やかましいし、こいつが無断撮影した張本人だ。

「お姉ちゃんが変な名前つけてゴメン」












　ボソリと言ったのは傍らでうつむいたほうだった。謝罪の言葉とは裏腹に申し訳なさそうな顔はしていない。むしろ、こちらを一いち瞥べつもせず手にした携帯端末を弄いじっているので、口だけで詫わびている感が強い。

「はい。悪い子発見記念。もう一枚！　笑えよー」

「お姉ちゃんが止めても聞かなくてゴメン」

「撮るな、耀あき音ね。止めるそぶりを見せてから謝れ、雨あま音ね」

　その双子の姉、耀音は構うことなくシャッター音を鳴らし、雨音は端末に目を落としたまま何もする気がない。

　天あま谷や耀音と雨音。うるさくて話を聞かない姉の耀音と、静かだが湿っぽくて姉を止める努力もしない妹の雨音。名が体を表しているこの双子姉妹は残念なことに見知った顔で、いわゆる幼おさな馴な染じみや腐れ縁だ。そうじゃなければ、撮影した奴やつを通報してやるところなのに。

「なんでもない日常を忘れない。日々の些さ細さいなできごとに感動する。そういう姿勢の耀音さん。ほら、もう一枚。ポーズとっていいよー。いえーっ！」

「本当に心からお詫びするわ」

「だから詫びるなら行動で示せ」

　さらに三連撮されながら言えば、雨音はわずかに顔を上げた。気だるげに口を開く。

「お姉ちゃん。写真見せて」

「いいよいいよ。ほら！　よく撮れてる！」

　雨音は端末を受け取ると慣れた手つきで操作する。

「些細なミスで消去してゴメン。代わりにネットで拾った汚い犬の写真送っておいたわ」

「うそ！　なんで!?　犬がかわいい！　おー、よしよし」

　写真は耀音のＡＲ上に表示されてるらしく、アホな姉は満面の笑みで虚空を撫なでている。

　それから、雨音は自分の端末に視線を戻す。

「助かったとは言っておくが、妹による姉の監督不行き届きだ」

　不満しかない。

「おー、よしよし。よしよし」

「お姉ちゃんが公衆の面前でこんな顔晒さらしてゴメン」

　見えない何かを必死に撫でる姉と、カケラも申し訳なさそうな顔をしていない妹。

　二人に聞こえるように大げさにため息をついたが、どちらも気にしてくれない。

　とはいえ……これが耀音と雨音。いつもどおりだ。もう一度ため息をつく。

「バイトお疲れ」

　ポツリと聞こえた。静かな声はこちらを見てもいない雨音のものだ。

「ああ、まあ……」

　触ることのできない犬を一心不乱に撫でているうるさい姉のほうに目をやる。

「耀あき音ねもだろ。バイト上がりは。社交辞令だが、お疲れ」

「え？　なに？　今、かわいい妹を褒めた？」

「お姉ちゃんが一切話を聞かなくてゴメン」

　社交辞令の甲か斐いがない。

「そうだ。悪い子も夕飯買いに来たの？」

　挙句、犬を撫なでながらまったく関係ないことを尋ねてくる。

「よく考えたら、俺が悪い子なら、この時間にうろついてるお前も悪い奴やつだろ」

「あたしは家事やるから相殺してセーフ。だから、霧きり花かちゃんもセーフ。雨あま音ねはかわいいからセーフ。信しんだけアウトー！」

「お姉ちゃんの甘い裁定、心からお詫わびします」

　こちらを指さす失敬極まりない姉と、心にもない謝罪をする妹。

「よしよし。そんなかわいい妹のために、耀音さんは今日も腕によりをかけるよ」

「ありがと」

「かわいい妹のお礼ひゃっほー！」

「奇声に関しては本当に申し訳ないと思ってるわ」

　奇声を放つ姉から、妹は半歩離れた。俺も知り合いだと思われたくない。

　まあ……これで、耀音が家事においてはできた奴なのも知っている。

　天あま谷や家の両親は仕事の都合で、あまり家にいない。だから、天谷家は耀音が支えている。

「わっ！　霧花ちゃん発見！　これは写すしかない！」

「お姉ちゃんが霧花の肖像権を侵害するけど、ゴメン」

「やめろ、バカ！　止めろバカ！」

　耀音は制止なんて聞かず、雨音は一切止めようともしない。

「霧花ちゃーん」と、手を振りながら、愚かな姉の耀音は弾む足取りで店の奥へ向かってしまった。短いスカートの裾すそと、光沢あるシュシュで結ったサイドテールが揺れる。チャラチャラ鳴るのは、鞄かばんや服についたアクセサリーの類だ。

「くそ……。なんとかしろ。雨音」

　雨音を睨にらむが、こいつはこいつで動くことなく端末ばかり見ている。こうして見比べると、スカートの裾は標準のままで髪を結うシュシュも飾りけがない──と、双子の差を感じさせるが、耀音を止める役には立たない。

「お前は料理しないのかよ。食材選ぶの手伝うふりして、あいつを止めろ」

「料理はお姉ちゃんの担当。私はお皿を並べるの担当」

「お前はそういう奴だったな……」

　耀音がいない日に、霧花と一緒に天谷家に遊びに行った日のことを思い出す。

　遅くなったので夕飯を御ご馳ち走そうしてくれると言った雨音はカップラーメンを出してきて、栄養バランスのためにと、ビタミンのサプリメントをつけてきた。

「うちの食事は霧きり花か任せだが。お前、俺よりひどくないか？」

「信しんはどんな料理ができるの？」

　いわゆる質問に質問で返すやつだが、ぐうの音も出なかった。

　とはいえ……確かに何か手伝えることがあれば手伝っておきたい。雨あま音ねが言ったとおり、慣れない俺が下手なことをしても邪魔にしかならないが。

　視界の端にスミカの姿が入る。

「スミカ。炊飯器のセットだ」

　以前からネットワーク経由の家電管理は実用化されつつあった。ＩＯＴとか言われていた類だ。携帯端末デユアル・デバイスの登場と、ＯＳがビフレストに統一されたことで、ネットワークとの結びつきはさらに深まり、今はほとんどの家電と個人のセキュリティ関係は携帯端末に紐ひもづけされ、多くが遠隔操作可能になっている。

「心得た」と、スミカは即座に応じる。

「……と言いたいところだが、エラーだ」

「何？　霧花もよくやってるだろ。帰る前とかに」

「家電に不具合はない。だが、米がセットされていない。すまないが、そちらを済ませてからまた指示を出してもらえるか」

　金髪にドレスの女に淡々と告げられた。

「……しかしだ。私は空腹など感じない仮かり初そめの肉体ゆえ、料理とは縁遠いが。それでも、炊飯の基本もわからないのはいかがなものかと思うな」

「わからないんじゃない。やればできるし、うっかりしていただけだ」

「できない人ほどそう言うな。ご飯二合の水加減は？　米はどうやって洗う？」

「それを検索するのがお前だ」

「正しいが……。キミはそれでいいのか？」

　スミカが展開した初心者向け炊飯動画の向こうから、わずかに視線を感じる。

　雨音がこちらを見て、再び視線を端末に戻した。反応しつつも、もう興味をなくしてしまったかのようだった。まったく関係ないＡＲを見ていたのかもしれないが。

　バツが悪い。だけど、霧花も耀あき音ねも戻ってこない。とりあえず半額総菜を選んでおくが、手持ち無ぶ沙さ汰たな感じは否めない。

「雨音。それ、エデンか？」

　尋ねれば雨音はほんの少しだけこちらを見た。

　多くの人間がそうであるように、雨音も『クラウド・エデン』のプレイヤーだ。それもゲーマー寄りだ。

　耀音と雨音はこういうところも違う。

　耀あき音ねも『クラウド・エデン』は遊んでいるものの、カジュアルユーザー全開で、ぶさいくな犬っぽいヴィジョンを着せ替えして、自分とＡＲ犬の写真を量産しているだけだ。

　雨あま音ねはガチ気味で、ヴィジョンの構築ビルドにも隙すきがない。俺と霧きり花かと雨音で、よく高難易度のクエストに挑んだ。

　色々あって、『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』に熱を上げていた頃からは会うことも減ったし、遊ぶこともなくなっていたが。

　雨音はすぐには応こたえなかった。何も言わないまま、端末を弄いじる。

　気のせいだろうが、迷うような仕草に思えた。視線が時折泳ぐのは俺と共有していないＡＲ上にある何かを追っているからか。

「別のゲーム」

　間を置いてポツリと言った。

「エデンはやめたのか？」

「休止かな」

「確かに、いい加減飽きもくる。ライト層向けにはカスタマイズの幅を広げるばかり。ヘビーユーザー向けはエンドコンテンツの拡張のみ。これじゃ新しいプレイヤーが入ってこない。現状に胡坐あぐらをかいてないで運営もそろそろ考えるべきだ」

「かもね」

　続かない会話の果てに互いに黙り込む。

　とはいえ、雨音とはこんな感じだ。十年以上も付き合いがあれば、沈黙しても気まずいわけじゃない。

「ねえ」

　そう言った雨音は端末を見つめたままだった。だが手は止まっている。

「信しんも霧花も大丈夫？」

　応えようとして詰まる。雨音の言わんとしていることは理解できる。

　長い付き合いだから、目を合わせなくても、雨音が表情を変えなくてもわかる。

　だから──。

「耀音の身体からだこそ、大丈夫なのか？」

　うるさい姉の声が陳列棚の向こうから聞こえる。霧花に迷惑をかけるなと思いつつも。

「通院は続けてる。問題はないわ」

　雨音がかすかに吐息をついた。

「それで、信は？」との問いかけ。

　はぐらかしたわけじゃないが、はぐらかしたようなものだとは思う。

「別に……。俺と霧花はうまくやってる」

　いつの間にか雨音が顔を上げていた。視線が通う。

　表情は変わらない。耀あき音ねのような笑みはなく、こちらを責めている様子もない。

「話をしたい」

　雨あま音ねは告げた。

「今してるだろ」

「ここじゃない場所で。信しんと霧きり花かの二人と」

　言葉を止め、視線を逸そらす。

　表情こそいつもどおりだが真剣なものを感じる。茶ちや化かすような気にもならない。

「何の話──」

　続けることができなかった。言葉を遮られた。

　突然、店内に響いたのは絶叫だ。

「うぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!!」

　俺でも霧花でも耀音でも雨音でもない。

　思わず目をやってしまった先、客もまばらな夜の店内で叫ぶ男がいた。

　年齢は多分四十代。背広を着た姿は会社帰りにしか見えない。

　カゴからビールの缶が転がり破れて泡を吐き出し、落ちた仕事鞄かばんを濡ぬらす。

　男は号泣していた。クマの浮いた目から滂ぼう沱だという言葉が相応ふさわしいほどの涙をあふれさせ、無ぶ精しよう髭ひげの目立つ顔を歪ゆがめて、声を上げて泣きじゃくる。鞄やカゴを離した手には、携帯端末だけが強く握りしめられていた。

　異様な光景だった。

　男は酒で汚れた床の上に崩れ落ちる。嗚咽おえつは止まらない。むしろ、激しさを増す。

「お兄ちゃん」

　呆あつ気けにとられていたところに、霧花が足早に戻ってきた。手にしたカゴには特売品の牛乳や見切り品の野菜が入っている。後ろには耀音も続いている。

　叫んだ男は何か喋しやべっているが、嗚咽混じりでまともな言葉になっていない。泣いているというよりも、その姿は血でも吐いているかのようだった。

　霧花がすっと腕を絡めてくる。震えたりはしていないが、眉まゆを下げた視線はほんの少しだけ怯おびえていた。

「信。雨音。見ないほうがいいよ。行こう」

　普段うるさいだけの耀音がまともなことを言う。

　だが、正しい。俺もあんなわけのわからないものに構いたくない。霧花もいる。

「会計を済ませて出るぞ」

　手にしていた惣そう菜ざいの酢豚を霧花のカゴに入れ、レジに向かう。

　男のもとに、店員たちが駆けつけるが何の解決にもならなかった。男の手が床を叩たたき、つかみ、爪つめを立てる。割れた爪の赤黒い跡が床の上に残されていた。





　　　　◆　◆　◆






　必要最小限の設備しかないシンプルな外観のアパート。実用本位といえば聞こえはいいが、中庭の植え込みの手入れは行き届かず、空き缶や煙草たばこの吸い殻も落ちている。廊下を照らす照明は頼りなく瞬またたき、通りよりも薄暗い。

　普段の管理もなおざりな五階建ての集合住宅が、くだらない我が家だ。

「じゃあね、悪い子」

「お姉ちゃんがしつこいことは遺憾に思うわ」

　別れ際にも写真を撮ってくるうるさい姉と、謝罪にすらなってないことを言う妹と別れてすぐアパートにたどり着いた。腐れ縁の一戸建てはベランダから見える距離にある。

　ともかく、階段を上がって、二階にある部屋に入る。

「スミカ。鍵かぎ」

「今度こそ心得た」

　スミカ自身の姿はＡＲ上にないものの、ヴィジョンは端末を通じて、指示を実行する。

　ネットワーク経由で管理された部屋のドアが開錠される音がした。最低限の設備しかないこのアパートでも、この程度の機能はある。今はない場所のほうが少ない。

　玄関を開ければキッチン。奥にはフローリングのリビングと、隣に霧きり花かの部屋がある。

　誰もいない部屋に帰って、荷物を置くと、霧花はすぐに夕飯の支度を始めていた。スクールセーターも脱がないまま、かわいらしいエプロンを巻いている。

　ご飯を炊いているうちに、霧花は慣れた手つきで、買ってきたチンゲン菜や冷蔵庫に残っていたあれこれを調理して中華スープを作っていく。俺が選んだ惣そう菜ざいの酢豚に合わせてくれている。というよりも、俺が酢豚を選ぶのがわかっていて、特売品のチンゲン菜を既にカゴに入れていたのか。

　何を選ぶか、見透かされていた気がする。

　俺と霧花しかいない部屋に、包丁の音が快く響く。

　テレビも点つけていない。俺も霧花も何も言わない。料理の音だけがする静かな部屋。

「さっきの……なんだったんだろうね」

　振り向かないまま、霧花は言った。

　料理をしている妹の背中はいつもと変わらない。だけど、ほんの少しの陰りを感じる。

　原因は言うまでもない。さっきのスーパーで見た異常な光景は俺の目からも、耳からも離れない。少なくとも俺はそうだ。異様で迷惑で気持ち悪い。ふざけやがって。俺はともかく、霧花を少しでも怯おびえさせたのが腹立たしい。

「あれはかわいそうなオッサンだろ。四十も超えてるだろうに、みっともない」

「泣いちゃうぐらい悲しい電話をもらったのかも」

「そんなものあるかよ。心が弱いんだろ。やっぱりかわいそうだ」

　霧きり花かは背を向けたまま小さく苦笑する。

「……お兄ちゃんのところに戻る時ね。ちょっとだけ見えたんだ。見てない？」

「何が？」

　霧花はわずかに間を置く。青い髪をかすかに揺らして、肩越しにこちらを見た。

「あの人が端末で動かしていたの、多分、『クラウド・エデン』」

「携帯端末持っていたな。だけど、別に珍しいものじゃない。共有設定自分のみにしてた美少女ヴィジョンにでも振られたとか？」

「聞いたことない？」

　そう言った霧花の声は感情を抑えていた。

「『クラウド・エデン』には一部のプレイヤーにしか開放されていない新モードがあるって」

「バカバカしい。そんなものがあれば、情報サイトにも載ってる。公称の人数はともかくとしても、プレイヤーが何人いると思ってるんだ」

「その新モードはね。プレイヤーの大切なものを奪うんだって」

「大切な……」

　思わず息を呑のんだ。

　細めた霧花の瞳ひとみの奥、冷えた感情と共に揺れる昏くらい色。いつもの微笑はない。

「あのオジサン、何を奪われたのかな？」

　包丁の音は続く。薄暗い部屋の中、それ以外には何も聞こえない。

　号泣して崩れ落ちる男の目から流れ落ちる涙。悲しみに歪ゆがんだ顔と割れた爪つめで床に描いた血の跡。あの叫びが耳から離れない。蘇よみがえってくる。

　何を奪われた？　何に奪われた？　ボルテックス・クエストの風景が目の前に浮かんでくる。古戦場だという場所に、ＡＲで表現された墓場や、骨、大量の魔物たちが現れる。

「……あるわけがない。所しよ詮せん、エデンもヴィジョンも端末の中のプログラム。見えるものは投影された映像だ」

　スミカもセレスタンも破滅の尖兵カタストロフイも、ＡＲＬ拡張型コンタクトレンズ上に映っているに過ぎない。

　霧花は何も言わず、感情を消した目でじっと俺を見つめている。

「……お前。そういう話、本当に好きだな」

　クスリと、霧花が笑った。フフ……とさらに声が漏れる。口元を押さえたが止まらない。

「冗談かも」

　目を瞬しばたたかせる。

「ゴメン。お兄ちゃんの顔、すごくかわいくて」

　包丁を置いて、肩が震えるほどに笑っている。あげく笑い過ぎて浮かんだ涙を拭ぬぐう。

「お前！」

「ゴメンってば。多分冗談」

　謝るが悪びれた様子もない。

　こちらはバツの悪い顔をするしかなかった。

「それで、お兄ちゃん」

　こちらの表情を気にした様子もなく話を続ける。

「雨あま音ねちゃんと何かあった？」

「雨音と？」

「真剣な顔してたよね。雨音ちゃん」

「……ああ。なんで知ってるんだ？」

　多分、雨音が「話をしたい」と言った時だ。

　だが、霧きり花かは耀あき音ねと一緒に店内を回っていたはずだ。

「見てたもん」

　当たり前のように言う。

「雨音ちゃん、どうしたの？」

「俺と霧花に話があるって言ってただけだ。バタバタしたから、その後は聞いてない」

「そう……」

　霧花は唇に指を当て、小首を傾かしげる。

「お兄ちゃんとわたしに、か」

「耀音のことで相談があるのかもな。あいつも、耀音も苦労はしてる」

「うん」と、霧花は頷うなずいた。

「わたしたちでできることがあればいいね」

「できることしかしないがな。だから、俺は料理もしない。お前には悪いが」

　霧花が小さく噴き出す。睨にらんだら、もう一度噴き出した。

「お兄ちゃん」

「あ？」

　わかりやすく不機嫌に応こたえるが、動じた様子もない。

「やっぱり今日は一緒のお布団で寝るね」

「意味がわからない」

「一緒に寝るなら裸ってこと？　やだ。わたし恥ずかしい……」

「意味がわからないし、俺も恥ずかしい」

　霧花が恥ずかしそうにしてるのは顔だけだ。どう考えてもからかっている。

「冗談かな？　どうかなぁ？」

「冗談でも言っていいことと悪いことがあるって、何度も言ってるからな。スミカ。テレビをつけろ」

　リビングの端末に指示を出せば、テレビの電源が入り、特に観みるわけでもないバラエティ番組が映る。

　霧きり花かがまだ楽しそうにしているのは気づいていても気づかないふりをする。

　その視線を背に感じながら、リビングに行って座ろうとして、食器ぐらいは並べたほうがいいのか？　と、耀あき音ねたちとの会話を思い出し、足を止めた時──。




　ドン！　と派手な音がした。玄関先に何かがぶつかったのが、薄い壁を通して聞こえた。

　施錠したドアが音を立てる。端末を通じたものではなく、直接鍵かぎで開けようとする音だ。

　ドアが開く。仄ほの暗ぐらい廊下の照明を背に男が入ってきた。

　すえた体臭とアルコールの苦みが入り混じった臭においがする。

　寝癖のついた白髪交じりの髪と、皺しわのよったワイシャツ越しでもわかる痩やせた身体からだつき。

　部屋を見回す目は酒で濁りきっていた。

「父さん……」

「父さん、じゃないだろ！」

　呂ろ律れつが回っていない。ドアを押し開き、靴を脱ぎ散らかし、よろけて足を踏み鳴らしながら、部屋に入り込む。

「僕が帰ったのにいない……！　いないだろ！　どうしてだよ！」

　無ぶ精しよう髭ひげまみれの顔が近くに来れば、より強い酒の臭いがする。

　思わず顔をしかめた次の瞬間、火花が散った。

　痛みと衝撃が走り、殴られたのだと理解した時には、背中から壁に激突していた。

「お兄ちゃん！」

「霧花まで連れ回して……。僕が帰ったのに……」

「……バイトだ。それに今日は父さん、遅いって言ってただろ」

「迎えに行ったのはわたし。お兄ちゃんが呼んだんじゃないよ」

「うるさい！」

　止める間もなかった。

　父さんの平手が霧花の頬ほおを叩たたく。華きや奢しやな身体が戸棚にぶつかる。

　霧花の上げた小さな悲鳴は食器の落ちる音に重なって消えた。

　叩いた勢いでよろめいた父さん自身もコンロにぶつかり、作りかけのスープが床に撒まき散らかされる。

　そのまま父さんは汚れた床の上にうずくまってしまった。

　喉のどから嗚咽おえつがあふれ出た。薄い無精髭が浮いた頬を涙が滂ぼう沱だと流れていく。

「……ゴメン」

　ほとんど消え入るような声だった。

　こぼれたスープでシャツやズボンを汚してうつむき、痩やせた身体からだを震わせる。俺とも霧きり花かとも目を合わせない。

　霧花は叩たたかれた頬ほおを押さえたまま、まだ立つこともできないでいた。かなり強く叩かれていたし、思いきりぶつかっていた。

「大丈夫か？」

「ぜんぜん平気」

　切れた唇の、声にならない動きだけで聞こえた言葉。儚はかなく透明な泣き顔のような笑顔。

　頬はもう腫はれ始めていた。父さんが加減なんてしなかったことは見ればわかる。

「ゴメンな。ゴメン……」

　父さんは怪しい呂ろ律れつのまま呟つぶやき続けている。

「お前を働かせてるのに。僕は金もないのに。お前たちは僕のことなんて親だと思っていないかもしれないけど。嫌ってるだろうけど。なぁ……」

　すすり泣く。

「でも、もう変わるからな。今度こそ仕事が決まる。父さんの友達がな。紹介してくれたから。前みたいに仕事の履歴がどうとかくだらないことは言われない。ふざけるなよ！　前の仕事なんてどうでもいいだろ！」

　正規雇用も非正規雇用も携帯端末の職業履歴アプリを参考にする会社が増えている。会社側のデータと同期して従事していた仕事を記録するもので、社内での管理、長時間残業対策や、転職時の適性判断にも使われる。ブラック企業ではないという建前で採用している会社は多い。

　だが、実際のところ、俺のバイトのように履歴に反映されないサービス残業の類は横行しているし、何度も仕事を辞めている父さんのような人間の場合、離職を繰り返す不適合者だという負の証明にしかならない。

「ゴメンな……。仕事が決まったら、父さんは……。ちゃんと、な」

　父さんの顔色は悪く、頬はこけている。目の下には消えないクマができていた。酔った目の焦点は俺たちに向けられているが、俺たちを見てはいない。

「わかってるよ」

　霧花は優しく慰めるように頷うなずく。

　細めた瞳ひとみの奥底はいつもよりも昏くらくて冷たいが。

「二度としない。殴ったりなんて、二度と。信じてくれ。僕は……しかたないんだ」

「ああ。信じてる」

　カケラも信じることなく告げる。互いに何度も何度も繰り返した言葉だ。

　だけど、今度こそはそうなるかもしれない。

　持ちたくもない希望は胸の隅にあった。

　仕事がきちんと決まれば、父さんは変わるだろうか。

　亡くなった母さんが、まだいた頃、俺たちが中学生になったばかりの頃の父さんを思い出す。おとなしい印象の人だった。

　ともかく、霧きり花かはこぼれたスープを片づけ始めていたので、俺も手伝う。

　そんな中、ほとんど酔い潰つぶれた父さんはブツブツと何かを繰り返しながら、時折、嗚咽おえつを漏らし、船を漕こいでいた。

　視界の端に金色の髪のヴィジョンが見える。

『すまない。何もできなくて』

　スミカの声がイヤホンから届く。

　ビフレスト経由で『クラウド・エデン』が多くの対応パターンを取り込んで作り出した疑似的な感情は、本当に俺たちを憐あわれんでくれているようだった。

　ゲームの中の存在に期待するはずがない。だけど、少しばかりの感謝は覚えた。

　ＡＲＬ越しに異世界の住人が見えても、目の前の現実自体は変わらない。

　殴られた場所がまだ痛む。加えて、傷ついた霧花の痛々しい姿と、みっともなくうずくまったままほとんど寝ている父さん。

　それが俺と霧花を取り巻く、仮想現実越しの現実だった。






第三章　サクリファイス









　携帯端末デユアル・デバイスのネットワークが格段に進歩しても、公的なサービスはムダが多く前時代的だ。そう思う中、効率よく適応したと思うものがいくつかある。

　そのひとつが医療アカウントだ。患者のデータ──プロフィールや病歴、診療・投薬履歴のような記録──が端末を介する形で個人アカウントに保存され、システムに対応する病院全すべてでそれらのデータを参照することができる。端末を通じた診療予約、救急通報も可能だ。順番待ちや支払いの呼び出しもそれぞれの携帯端末に通知される。だから、待ち時間も最小限に抑えられるようになった。

　病歴のような重要な個人情報をネットワーク上に預けるという不安や、このシステムを採用していない病院では意味を成さないという問題はあるものの、医療アカウントはおおむね一般に受け入れられつつある。

　俺が訪れているこの病院もそのシステムを活用しているグループのひとつだった。貴き賢けん城じよう近辺では比較的大きな病院で、内科から外科まで幅広く診療している。

　他の媒体もこういうのを見習えばいいのにな……と、そんなことを考えていた俺の前で、

「安心して。いたって健康」

　貴賢城第一高校の制服にスクールセーターを着た霧きり花かは診察室から出てきたところだった。

　自分自身で言うように、表情も健康そのものだ。昨日、あいつに打ぶたれた頬ほおが赤く腫はれている以外は。

「怪け我がしてるのは健康とは言わない」

「心配してくれるの、嬉うれしい」

「そういうわけじゃない。いや、心配はするが」

　甘えた声、ふざけた様子で腕を絡めてくる。いつもの霧花。

　苛いら立だちが募る。

　酔っていたとはいえ、霧花に手を上げた父さんに。何度も繰り返されていることなのに、それを止めることができなかった自分に。

　父さんは謝りながら寝て、夜中に吐いた。その世話と片づけで俺も霧花もほとんど寝ていない。

　出かける時は鼾いびきをかいていたが、今夜もまた飲みに行くそうだ。

「……それに。怪我が健康じゃないなら。お兄ちゃんも健康じゃないよ。診みてもらわないと」

　霧花の声に我に返る。

「健康だ。動くと痛むし、不ぶ躾しつけなバカがジロジロ見る程度に青あお痣あざはあるが、健康なのは間違いない。この程度で金を出せるかよ」

「なのに、わたしのことは心配してくれてるし、お金も出してくれる。優しいね」

「傷が残ったり、何かあったら困るだろ」

　苛いら立だちを悟られないように応こたえたが、霧きり花かは困ったように眉まゆを下げていた。冗談めかしながらも、見透かしている。

　居心地が悪い。言葉が止まる。

　霧花が口を開いた。表情は変わらないが、眼まな差ざしはいつもより真剣だ。

「あの人のこと。お兄ちゃんは何も悪くないよ」

　霧花は父さんのことを他人のように呼ぶ。本人の前でだけは違うが。

「かわいそうな人なんだよ。昨日、スーパーで見たおじさんよりもずっと」

　浮かべた微笑は冷たい。

「わたしたちを連れたお母さんと再婚して。なのに、お母さんがすぐ死んじゃって。そんな辛つらい時に会社に捨てられて。心がほとんど壊こわれちゃってるかわいそうな人」

　泥酔するようになったのはその頃からだ。毎日のように酒に溺おぼれていても、父さんの心は癒いやされない。

「お金がないのがわかってて。お兄ちゃんが代わりに働いているのも知ってて。それでもお酒をやめられない。家に誰もいなかったら、心配するふりして怒るけど、本当は自分に自信がないから、誰かが傍そばにいないと捨てられるんじゃないかって不安を抑えられないだけ。とってもかわいそうなお父さん」

　霧花の目にだけはほのかな笑みすらない。瞳ひとみの奥はどこまでも昏くらい。

「でも……ううん。だから、かな？　敏感なんだよね、あの人。わたしが嫌ってること気づいてる。だから、強く叩たたくの。本当に嫌い。ずいぶん前……あの時、お兄ちゃんがわたしを止めてくれなかったら──」

「やめろ」

「……っ」

　霧花の肩が震えた。

　自分の語気の強さに、隠せなかった怒りに遅れて気づく。

　怯おびえさせてしまった。

　冷えきっていた霧花の表情に熱が戻る。

「ゴメンね。止めてくれてよかった。嬉うれしかった。だから、しないよ」

　父さんが昨日よりもずっとひどく酔って帰ってきた日。あの日は、霧花をかばった俺のほうがひどく殴られた。

　霧花はその時に一度だけ、父さんと一緒にいることをやめようとした。父さんの存在全すべてを拒絶しようとした。

　その選択は霧きり花か自身の人生を台無しにする。

　だから、させなかった。

「……父さんは父さんだ」

　血は繋つながっていなくても。

　物心つく前に実父を亡くして、ずっと母さんだけに育てられてきた俺にとっては初めてできた父親だった。父親らしかったのが再婚から、母さんが死ぬまでの間だけだったとしても。

「メンタルは豆腐以下で、アルコール耐性最弱のくせに後先考えずに飲む。金は使い込む。それこそ、これがヴィジョンだったら最悪だけどな」

「お兄ちゃんなら使いこなせるかも。『こんなピーキーな設定した奴やつはバカだが、クソ扱いしてる奴もセンスがなくて、使い方を考えもしないバカだ』とか」

「俺の真ま似ねのつもりか。ゲームのキャラなら、クソザコはクソザコだろ」

　いつもどおりの霧花にほっとするが、苦笑で誤ご魔ま化かす。

「だけど……。今度こそ変わるかもしれない」

　昨日の酔い方はこの数ヶ月、特に荒れていた時期とは少しだけ違った。

　霧花に手を上げたのは許せないが、寝顔は安らかだった。その後吐いたが。

「父さんがあのざまなのは、一番辛つらい時期に会社に裏切られてそれまでの全部を失なくしたからだ」

「それまではちょっとだけエリートだったみたいだもんね」

　失敗したことがなかった人間は脆もろい。ゲームの話だが、『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』でも何度か見た光景だ。あるいは、覇王オーバー・ロードとぶつかって、自分の格を知った俺もそうかもしれないが。

「父さんに必要なのは仕事だ。ちゃんと続けば、変わる」

「続かないことばかりだったよ。ちょっとしたエリートさん、すぐ辞めちゃう。あの人は自分が不幸なのは、全部他の人が悪いって思ってるから。そんな簡単に変わるなら、もう変わってると思うなぁ。それにね。あの人が好きだったのはお母さんで、わたしたちじゃないんだよ」

　かわいらしく肩をすくめる仕草とは裏腹な言葉だが、事実だ。

　あの仕事は自分の倫理的に認められない。上司がものをわかっていない。世の中のためにならない仕事だ。労働時間に対して給料が適正じゃない。

　また何か理由をつけて辞めるかもしれない。そして、また端末に入った自分自身の価値を貶おとしめて、それを他人やシステムのせいにして負の螺ら旋せんに陥る。

「でも。わたしはお兄ちゃんを信じちゃう」

　トンと霧花の肩がぶつかった。身を寄せて、霧花は上目遣いにこちらを見つめる。

「わたしはあの人どうでもいいけど……。お兄ちゃんがそう言うなら、あのかわいそうな人にもチャンスはあるかも。あの人が変わったら、わたしたちの未来がますます明るくなっちゃうね」

「そうでないと困る。不幸になる理由なんてない」

　自分自身に押し潰つぶされている父さんの逆げき鱗りんに触れないよう気をつかい、他の家なら何も考えることなく与えられる普通の生活を送るために、時間の限界までバイトして身を削る。

　こんな日々は異常だ。

　だから、父さんには変わってほしかった。これまでにも何度も思ったことだ。今回こそはと何度も何度も。

「……甘いか？」

　思わず口を突いて出た。その自覚があったから、否定してほしいという弱い感情があふれてしまった。すぐに誤ご魔ま化かして撤回したかったが、言葉にならなかった。

　フフと、霧きり花かは鈴を鳴らしたような声を漏らす。

「いっつも世の中に一石投じたくて、斜めに見ているようなこと言って。でも、本当はすごく素直。根っこはいい人。あんな人でもなんとかなると思ってる。お兄ちゃんのそういうところ、甘々で好きだよ。食べたりしたい」

　目を逸そらす。霧花はまた笑っているが、顔を見ることもできない。

　霧花は俺を買いかぶり過ぎている。

　人の善性なんて信じていない。俺を含めて人間なんてそう簡単に変わらないとも思っている。それでも信じたいと願うのは弱さだ。

　だけど、父さんに少しだけでも希望を持つことは霧花の幸せにも繋つながる。

　だから俺は──。

「わたしは無条件に信じてね。甘々で。日々のご飯とか。お兄ちゃんは何もしなくていいから。わたしが働いて、お兄ちゃんはずっと『クラウド・エデン』」

「もう完全にダメな奴やつだろ。皿ぐらい出す」

「嬉うれしいー！　お兄ちゃん、こんなに成長しちゃうなんて」

「うるさいな。ちゃんと働く」

　そもそももう働いてる。

　フンと鼻を鳴らして、ロビーを出ようと足を踏み出した。

「信しん？」

　知った声と共に、鞄かばんが落ちる音がした。

　赤毛の姉妹がいる。

　鞄を取り落としていたのは耀あき音ねだった。いつもならうるさくて明る過ぎる表情に、驚きが滲にじむ。

　隣に立つ雨あま音ねの表情は変わらない。笑みはなく、眼まな差ざしは冷ややかだ。だが、携帯端末ではなく、俺と霧きり花かを見据えていた。

「怪け我がしてる！」

「お姉ちゃん。待って」

　妹の制止を無視して耀あき音ねが駆け寄ってくる。

「おい……」

　言葉に詰まってしまった。

　すぐ目の前で耀音のサイドテールが揺れていた。そして、その瞳ひとみには光るものがあった。

　耀音の手が伸びてくる。桜色をした爪つめがかすかに俺の頬ほおに触れた。

　昨日、父さんに殴られた場所を、耀音は気づかい優しく撫なでる。

「信しんも、霧花ちゃんも……。また、されたの？　あたし……。昨日は何も気づかなくて」

「やられたのはあの後だ」

「家もすぐそこなのに！」

「近くても隣ってわけじゃないだろ。大声出して暴れたわけでもない」

「でも……！　でもね！」

「お姉ちゃん。悪いけど、止めさせて」

　俺の腕をつかむ耀音の手に、雨あま音ねがそっと自分の手を重ねた。

　耀音は妹と視線を通わせ、その手を俺の腕から離す。

　表情を変えないまま雨音はこちらを見つめていた。

「でも、雨音……」

　手を離しながらも、耀音は頭を振る。床の上に雫しずくがこぼれた。

「あたしに……できることある？」

　涙を滲にじませたままで言う。

「二人のことわかってるのに……。辛つらいって、あたし、知ってるのに……」

　肩を震わせる耀音を見て、俺と霧花は顔を見合わせた。

　耀音はうるさい。底抜けというか鬱うつ陶とうしいほどの明るさが面倒だ。

　だが……こういう奴やつだというのは、俺も霧花もわかっていた。単純過ぎて裏表すらない。面倒だがいい奴だ。

「何もない」

　だから、言い切った。

「でも！　あるかもしれないじゃない。その……えっと、あの、ほら！　雨音！」

「ゴメン。お姉ちゃん。ないよ」

　雨音も言う。

「だけど……。例えばほら、うちに泊まるとか」

「耀音ちゃん」

　霧きり花かが言った。いつものように目を細めて、耀あき音ねの手をとって。

　耀音は濡ぬれた目を瞬しばたたかせる。

「お兄ちゃん、これでも気にしてるんだよ。あの時のこと。耀音ちゃんの家に行った時のこと」

「うちに来た……？」

「うん。そうだよね」

「俺の考えを勝手に決めてから、俺に振るな。まあ……気にしてるというよりも、あんなこともう一度起こしたくないのは確かだ」

「何の話？」

　伝わらないらしく、耀音は首を傾かしげ、雨あま音ねに助けを求める。察しが悪い……。

　うつむき、少し間を置き、何かを考えた後で、雨音は口を開いた。

「信しんと霧花を誘ってうちで夕飯を食べたことがある。あの日、予定よりも早く帰ってきたおじさんは家に誰もいなくて怒って。それでうちに来たよね」

　いつものように両親が帰っていなかった天あま谷や家に、泥酔したあいつがやってきた。

　俺と霧花を殴って、止めようとした雨音も軽くだが怪け我がをさせられた。

「あの時は悪かった。巻き込んで」

「もう何度も謝られているし、信には謝る責任もない」

　冷ややかに言い放つ。

　だが、責任を感じているし、あれは大きな借りだと思っている。

　雨音は当然、あいつを通報することができたし、そうするべきだった。にもかかわらず、しなかったし、不在だった両親にも言わなかった。あいつや俺たちの今後を気遣ってのことだ。

　本当に迷惑をかけた。その想おもいは消えない。

「……憶おぼえてない」

　耀音がポツリと言った。

「あ、違う。ちょっと出てこないだけかな。んー」

　アハハと耀音は誤ご魔ま化かしてみせる。

　笑っているのは耀音だけだ。あの場にいて忘れることができるできごとじゃない。

　そして、耀音のこういう反応は初めてじゃなかった。

「無理するな。忘れてるならしかたない。お前のこともわかってる」

「あははは。だねー。参った。大丈夫。気にしてないから」

　耀音が眉まゆを下げる。

「だから、こうしてマジメに病院に来てるわけだもんね」

　いつもより明るく言う。

　耀あき音ねがこの病院に通っていることは、俺も霧きり花かも知っていた。今日と同じようにここで鉢合わせしたこともある。

　耀音は半年ほど前に交通事故に遭っている。

　幸い外傷はたいしたことがなかった。

　引き換えというわけじゃないが、その影響は記憶障害という形で生じた。

　脳に重大な損傷を受けたわけではないので、心因性のものだということだ。

「まあまあ、忘れてるのはしょうがない。だけど！」

　耀音は突然、傍らの雨あま音ねを抱き締しめた。

「かわいいかわいい妹のことは忘れてないから大丈夫！　重要なのは、そこ」

「心から謝るからやめて」

　抱き締められ、頬ほおずりされる雨音は迷惑そうな顔でもがくも、耀音はそれを巧みに阻止する。

「そうだ。写真見れば思い出すかも……。あと、今のこの瞬間も」

「病院のロビーだから、撮影はダメ」

　抱き着かれたままながらピシャリと言った。耀音も珍しく従う。

「じゃあ、かわいい妹をさらに感じるー」

　雨音はそのまま頬ずりを続けられていた。

　しばらくそれを眺めた後、霧花は「よーし」と、こちらにより身を寄せてくる。

「何だよ？」

「兄妹きようだい愛あいみたいな対抗心？　冗談かもしれないけど」

　満足そうなのでわざわざ抵抗はしない。

「決めた」

　唐突な耀音の声に、俺と霧花、雨音は目をやる。

　頬を濡ぬらした涙を拭ぬぐい、強気に眉まゆを上げ、明るい笑顔を取り戻して耀音は腰に手を当てて立つ。

「信しんと霧花ちゃんのこと、何かできないか、やっぱり何か考える。ちょっとだけ忘れていても、放ほうっておける耀音さんじゃないから」

「おせっかいだ。求めてない」

　俺が大げさに肩をすくめても、諦あきらめる様子はない。

　このうるさくて面倒で善良な姉はそういう奴やつだ。

「好きにしろよ」

「ＯＫ。雨音も手伝ってね」

「善処だけはするわ」

　迷惑そうに眉をひそめつつも、雨音の唇の端はほんの少しだけ上がっていた。

　同時に耀あき音ねの端末が呼び出し音を鳴らす。遅れて、ロビーに天あま谷や耀音を呼ぶ放送が響いた。

「まずはお前のほうをなんとかしろよ」

「だね！　任せて治療！　それじゃね。信しん、霧きり花かちゃん」

「今日もお姉ちゃんが迷惑をかけたわね」

　耀音は快活に手を振り、雨あま音ねは小さく会釈する。

　二人は一緒に診察室のほうに向かった。

　それを見送り、俺と霧花もまた踵きびすを返す。

　支払いは既に終わっているので、そのまま病院を後にした。

「今日の用事は終わった。帰ってバイトまで寝るか。父さんももう起きて出かけてる頃だ」

「ダーメ」

　即座に止められた。制服の袖そでを霧花がつまんでいる。

「なんで？」

「学校行かないと」

　霧花は俺を流し見る。

　俺も霧花と同じく貴き賢けん城じよう第一の制服を着ているし、鞄かばんも持っている。

「これは学校の前の通院って感じに見えるように着てきただけだろ。面倒がないように。それにお前は……」

　言い淀よどんでしまう。

　霧花は制服姿だが、顔の腫はれはよく見ればわかってしまう。俺も青あお痣あざはできているが、女の子である霧花は目立ち方が違う。

「わたしは休むよ」

　当たり前のように言われた。

「それなら俺も休んでいいだろ」

「だから、ダメ。お兄ちゃんは真面目まじめに学校行かないと」

　目を細めた悪戯いたずらな表情。いつもの霧花だ。

「お前だけ特別扱いか。俺はそういう甘やかし方はしない。昨日の今日だ。どうせ学校に行っても寝る。家で寝ていたほうが効率よく休むことができるという合理的な判断だ」

「でも、お兄ちゃんには明るい未来が待ってるんだよ」

　霧花の白い歯が覗のぞく。

「あの人が変わったら。でしょ？」

「そんな大げさなものじゃないし、この話題と関係あるのか？」

「明るい未来には、ちゃんとした学歴が必要だもん。お兄ちゃんの考えてる未来なら、大学にも行けるでしょ」

　父さんがあのままなら進学なんて無理だと思っていた。そんな時間の余裕も経済的余裕もなかった。だけど、父さんが変わってくれるなら不可能じゃない。

　大学に行くこと自体に意味があるとは思えないが、将来自分の価値を示す材料として役立つのは事実だ。

「じゃあ、ちゃんと出席しておかないとね」

　ぐうの音も出ない。

「明るい未来はお前も同じだろ」

　だが、癪しやくなので言い返す。

　反応はなかった。

　不思議に思い、目をやれば、霧きり花かは言葉を止めていた。表情から微笑が消えている。

　トンと身を離す。

「明るい未来、か」と、霧花は繰り返した。

「お兄ちゃんはどんなのがいい？　未来。大学とかそういうのじゃなくて」

　上目遣いに問う。

「……改まって聞かれてもな」

　即答できなかったのはそんな未来をイメージしていなかったからか。

　父さんが立ち直って、俺たちの前には今と違う世界が広がる。将来に何の希望も持つことができず、明日を迎えることにも不安を抱える今とはまったく別の未来。

　思いを巡らせる。

「……普通、だな」

「普通？」

　霧花が小首を傾かしげる。だけど、それが俺の答えだった。

「当たり前の生活をする。他人と比べるのはダサいが、今の生活はまともじゃない。まともだと……普通だと思える。そんな毎日を、お前と暮らす」

　目を丸くした後、霧花はプッと噴き出した。

「笑うなよ」

「ゴメンね。でも、お兄ちゃん夢がなさ過ぎ」

「見る夢なんてないだろ。凡人ができることなんて限られてる。達観したこといえばカッコイイと思ってる奴やつはみっともないが、ちゃんとできることを見据えてるならいいんだ」

　霧花は笑うのをやめない。失礼だ。

「でもね」と、こちらを見上げる。

「わたしのこと考えてくれてる。わたしと一緒だって」

「しかたないだろ。兄妹きょうだいだ。今はまだお前には俺しかいない」

「今だけー？」

　上目遣いの眼まな差ざしはやけに楽しげだった。

　それから、霧きり花かは不意にクルリと背を向ける。

「ねえ。お兄ちゃん」と、こちらを見ないままに言う。

「いつもそうだよね。わたしのことばかり考えてくれる」

「自惚うぬぼれるな。一番大事なのは、俺だ」

「ふーん」と呟つぶやき、霧花は背を向けたままで顔を上げる。視線の先の空は青く澄み切っていて、珍しく雲ひとつなかった。

「じゃあ、二番目はわたしだ」

　リボンで結われたおさげを揺らして振り向き、いつもと変わらず目を細める。からかうような声も変わらない。

「つまり、お兄ちゃん以外では一番。あの人よりも、雨あま音ねちゃんや耀あき音ねちゃんよりも」

「まあ、そうだが……。雨音たちは関係ないし、父さんを大事になんて思うわけないだろ」

　霧花は聞いているのか、聞いていないのか。口元を押さえて、肩を震わせる。目尻には涙まで浮いていた。

　それから「ねえ、お兄ちゃん」と、改めてこちらを見る。

「なんだよ」

「わたしは明るい未来像あるよ。夢があるの。すっごく具体的な」

「言ってみろよ」

「お兄ちゃんと『クラウド・エデン』して、『ＯＡＳＩＳ』で一緒に服を選んで、アイスクリームも食べちゃうの。お金に余裕が出るんだから、映画も月に三回！　全部ホラー！」

「普通だろ、お前も」

「気が合うね。さすがお兄ちゃんとわたし。明るい未来にずーっと一緒。ホラー映画も」

　フフと楽しそうな声を出す。

　これまで何があっても一緒だったのは確かだ。小中学生の頃の友達や、母さんの親しん戚せきとは関係が離れることもあった。だけど、霧花と離れることだけは想像もできない。母さんがいた楽しかった頃も、それよりも後の辛つらかった時期も、霧花だけは近くにいた。

　否定の言葉は出ない。

「ホラー映画に興味はないがな」

　それは否定するとして。

「とにかくだ。ずっと一緒だから、お前もちゃんと勉強はしろ。今日はともかく、学校にも行け。話を逸そらしたのバレてるぞ」

「バレちゃった。大丈夫。ずっと一緒にいられるようにわたしもがんばるから」

　霧花が軽やかに弾む。横断歩道のほうへ歩き出す。

「あの人、今日も遅いみたいだから、お兄ちゃんのためだけにおいしいご飯作るね。それとも、先にお風呂？　もしかして……」

「そのあたりはお前の担当だからな。皿は出すように努力する」

「それはそうだけど、もー。まだ話の途中だったのにー」

　不機嫌そうに頬ほおを膨らませて見せるが、あからさまに目は笑っていた。

「……いいから、気をつけて帰れよ。遠回りだが国道沿いからな。昨日のスーパーみたいに変な人間もいるから」

「まだお昼だよ。心配し過ぎ」

　手を振ると、霧きり花かは弾む足取りで、こちらを向いたまま後ろに下がる。背後には青信号の横断歩道がある。危なっかしい。

「でも、ありがと」

　綻ほころばせた表情に、冷たく昏くらい印象はなかった。

「じゃあ、後でね。お兄ちゃん」

　そう告げると霧花は、今度こそ歩き出す。

　それでもまた何度も振り返ってくる楽しそうな表情。だからこっちを向くな。危ない。

　とりあえず「いいから帰れ」と手は振った。

　心配なので、霧花のことは道路を渡り終えても、きちんと背中が見えなくなるまで見送る。小柄でほっそりとした背中はずっと楽しそうに、弾はじけるような足取りで、国道のほうに消えて行った。

　ようやく一息つく。

　携帯端末で『クラウド・エデン』のＡＲ表示設定を変更すれば、すぐそこに実在するように金色の髪のヴィジョンが姿を現した。

「私も今度こそキミの願いがかなうことを望むよ」

　ヴィジョン──スミカの声は心なし柔らかく感じる。

「そんな大げさな話じゃない」

　ヴィジョンに心があるように感じるのは、積み重ねられた経験からプログラムが判断してそのように振る舞っているからに過ぎない。それでも、俺たちのことをずっと見続けてきたスミカの感情の機微には意味があるように思えた。

　そもそも、人間の心も積み重ねられて形成されていくなら同じようなものか。

　端末が鳴らした着信音が、そんな感傷を断つ。

「我が主あるじ。メッセージが届いている。天あま谷や雨あま音ねからだ」

「読み上げなくていい。表示してくれ」

　スミカによるアプリの操作で、ＡＲとしてメッセージのウィンドウが表示される。




アマネ『今夜会えない？』




　雨あま音ねらしいシンプルな文面だった。

　そういえば、昨日のスーパーでも言っていた。男の奇行でうやむやになっていたが雨音は俺と霧きり花かの二人と話をしたいとのことだった。

「二人と。わざわざそんな言い方をした。耀あき音ねなしで……ってことか？」

　何の話をしたいのか、意図がわからないままながら了解の旨を返せば、またシンプル極まりない文面が視界に現れた。




アマネ『夜八時。どこで会う？』





　　　◆　◆　◆






　つまらない授業を半分寝て過ごして、くだらないバイトの流れ作業を終える。

　貴き賢けん城じよう駅を出た俺は急ぎ足で夜道を行く。ＡＲの広告が目障りな貴賢城駅前ロータリーを横断し、街灯瞬またたく住宅街で息を切らせる。

　春の終わりなのに、走ったせいで暑い。汗が浮いてくるのが鬱うつ陶とうしい。

「スミカ。時間は？」

「午後八時三十二分だ。遅れているのは言うまでもないな」

「なら言わなくていい」

　実際約束の時刻から三十分以上過ぎている。

「ふざけやがって。気軽に残業させて。効率よく仕事やってる俺が、なんでグダグダのほぼ同期先輩の野郎を手伝って当たり前みたいな顔される。めんどくさい」

　しかも、残業代はつかない。

「愚ぐ痴ちを聞いて、慰めの言葉を与えようか？　主あるじ」

　傍らから聞こえる他ひ人と事ごとのような声と、鉄てつ靴かの固い音。見た目はＡＲ、声はイヤホンを通しているはずだが、やけにリアルに存在するスミカを睨にらむ。

「前後の状況を考えて、己を殺して従順に働くことができる。キミのそういう点は嫌いではない」

　飄ひよう々ひようとした表情が腹立たしい。共有設定は俺のみなのでこの苛いら立だちは俺だけのものか。

「うるさい。人工知能に好き嫌いなんてないだろ。ＡＩの自律設定、ＯＦＦにするぞ」

「この性格にカスタマイズしたのはキミ自身のはずだが」

　本当に自律設定をＯＦＦにして、シンプルな返事をするだけにしてやろうか。人工知能の気を利かせた行動もＯＦＦになって、手動操作が増える手間がなければそうしてやるのに。

「それよりも霧きり花かの返事はまだか？」

　帰りが遅れていることを連絡したのはバイト先を出た時だ。三十分以上前になる。

「まだない。既読スルーがショックか？　あるいは霧花を案じているか？」

「どうせもう雨あま音ねと一緒にいるだろ。案じているなら、遅れたことで、あいつが俺をからかう理由ができることをだ」

　言いつつ、慣れた道を行く。

「雨音の奴やつ……。霧花と合流したら、先にうちに行っておけばいいのに。この時間なら父さんはまだ帰ってない」

　雨音と霧花と『貴き賢けん城じよう西公園』で合流してから、家に帰ることにしていた。俺がバイト帰りにあそこを通るからだ。公園は俺の家からも、雨音の家からも近い。

　遅れることを伝えたら、雨音からは『待ってる』とシンプル極まりない返信が来ていた。

　だが、時間が時間だ。特別治安の悪い場所じゃないとはいえ、霧花と雨音二人にあまり長い時間待たせておいて何かあったら困る。

「キミは本質的には紳士だな」

「あいつらがうちで待ってるなら、俺が急ぐ必要もないのに。迷惑だ」

　スミカは人工知能のくせに見透かしたような顔で肩をすくめる。カスタマイズの時に反抗的な設定にし過ぎたか。

　スミカの再調整をどうするか考えるうち、『貴賢城西公園』が見えてきた。『クラウド・エデン』を起動しているので、ボルテックスの表示がＡＲに浮かんでいる。

　そんな小さな公園の薄暗い街灯の下、赤いサイドテールを垂らした雨音は昼と変わらない様子で携帯端末を見ていた。視線が泳ぐのは自分の視界のＡＲを追っているからか。

　足音に気づき、雨音はわずかに顔を上げこちらに目をやる。

　軽く手を上げて応じた。

「遅くなった。役に立たないクソ同期先輩のせいで、俺に落ち度はないが、詫わびておく」

「面倒な言い草だな。主あるじ。エデンでいえば、鉛なまり鼠ねずみの糞ふんというところか？」

「エデンローカルの言い回しはよせ。設定、ムダに細かいな」

　スミカとのやり取りを見て、雨音は一度だけ瞬まばたきをした。すぐ理解した形でスミカがいるあたりに視線を向ける。

　面倒なので、共有設定を雨音にも申請することにした。

　申請を送り、承認されたので、スミカは俺たち二人に見える形になる。

　金髪のヴィジョンに、雨音は律儀に会釈した。

「雨音と会うのは久しぶりだね。いつも我が主がすまない」

「こちらこそ。信しんが迷惑をかけてゴメンね」

「そういうのはお前の姉のことで言え。保護者かよ」

　冗談なのか、素なのか無表情からは読み取れない。

「霧きり花かは？」

　見回すが姿がなかった。『貴き賢けん城じよう西公園』は小さな公園で、待ち合わせ場所を間違えることはない。

　雨あま音ねは首を横に振る。

　俺のメッセージを既読スルーしたままの霧花は合流しているものだと思っていた。勘違いして最初から家で待っているつもりだったのか。

「まあいい。それなら、家に帰る」

　歩き出せば、雨音は俺の後ろにぴったりと、影のようについてくる。

　雨音の控えめな足音と、本当は存在しないスミカの靴音が夜道に重なって響く。

　会話は途切れたままだった。

　例えば、耀あき音ねがいればずっと喋しやべっているし、特に意味もなく写真を撮ろうとするだろう。霧花がいれば、小さな話題からうまく話を広げる。俺はそういうのはムダだと思っている。

　だが、雨音との沈黙は別に気にならない。雨音と二人だけなら、こういうものだ。

「考えてみれば久々だな」

　呟つぶやけば、後ろに続く雨音が端末から視線を上げる気配がする。

「霧花も耀音もなしというのは、だ」

　雨音の瞳ひとみが無感情ながらも瞬まばたく。

「……うん」

　ほんの少し遅れて返して、雨音はまた端末に目をやる。

「歩く時ぐらい前見ろよ」

「端末の警告で判断できる」

　端末の周辺認識機能が車とか障害物の接近に反応するやつだ。そういうのがないと危なくてしかたないし、使用者自身の身体からだを認識するＭＲ複合現実技術の副産物ということでけっこう精度もいいわけだが。ヴィジョンがいればヴィジョンが警告を発する。

　そういえば、雨音と二人だけだとこんな感じだった。雨音に対して小言を言うことが増える。

　昔は俺と霧花、同じぐらいゲームを遊ぶ雨音の三人で一緒に行動することが多かった。今は雨音と耀音は常に一緒にいる印象だが、昔はそういう状況のほうが珍しかった。俺と霧花に雨音がいる。そんな形が普通だった。

　やけに懐かしい。最近は雨音と会うこと自体も減っていた。

　原因はわかっている。

　頬ほおを押さえた雨音の姿が脳のう裏りをよぎる。荒れるだけ荒れた末、父さんは必死で詫わびていた。耀音の記憶にはなかったあの日の光景だ。

「もうじき変わる。父さんに仕事が見つかりそうだ」

　口に出せば、雨あま音ねは何も言わずこちらを見た。意図は伝わっている。

「そうなったら。また遊んでくれ」

　語ご弊へいがある。言葉を止め、首を軽く横に振る。

「……霧きり花かと。あいつ、同年代の友達が少ないから。浅い関係の友達は多くても、お前や耀あき音ねみたいなのは少なくて。霧花の側から距離をとっているのがわかるから、相手も遠慮して深入りしないところがある。器用そうで不器用な奴やつだ」

　雨音はすぐには応こたえない。静かな眼まな差ざしがこちらを見据える。

「信しんとも……」

　吐息のように口にした。

「遊ぶなら」

　そう呟つぶやくと端末に視線を戻す。

「たいへん申し訳ないけど、あのお姉ちゃんも」と、付け加える。

「そうだな。でも、エデンをやると、耀音はついてこれないだろ。あいつ、ゲームとしてのエデンには本当に興味がないからな」

「どうして、主あるじはエデン以外のことを考えないんだ。娯楽にも色々あるだろ。検索しておこうか？」

　呆あきれた顔で、『クラウド・エデン』の存在、スミカが言った。

「お前、大丈夫なのか？　エデンを勧めろよ、そこは」

「アクティブ時はプレイヤーの情報収集を補佐するように設定されている」

「気が利く神だな」

　所しよ詮せんはプログラムどおりか。

「とはいえ……雨音はエデン休止中か」

　携帯端末を弄いじっている雨音の手の動きが止まった。ほんの少し迷ったような様子を見せる。

「今は、ね」

　それだけ応えた。

　別のゲームに移ったのか、再開する気があるのか？　そのあたりはわからないが、わざわざ問い詰めるような話題でもない。

　再び沈黙が下りる。さっきまでのものよりも心なし、静けさが重い。こういう時に限って、スミカは気の利いたことを言わない。

　忌々しげに傍らのヴィジョンを睨にらもうとして気づく。

　俺と霧花のアパートが街並みの向こうに見えていた。

「……？」

　足を止める。

　一瞬遅れて、雨あま音ねも立ち止まった。

　唐突に違和感が膨らむ。何をおかしいと感じているのか、自覚できないまま薄うす闇やみに浮かぶ見慣れているはずの簡素なアパートを眺める。

　俺たちの部屋から灯あかりが漏れていた。

　霧きり花かがいるのだから灯りが点ついているのは当然だ。

　だが──。

「スミカ。霧花から返事は？」

「ない」

　メッセージのウィンドウを視界に表示する。俺がバイト先を出た時に送ったメッセージには既読表示がついている。だが、それ以降のメッセージにはそれすらなかった。

　確かに一行だけのメッセージなら、着信通知に付随した一文で読み流してしまうこともある。ウィンドウを開かなければ既読表示はつかない。

　しかし、それでも違和感がある。霧花は部屋にいて、電気も点いている。にもかかわらず、家のすぐ近くの待ち合わせ場所にすら来ていないし、メッセージの確認もしていない。

　俺からのメッセージに対して、霧花がふざけて返事を焦じらしてくることはあるが、連絡事項に返事をしないということはなかった。

　とっさに走り出していた。

「信しん？」

　雨音の声に振り向く余裕はなかった。

　昨日のこともあるし、疲れて寝ているのかもしれない。俺の隙すきばかり見つけてはからかっている霧花にも、そんな無防備な時はある。携帯端末のバッテリーが切れているのかもしれない。半端な時間に別の道から公園に向かっていて、入れ違いになったという可能性もある。それなら部屋を確認して公園まで戻らないといけない。部屋の灯りは消し忘れか。

　見慣れた五階建てのアパートはすぐそこにある。

　声が聞こえた。聞き間違えるはずもない声。

　アパートの中庭を前に足を止める。後ろに続いていた雨音の足音も、イヤホンから聞こえるだけのスミカの足音も止まっていた。

　振り仰いだ先、俺たちの部屋があるアパートの二階廊下に霧花の姿がある。昼と同じ制服姿なのは、出かけようとする時に部屋着から着替えたからか、そのままだったのか。

　心配する必要なんてなかった。霧花自身に知られたら、また嬉うれしそうにからかわれる。雨音もいるのでそれはちょっと気まずい。

　苦笑混じりの安あん堵どの息を漏らそうとして──できなかった。

「だから、すぐ帰るよ」

　部屋に向かって霧きり花かは言った。その声は変わらず甘く冷たい。だが、冷たさには苛いら立だちがある。眉まゆはかすかに上がっていた。目は笑っているようだが、そこには嫌悪感がある。

　表面上誰とでも仲良くできる霧花が、負の感情を隠しきれない相手が誰なのか、わかっていたし、その姿は二階廊下の落下防止の壁越しにも見えた。

「すぐっていつだよ。今出ていかなくていいだろ？　僕がいるんだぞ」

　部屋から出てきたのは父さんだった。

　アパートの淡い照明の下、遠目に見てもまた酔っているのがわかる。目は充血しているし、泣いている。足取りは明らかに危うい。むしろいつも以上に泥酔している。

　まだ帰ってきていないはずだった。あの泥酔加減は何かあった時の酔い方だ。悪酔いするし、時に手を上げる父さんだが、それにしてもひどい。よろけて壁に手をついて嗚咽おえつに喘あえぎながら、アルコールでドロリと濁った目で霧花を睨にらむ。

「その顔。僕のこと嫌いなんだろ？　僕みたいなのが。バカにしてるんだろ？　また仕事が決まらないって。だから、出ていくんだ。帰ってこないつもりなんだ」

「変なこと言わないで。三十分ぐらいで帰るよ」

「嘘うそつけ。もう出ていくんだ。信しんもそうだ。僕を捨てるんだ」

「嘘なんて」

「お前はいつも僕のことをバカにしてる。僕が邪魔だと思ってる。僕なんていなくなれって思ってる。今だってそうだろ。だから、そんな顔をするんだ。僕は……」

　言葉にならない呟つぶやきが続く。

　霧花は何か言おうとして口を開き、しかし、諦あきらめた。

「……やってられない」

　言い捨てて、背を向ける。

　階下の俺と、珍しく露骨な嫌悪感を滲にじませた霧花の視線が交わった。

　瞬間、霧花は瞬まばたきして、いつもの霧花を取り戻す。

「お兄ちゃん」と、唇が動こうとした。

「僕はな……！」

　父さんが声を上げた。

　誰かが小さく息を漏らした。俺か、雨あま音ねか、あるいはスミカか。

　父さんが霧花の後ろからのしかかっていた。その顔に怒りと屈辱と吐き気と酔いを滲ませて、酒に溺おぼれてよろける足取りで。正確にいえば、霧花を止めようと手を伸ばした結果、足をもつれさせてたたらを踏み、のしかかる形になった。

　後ろから来た父さんを、霧花は振り向くこともなくあっさりとかわした。運動神経も反射神経も人並み外れた霧花にはそんなことは造作もないことだったんだろう。

　結果、身を泳がせた父さんの身体からだは驚くほどあっけなくアパート二階の落下防止の壁を越えた。

　俺と霧きり花かの視線は交わったままだった。

　霧花がほんの一瞬迷ったのがわかった。多分その時間は、俺が父さんが落ちるということを認識したよりも短い。

　霧花は確かに俺を見ていた。落ちていこうとしている父さんじゃなくて、その瞳ひとみは俺に向けられていた。

　刹せつ那なの迷いの後、霧花は腕を伸ばした。華きや奢しやな腕で落ちかけている父さんの腕をつかむ。

　とっさに俺は駆けだしていた。霧花や父さんがいる場所はすぐそこだ。中庭の雑にしか手入れされていない植え込みを横切ればたどり着く。

　ほんの数秒のその距離が今はあまりに遠い。

　落ちようとする父さんとその腕をつかんだ霧花の動きがやけにゆっくりと流れる。

　そして、落ちる父さんに引きずられて、霧花の小柄な身体からだは壁を越えた。

　霧花と父さんが落ちる。

「霧花っ!!」

　叫んだ。スミカの声が重なっていた。

　落ちる霧花たちはそこにいる。

　俺よりも足の速い雨あま音ねが横を駆け抜け、父さんと霧花が目の前を通り過ぎる。

　霧花を止めようとして。そんなことができるのかもわからないが、それでも必死に手を伸ばす。引き千切れてもいい。前へ出て、手を身体を、霧花へ届かせようとする。俺が下敷きになればいい。




　限界まで伸ばした手は何もつかむことができず空を切った。

　鈍い音が鳴る。

　何かが激突して、その衝撃に吹き飛ばされて無様に転げた。




「……っ」

　頭を振る。視界がグラグラと揺れているが、必死に身を起こす。

　植え込みの中に倒れていた。

「霧花……」

　二階から落ちたその姿を探す。

　霧花はいた。植え込みの向こう、少し這はえば手が届く場所にいる。

　こちらを見ていた。いつも俺をからかって楽しそうに細める瞳ひとみが瞬まばたく。唇が動く。

　だが、聞こえたのはかすかな吐息だけ。

　気づいてしまう。気づきたくなんてなかった。

　霧きり花かはアパートの中庭の植え込みの向こう、コンクリートの上に横たわっていた。

　小柄な身体からだの下、舗装された地面にじわりと赤い染みが広がっていく。それは青みがかった綺き麗れいな髪を赤い色で汚して、地面に寄せた頬ほおへと伝う。

　やけに鮮やかな赤い色が広がっていく。広がり続ける。

　止まらない。

　霧花の赤い血が。

　その中にディスプレイが割れた携帯端末が沈んでいた。

「そんな……」

　呟つぶやいたのは雨あま音ねだった。

　雨音は少し離れた場所に転がっていた。起き上がろうとするが、苦痛にうめく。

　額から頬へ血が流れていた。服は破れ、打撲やすり傷が見える。唇を噛かみしめ、もがくがやはり動くことができない。

　多分、落ちてくる二人を助けようとして激突したんだろう。その後、他のものに叩たたきつけられたのかもしれない。

「違う……。僕は、こんな……」

　父さんはただ一人植え込みの土の上にへたり込んでいた。

　無ぶ精しよう髭ひげのある痩やせた顔を涙と鼻水にまみれさせている。顔や腕はひどく擦すり剝むいていて、破れた服にも血が滲にじんでいる。

　だけど、それだけだった。

　霧花と父さんの違いは単純だった。

　植え込みの向こうのコンクリートに血がこびりついている。霧花はコンクリートの上に、父さんは植え込みの上にいた。そこに落ちた。つまるところ、ただの運だ。

　たかが二階から落ちただけのできごとのはずだ。なのに、霧花は打ちどころが悪かった。あるいは父さんは運がよかった。かばって飛び込んだ雨音が緩衝材になったのかもしれない。俺は霧花に触れることもできなかったのに。何の役にも立てなかったのに。

「僕は悪くない」

　父さんは横たわったままの霧花を見下ろして呟く。

「悪くない。霧花が、僕を置いていくから……。お前が！　お前が帰ってないから！　そうだろ!?」

　目を血走らせ、唇の端に泡を浮かせて唾つばを飛ばす。

「だって、霧花は僕のことを軽けい蔑べつしていて。嫌いなんだよ、霧花は僕が！」

　擦すり剝むいた拳こぶしが植え込みの上を叩く。

「うまくいくって言っただろ！　上の判断で断るしかないとか言われても困る！　どうせまた履歴だ。前の仕事の話だ。僕なら、今度こそうまくやれたのに！　なのに、霧花は用事があるとか言うんだ！　僕のことなんてどうでもよくて……！」

　そのままうなだれ、額を地面にこすりつけた。

　霧きり花かに対して土下座するような姿で。

「ゴメン……ゴメンよぉ。僕が……」

　詫わび続ける。

　だけど、霧花は応こたえない。

　霧花はじっと俺を見ているし、俺も霧花から目を離していない。

　痛む身体からだを叱しつ咤たして、倒れた霧花に這はい寄る。血だまりが嫌な音を立てた。

「霧花。大丈夫か、霧花？　聞こえるだろ？」

　上半身を抱き起こす。

　服越しに伝わってくる体温はいつもよりも低い。鼓動がやけに弱く感じる。

　霧花は唇を動かす。その端からも血が垂れている。言葉にはならなかった。今にも消え入りそうな吐息が漏れただけだ。

「救急車を」

　傷ついた雨あま音ねがかすれた声で呟つぶやく。

　首を横に振り、携帯端末を操作しようとした。

「ダメだ！」

　父さんが叫んだ。

「だって……しかたないだろ。救急車なんて呼ばれたら。僕が。僕のせいになる。霧花は大丈夫だから。大げさに見せているだけだから。そうだ。これから一緒に病院に。これは事故だって、なあ！」

「黙ってろ！」

　叫び、霧花を抱き締しめた。

　父さんはか細い悲鳴を上げたまま、何も言わなくなった。

「信しん！　通報する。許可を……！」

　ＡＲ上でスミカが必死に叫んでいるのを他ひ人と事ごとのように聞いていた。

　腕の中で、霧花の呼吸が弱くなっていく。鼓動も徐々に感じなくなっている。

「霧花！　霧花！」

　呼びかけても霧花の唇はもう少しも動こうともしない。手も足もだらんとしたままだ。指先だけがかすかに震えた。

　そんな中で、澄んだ瞳ひとみはじっと俺を見つめていた。瞳の中に涙でグシャグシャになった俺の顔が映り込んでいる。

　霧花は瞳をいつものように、悪戯いたずらをする子どものように、ゆっくりと細めていく。

　逸そらさない視線は俺の姿を焼きつけていようとするみたいで。

「霧きり花か！」

　その唇は儚はかない微笑を作ろうとしていた。

　今朝はうまくいくと思っていた。それが淡い希望だということは理解していても、信じたいと考えていた。霧花にもずっと耐え忍んでもらった。俺もいつかはマシになると思って、クソみたいなバイトを続けていた。

　霧花がいてくれる以外は何の意味もなかった毎日は今度こそ終わって、今日よりもいい明日があるはずだった。普通の毎日が、未来が来るはずだった。

　それなのにどこで間違えたのか──。

　父さんあの人がどんな人間なのかずっと見てきていたのに、そうではないと信じようとした。もっと早くに見限って自分の手でどうにかする方法を考えるべきだった。

　霧花は父さんを信じてもいなかった。事実を見据えていた。それなのに、俺につきあってくれた。霧花が手を汚そうとした時に止めなければこんなことにはならなかった。いや、俺がやるべきだった。霧花のためにならできたはずだ。他にも俺たちが幸せになる方法はあったかもしれないし、考え続けるべきだった。

　父さんが落ちた時、霧花はそれを見送ればよかった。あの時、目が合った霧花は多分、俺のために、俺の前だから、父さんを助けようと手を伸ばした。父さんのことを心から嫌っている霧花は、俺のために動いてしまった。そんなことしなければ助かったのに。

　今日、無む理り矢や理りにでも霧花と一緒に帰ればよかった。バイトの残業なんて無視して早く帰っていれば、こんなことが起きる前に霧花と出会えた。

　霧花は運がなかった。運がなかったなんて納得できない。何もしていない霧花があんな目に遭う理不尽、あってはいけない。父さんが代わりになるべきだった。だけど、運は霧花を選んだ。ふざけるな。

　どこで間違えたのか。どうすればよかったのか。何もかもが間違いだったのかもしれない。答えが出ても出なくても、もう意味はない。

　誰かが騒ぎを聞いたのか、それとも、雨あま音ねやヴィジョンが通報したのか、救急車らしいサイレンの音が今さら近づいてくる。

　父さんが怯おびえた声で何か繰り返しているがどうでもいい。

　傷つきうずくまった雨音は霧花を抱えた俺を見ている。

　霧花の血の上にはスミカが立っていた。ＡＩにもかかわらず、金髪のヴィジョンは愕がく然ぜんとした表情をしていた。何も言わないのはＡＩがそんな設定なのか、それとも、疑似的な感情がそうさせているのか。

　どうでもよかった。

「……ゴメンな。霧花。やっぱり甘かった」

　多分、俺は笑っている。

「もう何もない」

　後悔だけがある。何度も何度もこうなることを避さけられる機会はあったのに、信じようとして、信じるというふりをして現実から目を背けた愚かな選択しかしなかった。

　時間は絶対に巻き戻らない。

「そんなこと、ない」

　雨あま音ねがかすれた声で言った。

「何もない」

　首を横に振り、雨音を一いち瞥べつする。案じてくれた言葉は嬉うれしかった。巻き込んで傷つけたことは心底申し訳なかった。

「霧きり花かはまだ助けられる」

　雨音は言った。はっきりと。

　ふざけるな！　と言い返そうとした。

　俺にはわかる。わかってしまう。この腕の中の霧花はもう──。

　だけど、言葉が出ない。喉のどからはかすれた息しか出なかった。

　認めたくなかったから言えなかった。それだけじゃない。

　雨音は気休めなんて言っていない。涙で濡ぬれた真剣で悲しげな眼まな差ざしが見つめていた。切れた額から血が滴るが、それを拭ぬぐいもしない。

　よろめき、自分の血で汚れた地面に手を突いても、雨音は視線を逸そらさない。

「『クラウド・エデン』を……」

　荒い息と共に言う。

　ＡＲ上にはスミカがいる。『クラウド・エデン』はずっと起動したままだった。

　視界には『クラウド・エデン』に対しての通知が表示されている。




『make a Wish』




　ウィンドウにはその文字列が浮かび、承認を促していた。

　薄暗い中庭に重々しい金属音が響いた。

　いつの間にか、雨音の背後にヴィジョンが立っている。

　全身を鎧よろいで包んだ重装甲、見上げるばかりの巨きよ躯くの騎士に見える。兜かぶとの下の顔までが金属の仮面に覆われている。

　違う。知っている。その肉体は金属で構成されている。騎士だとしても機械仕掛けの騎士だ。いわゆるゴーレムという類に近い。

『クラウド・エデン』における雨音のヴィジョン。対破滅兵器アンチ・カタストロフイＴＹＰＥ：ＪＡＮＵＳタイプ・ヤヌスだ。雨音はそれにカストルと名をつけている。

　ＡＲに共有化されているのは、以前の設定そのままだったからか。

　それを背後に控えさせて雨あま音ねは続ける。

「今、求める願いを思い描いて。霧きり花かのことを。そうすれば……」

　反射的に『承認』のアイコンに触れていた。

　脳のう裏りをよぎったものは言うまでもない。

　いつもの霧花の姿。俺をからかうあの微笑。

　携帯端末が明滅する。視界のＡＲ上に『クラウド・エデン』のロゴが表示され、即座に崩壊していく。

　一瞬の間を置いて、再構成された時、それは別の形へと姿を変えていた。




『クラウド・サクリファイス』





　　　◆　◆　◆






　意識が暗転したことは憶おぼえている。『make a wish』という表示に対して『承認』を選んだあの直後だ。

　それからどれほどの時間が過ぎたのかはわからない。

　俺は座り込んだまま、目を瞬まばたかせていた。

　そこは見慣れた、さっきまでと同じアパートの中庭だった。

　だが、あったはずのものがなくなっている。

　コンクリートの上に広がっていた液体が消えている。立ち込めていた錆さびのような臭においも感じない。

　消えているものはそれだけではない。

　父さんの姿がなかった。うずくまって、言い訳と謝罪を繰り返していた痩やせた姿がなくなっている。

　雨音は変わらずそこにいた。

　うずくまり、うなだれ、唇を嚙かみしめている。赤い髪を汚した血も、頬ほおから顎あごに流れる汗も乾いていない。それほど時間が過ぎていない証拠なのかもしれない。

　背後には戦闘機械のヴィジョン、カストルがいる。

　俺の傍らには金色の髪のヴィジョン、スミカの姿もあった。

　雨音とＡＲ上のヴィジョンだけはあの『make a wish』というメッセージを承認する前と何も変わらない。

　──そして。

　腕の中にいたはずの霧花もいなくなっていた。俺を見つめ続けていた瞳ひとみも、儚はかない微笑を浮かべようとしたままの唇も、力を失った四肢や軽過ぎる身体からだもそこにはない。












「霧きり花か……」

　自然とその名前がこぼれ出た。

「お兄ちゃん？」

　目を見開く。

　霧花の声が確かにした。甘くて、同時にどこかが乾いた、俺を呼ぶ声の響きを聞き間違えるはずがない。

　思わず立ち上がる。息が詰まる。

　霧花の姿を探して、声を追って、狭い中庭に視線を巡らせる。

　瞳ひとみと瞳が見つめ合う。

　それはスミカだった。銀糸の刺し繍しゆうが施された純白のドレスをまとったヴィジョンが、金の髪を揺らしてこちらを振り向いている。

　この薄暗がりでも煌きらめく黄金の髪も、両手を覆う白銀の籠こ手ても、鳴った鉄てつ靴かの足音も、その全すべてがスミカに違いない。そこにいるのは『クラウド・エデン』のヴィジョン、スミカのはずだ。

　──だけど。凛り々りしいはずの眼まな差ざしの奥底に見知った光を見た。

　いつもからかうように細める、冷めた陰を帯びた瞳。「冗談だよ」と、囁ささやく唇。

「霧きり花か……なのか？」

　呟つぶやいていた。

　確かにスミカの顔立ちは霧花に似ている。うり二つだと言えるが、それだけだ。スミカの凛り々りしさと明るさは霧花にはない。表に出る明るい微笑と裏腹な冷めた感情は、まるで別の表情を作る。だから、顔が同じでも、霧花とスミカは正反対の存在だ。

　気づけば俺は手を差し出していた。

　金色の少女もまた同じように手を差さし伸のべている。白銀の籠こ手ての指先、開放された白く細い指がかすかに震える。

　触ってしまえば、そこには存在しないことが理解できてしまいそうな、壊こわれて消えてしまいそうなか細い指に恐る恐る触れる。指と指が重なり合い、絡まる。

　ＡＲＬ拡張型コンタクトレンズ上に映し出された幻に過ぎないはずのヴィジョンの指と掌てのひらには、冷えた感触と、奥底から伝わってくる温かさとかすかな鼓動、柔らかな弾力が確かにあった。

　そして、それは……昨日の夜、最後に繋つないだ霧花の手と同じだった。

　ぬくもりと鼓動が確かに存在する。

　喪うしなわれたはずの霧花はまぎれもなくそこにいた。






第四章　変わった世界









　直後、金色の光が散った。

　金髪の煌きらめきが飛散し、青く昏くらい色が薄うす闇やみに躍る。

　一瞬の変化の後、俺の知る不知火しらぬい霧花が現れる。

　着ているものは白いドレスではなく、スクールセーターと貴き賢けん城じよう第一のセーラー服で、髪型はいつものおさげだ。髪を束ねるリボンはもう解ほどけてもいないし、乱れてもいない。

　手と手を重ねた、そのぬくもりの先に立つのはいつもの妹の姿だった。

　脳のう裏りをよぎるのは冷たく澄んだ瞳ひとみでじっと俺を見つめて、言葉にならない吐息を漏らす霧花の姿と、傷ついた身で懸命に言葉を告げる雨あま音ねの姿。

『今、求める願いを思い描いて』

　あの時、俺が願ったのは──。

「かなったのか。願いが……」

　呆ぼう然ぜんと呟く。

　ＡＲの表示を確認すれば、起動しているアプリは『クラウド・エデン』から『クラウド・サクリファイス』に変わっていた。

「……霧きり花か、なの？」

　苦しい息の下で、雨あま音ねが問う。

「わたし……」

　霧花の手が離れた。

「わたし、あの時……」

　霧花の瞳ひとみが揺らぐ。身体からだが大きく震えた。

　霧花は自分の胸に手を触れる。

　倒れたまま動かない霧花。冷たいコンクリートの上に霧花の血が広がっていく。止まらない。

　違う。それはもう存在しない。

「っ……」

　霧花がよろめく。

　とっさにその身体を抱き締しめた。

　小さな身体が腕の中で小刻みに震えている。嗚咽おえつを漏らし、俺の胸にすがりつく。涙が止とめ処どもなく流れて服を濡ぬらす。

　何が起きたのか？　『クラウド・サクリファイス』が何なのかはわからない。

　だけど、腕の中の青い髪も、涙で濡れた上目遣いの瞳も、絡みつく細い指も、すすり泣く声に混じる甘い響きも、間違いなく俺の妹だった。

　霧花だった。

「大丈夫だ。大丈夫」

　そっと頭を撫なでる。

「うぅ、うぁぁ……。あぁぁぁぁぁっ！」

　堪こらえようとしても、堪えきれない声が霧花の細い喉のどを突いてあふれた。





　　　◆　◆　◆






「……冗談だよ」

　涙で濡れた目で俺を見上げて、霧花はそんなことを言う。いつものように悪戯いたずらっぽく笑おうとするがぎこちなく、結局笑顔を作ることはできなかった。

　俺の胸元は霧花の涙でぐっしょりと濡れている。

　霧花は泣いて、泣いて……ようやく落ち着きを取り戻した。ずいぶんと長い時間が過ぎたような気がしていたが、目の端に映るＡＲの時刻表示は三十分も進んではいなかった。

　場所だけは中庭から二階の自室に移っている。霧花の泣き声を聞いて、今さらながらに他の部屋の住人が顔を出そうとしたからだ。

「よかった……」

　聞こえた声に我に返る。

　苦しげな雨あま音ねの声。顧みる余裕がなかった。

　雨音は顔も襟元も血で汚している。傷が痛むのか、苦痛に顔が歪ゆがんだ。

「スミカ、アプリの使用許可を出すから、救急車を──」

　いつものように携帯端末の操作を任せようとして、言葉を止める。

　スミカの姿は霧きり花かに変わったままだった。『クラウド・エデン』から変化した『クラウド・サクリファイス』とかいうアプリが起動しているにもかかわらず、金色の髪のヴィジョンは再び姿を現さない。

「スミカは……消えたのか？」

「違うよ」

　霧花が言った。そして、自らの胸を押さえる。

「でも、違わないのかも」

　首を横に振った。

「お兄ちゃんも本当は気づいてるよね。この身体からだ、スミカちゃんのものだって」

「そんなバカなこと……」

　あるわけがないとは言えなかった。霧花の言葉が真実だとわかってしまう。

　髪の色や服装を変え、同じ表情を作れば確かに霧花とスミカはうり二つだ。それでも、兄である俺には、毎日霧花を見ている俺には、ほんの少しの違いで、例えば髪の生え際や、ほんの些さ細さいな肉付きの違いで、この身体がどちらのものなのかわかってしまう。

　ここにいるのは霧花だが、身体はスミカだ。

「だけど、触ることができる」

　霧花はまだ腕の中にいる。そこにある体温も華きや奢しやだが柔らかな感触も、髪から漂う生きた匂においも、ＡＲＬ越しにのみ見える映像から感じるはずがない。ヴィジョンという存在は当たり前だが、見えて聞こえるだけの存在だ。

　ＡＲの一般化という革新的なことを成し遂げた携帯端末だが、単独では触覚、嗅きゆう覚かく、味覚にまで作用することはできない。あくまで特別な機器を用いた時だけだ。

　雨音は息を呑のみ、驚きを滲にじませる。

「ヴィジョンが肉体を持った？　霧花の意識が入り込んでいる？」

「そんなことあるわけがない」

　目の前で起きているのはそういうことだ。思いつつも反論せざるをえない。

「ある。できる。間違いなく」

　雨音の声は確信を深めていた。

「『クラウド・サクリファイス』なら。それが信まことの『Wish願い』だったなら」

「『Wish』って……。俺が願った？　あの時」

　雨あま音ねの言葉。『今、求める願いを思い描いて』。

「私もこんなのは見たことない。でも、起こる。信じて」

　いつもは感情を昂たかぶらせることもない雨音が、真剣な眼まな差ざしで俺を見据える。

　霧きり花かがこちらを見て小さく頷うなずいた。

　受け入れるしかない。受け入れないなら……霧花はここにはいないことになる。

　あの時、俺は──。

「『霧花と普通に生きたい』と。そう願った」

　霧花を生き返らせたいと願うことは不思議となかった。あの瞬間、霧花が事切れていたと認めることができなかったからかもしれない。実際はどうかもわからない。

　だが、確かにこれは俺の願いだ。

　一命を取り留めたとしても、これまでと同じ生き方では意味がない。あんなつまらない形で命を落とすような、そんなことが繰り返されてはいけない。そもそも、取り巻く環境が間違っている。

　大きな幸せは望まない。ごくごく普通の、そのへんにいるつまらない人間と同じものでいい。ただ、当たり前の日々があればいい。

　その想おもいが、これまで目を逸そらしていた父さんへの怒りが、そして、俺自身への憤りがそう願わせた。

「だから……」と、雨音は合点がいったかのように呟つぶやいた。

　雨音は深く息を吸う。熱を帯びていた瞳ひとみにいつもの冷静さが取り戻される。

「私が知る限りの事例と照らし合わせれば納得できる」

　雨音は静かに霧花を見据えた。

「『Wish』にはルールがある。ひとつは時間の不可逆性。『Wish』は変化を起こすことはできても、以前の状態に巻き戻すことはできない」

「霧花を……ああなってしまう前に戻すことはできなかった？」

「変化として肉体の修復は可能。だけど、霧花は頭に怪け我がをしていた」

　思い出してしまう。霧花の髪は自分の血で染まっていた。打ちつけただろうコンクリートにも、血の跡が残っていた。

「肉体を修復しても、既に失われたものは戻らない。例えば記憶に障害が出るかもしれない。『普通』とは違う状態になる。『クラウド・サクリファイス』はそう判断した」

　雨音ははっきり言葉にこそしないが、霧花の記憶に関する部位、脳のどこかが致命的な打撃を受けていたと告げていた。

「だから、単純な蘇そ生せいという形にはならなかった」

　霧花はわからないとかぶりを振る。こんな話を霧花の前でしたくはなかったが、続けるしかなかった。雨あま音ねが言うルールを聞けば何が起きたかがわかってしまうというのに。

「もうひとつのルール。『Wish』に対応する変化はあくまで最小限の形でしか起こらない。大きな傷を負う前の霧きり花かの記憶だけをスミカに移すという変化。本当の霧花の肉体を消して、代わりに現実には存在しないスミカに肉体を与えて、霧花の代わりにする変化。時間を巻き戻すことなく、現実への影響は最小限にした結果」

　雨音の言ったことを自分なりに解釈しようとしながらも、まだ信じられない。

「それに多分……」

　雨音は言葉を止めたが何を言いたいかはわかっていた。

『Wish』による変化の後、父さんは消えていた。それが何を意味するのか、理解しながらも、拒絶していた事実を突きつけられる。

「父さんは『Wish』で消えた。……俺が、消した」

　雨音の沈黙は肯定にほかならない。

『霧花と普通に生きたい』という願いは、願いを妨げている存在がいれば成り立たない。

　それが父さんなのだと、とうの昔にわかっていた。

　いつかは立ち直ってくれるし、変わってくれるという願いがかなうわけがないと、俺は心のどこかで悟っていた。霧花に言われなくても、あの人が弱くて傷ついて壊こわれてしまっているのもわかっていた。

　その事実から目を背けた報いは俺ではなく霧花が受けてしまった。

　手遅れになったにもかかわらず、こういう形で、俺の本心はあの人を消し去った。殺してしまったにも等しい。

　そのことに足元が揺らぐほどの衝撃を受けている。にもかかわらず、不思議なほど罪悪感を覚えていない自分にも気づく。

　父さんが霧花を傷つけたからか。それとも、本当のところはずっと心の奥底にこの願いを抱いていたからか。その両方か。

「信しんのお父さ……おじさんが消えたことは霧花のことよりも確信が持てる。誰かを消してしまう。こういう事例は私も聞いたことがあるから。周りの状況もそれに合わせて最小の範囲で変化していると思う」

　父さんという一人の人間を痕こん跡せきもなく消滅させたという変化。信じがたいが、霧花自身に起きた変化と比べれば単純なものだ。

　それでも、普通に考えれば、そんなことができるはずがない。しかし、できてしまった。『クラウド・サクリファイス』という、この携帯端末に入っているものの力で。

「雨音。『クラウド・サクリファイス』っていうのはいったいなんだ？」

　雨音は目を伏せる。唇を噛かみ、かぶりを振り、それから決意して顔を上げようとした。

「……っ」

　だが、できなかった。うずくまったままの雨あま音ねはバランスを崩して手を突く。苦痛が吐息と共に滲にじみ出る。血で汚れたサイドテールが震えていた。

　後ろに控えていた鋼鉄のヴィジョン、カストルが傍らに跪ひざまずく。

「緊急措置として既に救急搬送を依頼しています。到着までは現時点予測で十二分」

「ありがとう。カストル」

　苦しげに応じながら、雨音はこちらを見据える。

　緊急措置はヴィジョンの起動中、持ち主が事故に遭った時などに行われる。端末やアプリ使用の許可を得ていなくても、救急連絡ができる。やむをえないし雨音の怪け我がを思えば当然の行動だ。

　さっきまで聞こえていた救急車のサイレンが消えているのは、『Wish』による変化か。

　霧きり花かは自分の携帯端末に目をやっていた。割れていたはずのディスプレイは元通りだった。

「あの時、壊こわれてなかったら……。無理、かな」

　霧花の呟つぶやきの意味を理解する。

　あの時、端末は確かに壊れていた。だから、『クラウド・エデン』は起動せず、守護者のはずのセレスタンは救急車を呼ぶことができなかった。間に合ったかどうかはわからない。

「ゴメン。信しん、霧花。話せるところまで、話す」

「無理はするな」

「うん」と頷うなずく雨音だが、その動作はあまりにも痛々しい。

　本当なら話すことも止めたかった。それでも、何が起きたのかを知らなければならない。

　カストルに添われる形で、雨音は切れた唇を開いた。

「『クラウド・エデン』に追加された限定コンテンツが『クラウド・サクリファイス』。私は信にサクリファイスへの招待を送った。承諾すれば、そのプレイヤーのエデンはサクリファイスに変化する」

　確かにロゴは変化した。

「『クラウド・サクリファイス』に参加した時、プレイヤーの願いがひとつだけかなう。どんなにありえないことでも。それが「『Wish』」

　身を預ける霧花のぬくもり、一度は消えてしまったはずのその感覚が、できるはずもないことを、できるのだと肯定する。

「だけど……『Wish』は無条件に続くわけじゃない」

　嫌な予感がした。頭のどこかでわかっていた。何の代償も払うことなく願いがかなう。そんなことがあるわけがない。加えて、『クラウド・サクリファイス』はゲームだ。

　犠牲サクリフアイスの名を冠したものが何を求めるのか。

「かなった願いはプレイヤーが敗れれば消える」

「敗れる？　何に？　どういう意味だ」

　問いに対して、雨あま音ねは苦しげな吐息を漏らす。

「カストル。お願い」

　許可を得たカストルは端末を操作し、表示を共有化したウィンドウを目の前に展開した。

　現れたのは貴き賢けん城じよう駅周辺を含む、このあたりのマップだった。フォーマットは『クラウド・エデン』におけるボルテックスの位置を表示する時に見慣れたものとほぼ同じだ。実際、各所のランドマークにはエデンのボルテックスを示す光点が瞬またたく。

「『クラウド・エデン』と『クラウド・サクリファイス』の決定的な違い。それはサクリファイスがプレイヤー同士の対戦と領土の奪い合いを前提に設計されていること」

「ＰＶＰ対人戦で領土？　なら……ボルテックスがプレイヤーの領土か」

　雨音は否定しない。

　目の前にウィンドウが開く。そこにはマップの一角、貴賢城駅近辺を示した画像と共に、『ボルテックスの譲渡。受け取りますか？』とメッセージが添えられている。

「願いを失う……『Wish Lostウイツシユ・ロスト』が起きる条件はふたつ。ひとつはバトルでヴィジョンのＨＰが０になって消滅ロストすること」

「そんな……」

　霧きり花かが胸に添えた手に力がこもった。高難易度のクエストや、かつて参加していた『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』では、一撃でヴィジョンが撃破されることは日常茶飯事だった。たった一回の敗北でかなった願いを失う……。

「もうひとつはボルテックスをひとつも保持しないまま二十四時間が経過すること」

『クラウド・サクリファイス』のウィンドウをＡＲ上に展開する。そこに警告を伴うカウントが表示されていた。残りは二十三時間七分。見ているうちにも時は刻まれていく。

　雨音の招待を受け、『Wish』をかなえ、エデンがサクリファイスに変わった瞬間から、『Wish Lost』へのカウントダウンは始まっていた。

「願いを維持するには他のプレイヤーのボルテックスを攻撃して奪うしかない。だが、ヴィジョンを一度でも撃破されれば終わり。そういうことか」

　自分の声がやけに苦いのがわかる。

「それ以外にもプレイヤー同士をぶつけるシステムがある」

　言いつつも、雨音は言葉を切る。

「バカかよ」

　俺の言葉は心底からのものだった。

「誰が得をするんだ。そんなシステム。普通の奴やつは始めてすぐに焦ってボルテックスを攻めて、経験を積んだプレイヤーに敗まけて終わる。エデンがどうやって、これだけのシェアを手に入れたかもわからないのか。ゲームをしなくてもいい、あのぬるさのおかげだろ」

「ともかく、このボルテックスを受け取って」

　俺の前には雨あま音ねが広げたボルテックス譲渡のウィンドウが浮かんだままだった。

「だけど、ボルテックスは、お前にとっても……」

「私には他にもボルテックスがある。信しんには今すぐに必要」

　苦しい息の下、雨音は言った。

　霧きり花かが上目遣いにこちらをうかがう。迷いは同じだ。

　それでも……俺は『consent承諾』を選んだ。

「悪い」「ありがとう。雨音ちゃん」

　俺と霧花の声が重なる。

　雨音にとっても大切なボルテックスだが、その言葉を信じるなら、バカバカしいことにゲーム上の領土は霧花の命と等価値だ。

「やめて」

　雨音は首を横に振った。

「こんな形、望んでなかった……」

　うなだれた雨音の表情は見えない。床をつかむようにした爪つめが音を立てる。薄うす闇やみの中に頬ほおを伝った雫しずくが零こぼれ落ちた。

「せめて信自身に選んでほしかった。こんなのは……」

　いつの間にか救急車のサイレンの音が近づき、止まっていた。ストレッチャーを出す音がここまで聞こえてくる。

　雨音が顔を上げた。腫はれて血で汚れた顔は涙に濡ぬれている。

「何かあればすぐ連絡して」

　そう言った声はいつもの落ち着きを取り戻している。

「ボルテックスに攻撃を受けるかもしれない。だけど、戦うぐらいなら逃げて。リスクもペナルティもあるけど、撃破されるよりはいい」

「ああ」と、俺が応こたえ、霧花が頷うなずきを返す。

　それを見届け、雨音はよろよろと立ち上がる。カストルが続くが、実体がないあいつには何もできない。

　せめて肩を貸そうとしたが、

「一人で大丈夫」

　と、雨音はそれを制し、ふらつきながらも外へ歩み出す。

「ひとつだけ聞かせてくれ」

　その背中へ呼びかける。

　霧花が小さく息を呑のんだのは、俺が何を尋ねる気なのかを察したからだろう。

　立ち止まり、雨あま音ねが振り向く。

「肉体を修復するだけなら、記憶に障害が出るかもしれないという話……」

　迷いはある。だが、今口にするべきだ。

「耀あき音ねのことか？」

　雨音の顔に隠すことのできない動揺が滲にじんだ。

　言葉に詰まり、目を閉じる。

「ええ」

　雨音は目を開いた。表情にはいつもの平静さが戻っている。

　俺が尋ねることを予測していたのかもしれない。

「なら、お前がかなえた願いは」

　半年前に耀音は交通事故に遭っている。その時、本当は命を落としていた。

　雨音は『Wish』でその現実を変えた。

　雨音は応こたえなかったし、俺たちもそれ以上問わなかった。できるはずはなかった。

　救急隊員の足音が軋きしむ階段を上ってくる。

　俺がかなえた願いと似ている。同時に決定的に違う。

　雨音は背を向けたが、俺も霧きり花かも見送るほかなかった。
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　雨音は俺の家を訪れた時、階段から落ちた。救急隊員にそう伝えたらしい。

　雨音が去ってしばらくしてから、雨音らし過ぎるシンプルな文面で、メッセージが届いた。中庭での騒ぎや消えた父さんに関しても誰かに疑われることもなかった。

　ようやくひと心地がついた頃には時刻は午前零時に近づいていた。

　静まり返った部屋の中、

「……わたし、やっぱり生きてる」

　霧花はポツリと言った。スクールセーターの胸元に手を当てる。あの時、確かに止まっていた胸はゆっくりと上下している。

「水も飲むことができたし、味もちゃんと感じる」

　霧花が口を開ける。舌の上にさっき放ほうり込んだキャンディーがころころと転がっていた。

「本当にスミカちゃんの身体からだなら、体重増えないとかだといいのに」

　いつもの冗談。だが、瞳ひとみの奥には確かな陰りがある。

「生きてる、よね？」

　問いかける。隠しきれない不安が視線を揺らす。

「……生きてるってなんなのかなって」

　声はわずかだが震えていた。

「スミカちゃんもセレスタンも目に見えてたし、お話しもできたよね。触った感触はなくても触ることもできたよ」

　ＭＲ複合現実のひとつ。プレイヤーがＡＲ上のヴィジョンに触れれば、ヴィジョンは触れられたように反応する。実際にはヴィジョンの位置情報と、使用者の位置情報から反応を起こしているだけで感触は生じない。

「ううん。オプションで触った感触もつけられる。そういうのしてる子もいたよ」

　対応する手袋やＭＲパッドの類が必要になる。一般的じゃない。

「わたし、全部錯覚かも」

　霧きり花かは確かに存在するはずの自分の手を眺める。

「見えて触ることができるヴィジョンとか。わたしの意識もそうかも。だって、ヴィジョンの人工知能って、『クラウド・エデン』を遊んでいる人とヴィジョンの情報を集めて重ねてもっとよくしていく。わたしは、わたしがスミカちゃんやセレスタンと話していたわたしの情報かも」

　笑おうとしているが笑えていない。

「冗談……だったらいいけど。でも──」

「そんな事実はない」

　遮り、断言した。

　霧花に対して掌てのひらを向ける。俺の手に触感を添付するようなオプションはない。

「俺がお前とスミカを見間違えるか。お前と人工知能もだ。どうやってるかはわからないが……お前の身体からだはスミカで、心は霧花だ。間違いない」

「お兄ちゃん……」

　霧花の疑問も不安も理解できる。霧花の考えのほうが理にかなっている部分は多い。はっきりいえば、俺もそう考えそうになった。

　人間の感覚は簡単に錯覚させることができる。かき氷に使われるシロップの話が有名だ。色々な味があるように見えて香料と着色料以外は基本的に同じ味なので、視覚か嗅きゆう覚かくのいずれかを排除するだけで判別できなくなる。その類の錯覚は五感全すべてで共通する。

　それでも……目の前の霧花が霧花なのは間違いない。触れることができた。体温も感じた。こうして呼吸もしている。だから、そのとおりだ。

「確かめてもらっても……いい？」

　霧花が両手を後ろで組む。自然と、薄い胸を張るような姿勢になった。

　表情から不安は消えない。

「心臓……ちゃんと動いてるかな？」

「動いてるだろ」

「お願い。確かめて」

　そのままで恥ずかしげに顔を背けて告げる。

　霧きり花かはこちらを見ずに待つ。いつものように言うが、それは切実な懇願だった。

　断ることはできなかった。

　歩み寄り、スクールセーターと制服に包まれた霧花の胸に耳を寄せる。湿り気すら覚える吐息は確かに俺の顔に届いていた。キャンディーの甘酸っぱい匂においが鼻先で香る。

　妹の胸にそっと耳をつけた。

「……ん」

　こぼれる吐息。生地の感触と共に、その向こうにある確かなぬくもりと、控えめな柔らかさが伝わってくる。そして、その奥底にははっきりと鼓動があった。身体からだ中じゆうに血液を送るトクンという音がほのかな振動と共に聞こえてくる。

「……聞こえる？」

「ああ。お前の心臓の音が」

　そっと耳を離せば、霧花の顔がそこにあった。

　白い頬ほおに朱の色が差している。目を細めた表情はいつもと似ているが少し違う。心の底からの安あん堵どがある。

「ありがとう。お兄ちゃん」

　霧花は俺の前に立っていた。俺を見ていた。俺と言葉を交わしていた。

　間違いなく生きていた。

　霧花はそっと身を離す。

　背を向け、ゆっくりと視線を巡らせて、部屋を見回してからこちらを振り返る。

「……わたし、やっぱりヴィジョンでもあるんだよね」

　霧花は虚空に視線を転じた。

　さっきまで霧花が眺めていた場所、今見ているＡＲ上に、携帯端末や『クラウド・サクリファイス』の各種ウィンドウが浮かび、操作され、消える。俺は何もしていない。

　ヴィジョンのスミカのように、霧花が自分の意思で俺の端末を操っている。

「不思議……。どうすればいいのかわかる」

　呟つぶやきには好奇心と不安が入り混じる。

「お兄ちゃんが望めば。スミカちゃんみたいに消えちゃうのかな」

　目の前に現れたウィンドウはヴィジョンのＡＲ表示設定のものだ。ＯＦＦにすればスミカを消していた時のように、霧花の姿は見えなくなる。

「望まない。そんなこと」

「どうかなー。怒らせたら、そんなことされちゃうかも。ずっとスミカちゃん使ってたのに、今になって他のヴィジョンに切り替えられちゃったり」

　霧きり花かが目を細める。

「育成してないヴィジョンを使う意味がない」

「ＡＩ自律設定のほう、ＯＦＦにしたらどうなるんだろ。スミカちゃんは自発的に動かなくなったから……わたし、お兄ちゃんの好きにされちゃう？」

「そっちもＯＦＦにしない。好きにもしない」

「知ってるよ。優しい」

　クスクスと霧花が笑う。からかわれている。

　雨あま音ねが去ってからの数時間。俺と霧花はただぼんやりしていただけじゃなかった。

『クラウド・エデン』から『クラウド・サクリファイス』に変わったことで、変更されたものや、削除されたもの、追加された事項を確認した。

　その中で、霧花がスミカのヴィジョンとしての役割を引き継いでいることもわかった。

　わからないのは、霧花がどういう存在になったかということだ。

　生身の人間なのか？　触れることができるＡＲというありえない存在なのか？

　不安なのはむしろ俺よりも霧花自身だが。何もかもを冗談めかしていてもそれは伝わる。

「そういえば。霧花の『クラウド・エデン』はやっぱりダメか？」

　確認しようとして尋ねたが、誤ご魔ま化かすような形になってしまった。

「えっと……」と、霧花は数度再起動をかけた端末を操作する。

　しばらくして首を横に振った。

「うん。反応がないね。端末は動くんだけど」

　何度も試してみたが、『クラウド・エデン』はエラーを表示して動かない。『Wish』の適応前に壊こわれたことが関係しているとは思えなかった。

「スミカの身体からだを認識できないからか？　そんな認証やってたのか、このゲーム」

「どうかな？　セレスタンに会いたいのに」

　霧花は寂しげに眉まゆを下げる。

　なんとかしてやりたいが、俺が操作してもダメだった。

「スミカちゃんはどうなっちゃったんだろ」

　自分の胸元に視線を落とす。

「お兄ちゃん、がんばってカスタマイズしたヴィジョンなのに」

「多少気に入ってはいたが。その気になれば作り直せる」

　霧花の人格が移ることで、かき消されたのか？　それとも、携帯端末のどこかにまだ残っているのか。そもそも、ヴィジョンの人格と、今の霧花の人格の違いとはなんなのか？

　考え始めたところで、答えは出ない。

「『クラウド・エデン』のことは情報を集めるしかないが。それ以外の情報も足りない」

　だから、できること、わかることから進めていくしかない。

　ＡＲ上に『クラウド・サクリファイス』のマップを広げる。雨あま音ねから譲渡されたボルテックスがイエローに染まっていた。俺たちのシンボルカラーらしい。

　雨音は『クラウド・サクリファイス』はボルテックスの奪い合いなのだと言った。他のプレイヤーのボルテックスをＰＶＰ対人戦で奪うのが、サクリファイスなのだと。

「サクリファイスのことももっと知る必要がある」

　実際の対人戦はどのようなルールでの戦いになるのか？　雨音も見たことがないと言っていた、霧きり花かの今の状態はシステム上ではどう扱われるのか？

　ざっと見た、『クラウド・サクリファイス』のヘルプやＵＩユーザー・インターフエースにも用途のわからないものが多い。

「でも、やっぱり見つからないね」

　視界の端、霧花はいくつものウィンドウを開いて、ネット検索をしている。『クラウド・サクリファイス』のヘルプ参照と共に行っていたのは、ネット上での『クラウド・サクリファイス』という存在についてだ。

「異常だな。俺たちがこれまで聞いたことがなかったのは、視野が狭かったからだと考えることはできる」

「変な噂うわさがあっても、信じてなかったもんね」

「スーパーであのオッサンを見た時にした話とかか？」

『クラウド・エデン』らしいものが起動したままの端末を抱えて、号泣する男の姿を思い出す。あの時、霧花が話した噂話はある意味で正しかったのかもしれない。

「ソースも定かじゃない話、いちいち真に受けてられるか。というか、そういう話を信じないのはお前もだろ」

「うん。お兄ちゃんの妹だもん」

　霧花は悪びれた様子もない。

「……だけど、そのとおりだ。噂のようなものがあっても、最初から信じていなかった。だから、サクリファイスに繋つながる情報があっても、俺たち自身が無視していた可能性はある。だけど、こうして、本気で調べているのに断片的な情報も見つからないのは……」

　ただ漫然と検索していただけじゃない。情報サイトのコメントや、通常の検索ではたどり着けない類のアンダーグラウンドな情報も漁あさった。個人のＳＮＳのコメントも当然調べている。もちろん、この短時間で調査しきれるわけはないが……。

「明らかにおかしい。エデンのフレンドも消えているし……」

　あまりしないことだが、フレンドにメッセージを送って質問することすらできない。名前を憶おぼえているフレンドを『クラウド・サクリファイス』内で検索してみたが、これも検索にかからない。唯一のフレンドとして登録されているのは、『アマネ』。本名そのままというのが、いかにもあいつらしい。招待したことで自動的に登録されたのだろう。

「ふざけやがって……」と毒づくことしかできない。

「やっぱり、雨あま音ねちゃんにもっと詳しく聞くしかないよね」

「とはいえ……な」

　雨音には既にメッセージを送っている。落ち着いたら、詳細を聞きたいと伝えていた。だが、怪け我がの検査中なのか、休んでいるのか、既読の表示すらない。

「しかたないよ。雨音ちゃん、ひどい怪我だったもん」

「ああ。わかってる」

　俺から見ても痛ましい状況で、血を流しながらも、助けてくれた。感謝しているし、申し訳ないと思ってもいる。

　ただ、どうしようもない焦りはある。

「待つしかない。雨音を。それまではヘルプでもかまわない。このゲームの把握を──」

　言葉を遮るように不快な警報が鳴った。聞こえたのは端末と連動したイヤホンからだ。

「……っ」

　ＡＲＬ越しに投影されるＡＲ表示のウィンドウ。




『Alart! Approaching Invasion警告！　侵攻です』




　同時に浮かび上がったマップでは、ボルテックスを示す光点が明滅している。

　つまりは俺が唯一所持するボルテックス──雨音が身を削って譲渡してくれた領土が攻撃を受けているということだ。

「お兄ちゃん……」

「そうだな。こうなる」

　当然のことだった。俺がサクリファイスのプレイヤーとして、ボルテックスの確保を目的に動くなら、確かにこうする。

　多くのボルテックスを得るほど生き残る可能性が増す。所持ボルテックス数によって、継続的に多種のＶＭが手に入るなどの特典もある。意味のわからないこだわりを持っていない限り、ボルテックスをたったひとつしか持っていないプレイヤーは、サクリファイスに慣れていない素人か、追い込まれている奴やつかのいずれかだ。

　ボルテックスを攻略しに攻め込むことに消滅のリスクがある以上、既存プレイヤーはできる限り勝機を見み出いだした上で戦いたい。なら、不慣れな新人のボルテックスを攻略するのが最善手だ。つまり、サクリファイスでは新規プレイヤーは積極的に潰つぶされる。

「どうせそのうち起きたことだ」

　戸惑う間はない。考えを切り替えて、『invasion侵攻』への対応を考える。そうするしかない。何もしなければ霧きり花かを失うことになるのだから。

　選択肢は『interception敵を迎撃する』により戦闘に入るか、『evacuate撤退する』により、戦闘自体を放棄してボルテックスを引き渡すか。

　無論、選ぶべきは『interception迎撃』だ。

　息が詰まった。目の前が揺れた。アイコンに伸ばそうとした手が動かない。

　迎撃する。戦う。

　敗北が意味することは──。

　雨あま音ねは戦うなと言った。『evacuate撤退する』を選べということだ。

　ボルテックスは戦闘に入ることなく放棄する。再び『Wish Lost』まで二十四時間のカウントダウンが始まる。

　また雨音に相談して、新しいボルテックスを分けてもらえば問題ない。迎撃時、フレンドへの救援依頼は可能なので、雨音の協力を得てから護まもりきればいい。みっともない行為だが、あいつは引き受けてくれるはずだ。

「もう決まってるんだよね？」

　不意に感じる温かさ。霧きり花かが腕を絡めて、見上げていた。

「戦うんでしょ？　十王ロード・オブ・ロードのお兄ちゃんなら」

「元だし、『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』は引退済みだ。それ以前に、リスクが高過ぎる」

　自分で戦わず迎撃をヴィジョンに任せることもできるようだが、ＡＩの戦術もプレイスキルも信用できない。俺はスミカ以外のヴィジョンはほとんど育成してもいない。この場合、撃破されても『Wish Lost』は起こらないが、ヴィジョンは消滅Lostする。

「でも、このボルテックスを失なくすほうが辛つらいよね」

　そのとおりだ。あんな怪け我がを負って、連絡がつかない雨音と二十四時間内に連絡がとれる保証はない。ボルテックスを失ったままになれば、いやがおうでも俺たちはボルテックスの奪取に動かなければならなくなる。それこそ万全の備えをしているかもしれない未知のプレイヤーと衝突することになる。

　結局、どこかでリスクを負うしかないクソ仕様だ。

「わかってる。だけど……」

　言いかけて気づく。霧花は震えていた。言葉とは裏腹に揺らぐもうひとつの想おもいを抑えきれない。

　当然だ。敗まけても俺は死なないが、『Wish Lost』で霧花は死ぬ。

　霧花は死というものをもう知っている。

　消えていく呼吸。動かない霧花の身体からだ。そして、全すべてが喪うしなわれる。

　その感覚は抱き締しめていた俺にもわからない恐怖のはずだ。

「やろ。お兄ちゃん」

　それなのに、霧花は言った。

　目の前の悪夢が消え失うせた。掌てのひらに伝わって来るのは、何度も重ねた温かな掌のぬくもり。

　霧きり花かは震える俺の掌に自分の手を重ねていた。こちらを見る目はいつものように細めて、微笑を湛たたえている。重ねた霧花の掌もまた震えているのに。

　霧花は恐れていても、迷ってはいなかった。

　目の前の事実、現実から目を背けてはいけない。楽天的な逃避が何を引き起こしたのか。

　犠牲を払ったことを忘れてはいけない。もう二度と犠牲にしないために。

　霧花を犠牲にしないために、なんだってする。なんだってするし、そのためには別の何かを犠牲にしても構わない。

「今からやるところだったんだ。言われるまでもない」

　できる限り不敵に唇の端を上げて言った。

　そして、霧花と重ねた手で、俺は『interception迎撃』を選んだ。





　　　◆　◆　◆






　次の瞬間、視界が暗転。ひと呼吸の間を置いて再び開けた時、目の前にあるもの全すべてが変わっていた。

「な……」

『クラウド・エデン』では、周囲の光景にＡＲ表示を重ねることで異世界のように見せる演出が行われていた。夜の公園が腐れた沼に沈む墓場に変わり、ショッピングモールは天上の楽園へと変へん貌ぼうする。

　だが、『クラウド・サクリファイス』の表示は明らかに性質が異なっていた。

　ＡＲ表示の異世界とはほど遠い光景。薄暗い建物の中にいる。広いホールと受付カウンター、シャッターが下りた自動ドアは、オフィスビルの玄関ロビーにあるものだ。

　照明は消え、ＰＡＲ公共ＡＲの類も動いていない。靴下しかはいてない足には冷えた固い床の感触が伝わってくる。

「現実か？」

　そんなわけはないと、首を横に振る。

　実際、現実にはありえないものが存在した。ホールの中央に『クラウド・エデン』で見慣れた極彩色の光の渦、ボルテックスがそびえている。天に向かってまっすぐに伸びる光は天井を貫いていた。光は照明が消えたホールの闇やみを歪いびつな色彩で照らしている。

「そうか……。ここは雨あま音ねがくれたボルテックス」

　視界のマップ、イエローのボルテックスは、貴き賢けん城じよう駅に近いオフィスビルのひとつを示していた。入ったことはないが、おそらくここのことだ。

　ボルテックスの防衛を選んだことで、その場所へ転移したかのような状況だが、そんなことは絶対にありえない。おそらくは、これまでと違う形での表現、現実に映像を重ねるＡＲ拡張現実ではなく、まったく別の光景をＶＲ仮想現実として見せている。俺自身は今もあのアパートの部屋にいる。周囲の光景は利用可能な監視カメラなどの映像をビフレスト経由でＡＲＬ拡張型コンタクトレンズに映し出して、処理を加えている……と考えれば、なんとか辻つじ褄つまは合う。実際、ＡＲＬの視界全すべてを利用したＶＲ仮想現実ゲームも多い。今はＶＲゲームをプレイするのに、ゴーグルのようなものは必要がなくなっている。

　ただ、その推測はあくまで目の前の光景から逆算した形に過ぎない。

　それでも、触覚、嗅きゆう覚かくへの影響は──。

「お兄ちゃん」と、霧きり花かの声がした。視界の端で金色の光が煌きらめく。

　思わず息を呑のんでいた。さっきまで霧花がいた場所に立つのは、金色の髪の少女。穢けがれのない純白のドレスをまとうその姿はヴィジョン、スミカのものだ。

「霧花……だよな？」

「もちろん」

　本当は確認するまでもなかった。スミカの姿に間違いないが、こちらを見つめる眼まな差ざしは奥底に冷たいものを感じさせる霧花のものに他ならない。

『make a wish』を承認したあの時と同じだ。

「やっぱり、わたしがスミカちゃんの役割なんだね」

「どういう状況か、もう少し調べたいが」

　その時間がないことはわかっていた。俺も霧花もその目をオフィスビルの玄関ドアのほうに向けている。

　下ろされたシャッターの前に、床からにじみ出るように淡い光があふれ、形を成していく。曇天の雲間から差し込む陽光のような、夜のビルには場違い極まりない光が薄れて消えた時、そこには男たちが立っていた。

　一人は人間だ。派手で趣味の悪い男だというのが第一印象だった。俺や霧花より年上で着ているものはスーツだが、襟元は緩く、金色のネックレスを何本も身に着けている。腕時計はやはり金色でやけに大きい。皮靴がボルテックスの光に粘りつくように輝いていた。茶色く染めた髪を含め、軽薄さを凝り固めたような奴やつだ。

　もう一人いたが、そいつは人間ではない。スーツの男を護まもるように前に出てくる。間違いなくヴィジョンだった。

　熊くまの頭部を持ちながら、二本の脚で立つ獣人だ。軽薄な男も背は低くないが、それと比べても倍近い身長と、巨きよ躯くを持つ、まさに熊そのものだった。荒々しい漆黒の獣毛を抉えぐる古傷は歴戦の戦士の証あかしなのだろう。さらにその身は無骨で分厚い鋼の甲かつ冑ちゆうで包まれている。

　両手には一丁ずつ両刃の戦せん斧ぷが握り締しめられていた。片手で軽々と扱ってはいるが、鈍く光る肉厚の刃やいばのひとつひとつは人の頭部よりも大きい。

　熊くまの獣人の武器はそれだけではない。背後からさらに二本の腕が伸びる。生身のものではなく、全すべてが金属で作り上げられた装甲腕だ。熊の剛腕よりもなお屈強な腕の先、鉤かぎ爪づめのような指が大剣を握り締しめている。鎧よろいの各所から蒸気が噴出した。斧おのの二刀流、大剣の二刀流、合計四刀を備えた熊の騎士がまとう鎧は機械仕掛けの重じゆう甲かつ冑ちゆうだ。

「ああいう奴やつ、設定的にはザールラント王国の機き甲こう獣じゆう士しって言ったか」

「セレスタンの国と敵対しているって話だよね。魔力を機械鎧の動力として使う」

「設定な」と答える間はなかった。

「踏み躙にじれ！　ロエスレル！」

　悪趣味な男──プレイヤーが叫び、ロエスレルと呼ばれた熊の機甲獣士は咆ほう哮こうで応じる。

　激烈な雄お叫たけびがホールに反響した。全身を殴りつけられるような衝撃を覚えながらも、俺と霧きり花かは奴の動きから目を離していなかった。

　距離は離れていた。だが、熊の騎士が戦せん斧ぷのひとつを大きく振りかぶり、全身全霊の力をこめて投じる。

「……っ！」

　とっさに床に身を投げていた。

　霧花は俺よりも先に動いている。重々しくも鋭い風切音を上げて飛来した戦斧を危なげなくかわしていた。












　──が、肩口に熱い痛みが走る。

　腹立たしいが、俺の反射神経はいいとは言えない。鈍い。霧きり花かの反射神経が良すぎるのはともかく、その後ろにいたにもかかわらず、よけきれなかった。

　赤い飛沫しぶきが散るのを目の当たりにする。

「どういうことだ……！」

　刃やいばがかすめ、服ごと肩が裂けて血が流れていた。

　霧花がかすかな吐息を漏らす。見ているのは、俺が流した血と、わずかに千切れた白い布地だった。後者は霧花のドレスだ。霧花自身は攻撃を回避しているが、斧おのが服をかすめていたらしい。

　エデンの戦闘と同じように視界には情報ウィンドウが表示されている。ＨＰを示すゲージがほんの少し赤く削り取られていた。

「お兄ちゃん。これ……」

「情報表示はともかく。エデンとはかなり違うらしい」

　俺も霧花も確信していた。今の一撃でわかったことがある。

　攻撃はヴィジョンだけではなく、俺自身にも有効だった。削れたＨＰは俺が戦せん斧ぷをかわしきれなかったせいだ。さらにダメージは実際の痛みを生む。霧花は攻撃をかわしたが、俺が痛みを覚えるなら、霧花もまともに喰くらえば激痛を感じるだろう。

　この出血がビジュアル上の表現なのか、実際の傷なのかはわからない。そもそも、携帯端末の機能でどうやってこの痛みを発生させているのかも見当がつかない。振動やわずかな刺激を与える程度の機能なら、この端末にも実装されているが。

　どちらにしろ、今重要なのはどうやってこの痛みを演出しているかではないし、考えている間もなかった。

　ロエスレルという機甲獣士が突撃してくる。鉄の腕や武器が床を削り取り、破片と火花を散らせる。投じた斧は手元には戻っておらず、俺の背後の壁に深々と突き刺さっていた。

　もともと『クラウド・エデン』にはアクションゲームの要素があったが、サクリファイスでは武器の扱いを含めて、さらにリアルな処理が行われているらしい。

　エデンとサクリファイスの違いを把握し、対処しなければいけない。

　……だが、ロエスレルの突撃よりも、サクリファイスでの戦闘システムよりも重要なことが、最初にやるべきことがある。

　端末を操作する。

「お兄ちゃん!?　待って──」

　ＡＩ自律設定をＯＦＦにした。

　ヴィジョンの設定がスミカの時と同様なら、これで霧花は自分の意思では身体からだを動かすことはできない。その証拠に次の動きを取ろうとしていた霧花の身体が硬直する。

「ＯＦＦにしないって言ったのに！　わたし、戦うの怖くない！」

「喋しやべることはできるのか……」

　それはそれでバツが悪い。視線程度は自由が利くらしく、睨にらまれている。

「身体からだの感覚はあるか？」

「……ない？　なんだかふわふわした感じで……そうじゃなくて！」

　こういうことをすれば怒るのはわかっていたが、これで霧きり花かが痛みを感じることはない。

「ならいい。悪いが、話は後だ」

「お兄ちゃん！　バカ！」

　霧花から身体の自由を奪うことも、抗議を無視するのも後が怖い。だが、迷いはなかった。あんなものと戦うようなこと、霧花にさせるはずがない。本当に痛みが発生するなら、そんなものはもう味わわせたくはない。

　どうしようもない。そんな局面が訪れない限りは。

　明らかな隙すきに乗じて、機甲獣士は霧花の間合いに踏み込み、手に残る斧おのと、機械の腕が握るふた振りの剣を構える。

「迎撃する」

　ビジュアルの違いには驚いたが、つまるところ『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』と同じヴィジョンとヴィジョンの対戦だ。そこに、プレイヤーへのダメージや詳細な武器の扱いなどが加わっているだけに過ぎない。

　霧花の籠こ手てが展開し、まばゆい輝きが黄金の球体を作り上げる。それは瞬またたく間に姿を変じ、霧花自身よりも長大な厚い刀身を作り出した。

　宙に浮かんだ黄金の大剣を操り、太陽を司つかさどる神は数々の戦いを切り抜けてきた。

　端末を操作する。

　霧花は刃やいばを手にしない。浮遊し、自律稼働する光の剣は白銀の籠手と鉄てつ靴か──万象機カリンによって操られ、敵を薙なぐ。……という設定。

　いつもと同じく斬ざん撃げきと回避を同時に──。

　できなかった。

「……っ！」

　ＡＲ上には『クラウド・サクリファイス』の各種情報が表示されている。だが、そこにも端末にも、エデンでは存在した操作系統のパネルはなかった。

　今さらだった。当然、存在すると思っていた。

「ふざけるな！」

　自律設定をＯＦＦにした霧花は動かない。当たり前だ。誰も操作していないのだから。

　しかし、何もしていないのに、黄金の剣は鈍いながらも回転していた。戦せん斧ぷと大剣の連撃を受け止め、弾はじこうとする。

　だが、武器の重量も威力も違い過ぎた。勝手に動いた剣は重い攻撃を食い止めきれない。

　叩たたき込まれた鋼の連撃は、その場から動かなかった霧きり花かを引き裂いた。






第五章　《破壊の雨コラプス・レイン》









　鈍く重い音が響き、血ち飛沫しぶきを散らしながら、霧花が吹き飛ぶ。

「がっ……！」

　呆あつ気けにとられた俺にその身体からだが激突した。

　無様に転げて這はいつくばった目の前で、霧花は倒れないまでも膝ひざをつく。

「今の……！　くそ！　霧花、痛みはないか？」

「ないけど……。そんなこと言ってる場合じゃないよ！」

「まあな」

　応こたえて目をやった端末には、やはり操作系統の情報もパネルも存在しない。

　ＨＰは一気に減少していた。30％ほどが一気に失われている。霧花の傷から夥おびただしい血が床にこぼれ落ちる。

「くそ……！」

「やっぱり素人だ！　畳みかけろ！　アビリティ『マシン・バーサーク』!!」

　敵プレイヤーの号令に、ロエスレルの甲かつ冑ちゆうが激しい蒸気を噴き上げる。関節部が赤熱化し、熱風が吹きつける。

　立ち上がらなければ、攻撃を防がなければ、霧きり花かは次の攻撃で倒されかねない。

『『Wish Lost』が起きる条件はふたつ。ひとつはバトルでヴィジョンのＨＰが０になること』

　雨あま音ねの言葉が脳のう裏りをよぎる。倒されることが何を意味するのか。

　煌きらめく金髪を血で汚しながらも、霧花が立つ。動く。

　ひと際激しい咆ほう哮こうを上げて、熊くまの戦士が襲いかかってくる。動きは先ほどよりも速い。今しがた用いたアビリティで、明らかに自分への強バ化フがかかっている。床をこする戦せん斧ぷや剣もまた赤熱化し、黒煙を噴き上げているのは攻撃への火属性付加あたりだろう。

　続けざまに叩たたき込まれる剣と斧おの。

　敵プレイヤーは明らかにヴィジョンを操っている。しかし──。

「なるほどな」

　空中に浮かぶ霧花の光の剣は攻撃を今度こそ弾はじき、逸そらした。霧花もまた自ら動き、攻撃を凌しのいでいる。敵の攻撃の衝撃を殺すために光剣と共に後退もする。銀の鉄てつ靴かの固い足音が機械鎧よろいの駆動音に入り混じる。

　大振りの攻撃を光の剣は辛うじて防ぎ、受け流し、刃やいばを光と散らしながらも、ダメージを最小限に食い止める。

　目の前の霧花の動き。それらは全すべて俺の思い描いたとおりだ。俺の意思に沿って動いている。

　先手を打たれて一方的な攻撃を受けたが、それだけで終わっていいわけがない。サクリファイスにおけるヴィジョン操作の方法を理解していた。

『クラウド・エデン』では、ヴィジョンは端末の操作に従って、定められた一定のモーションで動く。要するに従来のアクションゲームに近い。

『クラウド・サクリファイス』では違った。操作に端末を使わない。ロエスレルの攻撃を受けた時、光の剣は反射的に身を護まもろうと鈍い動きを見せた。さらに、吹き飛ばされた後、自律設定をＯＦＦにしているはずが辛うじて膝ひざをついた霧花の反射的な行動と、そこから立ち上がった姿。敵プレイヤーが端末を操作していないことから理解した。

　俺の──プレイヤーの意識が直接ヴィジョンを動かす。

　つまり、今の霧花は俺の思うままに動き、敵の猛攻を防いでいる。至極感覚的だが、宙に浮かぶ光の剣は今、俺が手足を動かすように動く。

　俺自身がいつもどおりに動くのは、ＶＲとして作られた俺の映像ということか？

「どうやって認識してる？　視線か？」

「この動きちょっとひどいよ！　お兄ちゃん、センスない！」

「それはわかってる」

　俺から見ても、今の霧花の動きは素人丸出しで惨めだ。贔ひい屓き目めに見てもみっともないへっぴり腰だ。だが、サクリファイスにおける変化を補足するなら、この戦いでのダメージは、いかに攻撃を受けたかが大きく影響する。直撃を受けた先程の一撃と、かすめただけの初撃ではダメージはまるで違った。

「だけど、これが効率よく敵の攻撃をいなす動きだ」

「冗談？」

　本気だ。とにかく無様だろうが、もう直撃を受けるような真ま似ねはしない。

　しかし、剣けん戟げきの音が苛か烈れつさを増す。

　エデンの洗練された演出とは違うムダの多い動きで攻撃を防ぎながらも、霧きり花かはさらに手傷を負い、じりじりと後退している。俺も一緒に後ろに下がっていた。

　霧花に言われるまでもなく、運動能力や反射神経、基礎体力が壊かい滅めつしている自覚はある。

　俺たちの姿を見て、ロエスレルの後方、ビル玄関のシャッターを背にした敵プレイヤーは唇を笑みの形に歪ゆがめていた。勝利を確信しているらしい。服装の趣味は悪いが、あいつのほうが運動神経はありそうで、喧けん嘩か慣れもしていそうだ。そもそも、挑んできた理由も、新規にボルテックスひとつを獲得したばかりの素人を潰つぶしにきたのだろう。野蛮人が。

「改悪だ。このルールは一部のプレイヤーに有利過ぎる。ふざけやがって。ゲームのつもりで作るなら、同じ土俵で戦わせろ。何が『クラウド・サクリファイス』だ。身体からだ使うとか、むしろ、旧時代の発想だろうが、バカが。こんなもの俺が勝てるわけない」

　鎧よろいから蒸気を噴き出しながら、獣人が来る。再び連撃が霧花を襲う。

　戦せん斧ぷの重い一振りが黄金の破片を散らせた。剣を弾はじかれ、無防備となった霧花目がけて、赤熱化した剣が叩たたき下ろされる。

「トドメを刺せ！　アビリティ『フルメタル・バイツ』！」

　ロエスレルの攻撃が突如加速した。

　機械の鎧が軋きしみを上げて火花を散らす。鎧ではなく、剣が一部を展開変形、爆炎を噴出し、刀身を加速させている。純粋に高威力の一撃を繰り出す攻撃アビリティだろう。『マシン・バーサーク』で強化され、火の属性ダメージが付加された大剣が数倍の威力と速度を持って襲い来る。単純ゆえに強力。間違いなく霧花を一撃で屠ほふる威力と化している。

　その瞬間を待っていた。誘っていた。

「アビリティ『サンライト・マニュピレイション』」

　霧花が携える光の剣が形を失い、光の塊に変わる。間髪いれず、その輝きは霧花の前面に走り、さらなる形状を作り出した。

　そこにあるものは剣ではなく、スミカの全身を覆い隠してあまりある黄金の大盾だった。

　大盾は叩き込まれた二刀による『フルメタル・バイツ』を堰せき止とめる。直後、盾は粉々に打ち砕くだかれた。

「やっぱりな。こっちのアビリティも健在だ」

　ロエスレルは『クラウド・エデン』に存在していたものと同じだろうアビリティを使った。なら、霧きり花かのアビリティも『クラウド・エデン』と同じく使うことができるはずだ。

　高い基礎能力値に加えて、自己強化のアビリティを持つロエスレルに対して、霧花の……いや、スミカの基礎能力値は低い。ただし、スミカというヴィジョンには希少な性質があった。

　スミカは神を自称する長命種ゆえの膨大な魔力により、天地を司つかさどる万象機を自在に操る。あいつが司るのは太陽、つまり光の万象機だ。光はその意思により戦況に応じて自在に姿を変える。……という設定。

『クラウド・エデン』において、スミカのアビリティ『サンライト・マニュピレイション』はひとつのアビリティ枠を三種に使い分けることができる特異なものだった。他のヴィジョンが固有のアビリティを二つしか持たないのに対して、スミカは三つ持つに等しい。引き換えにその固有アビリティ枠のひとつが、『サンライト・マニュピレイション』の効果を変えるためだけのアビリティ『万象変転』で埋まっていて、『サンライト・マニュピレイション』自体のリチャージタイム再使用可能時間が長めに設定されている上、リチャージ中は他の効果も使うことができない。はっきり言って、普通にアビリティ二枠のヴィジョンよりも使い勝手が悪いことはともかく。

　その汎はん用よう性せいを活いかして、敵の動きに対応していくのがスミカの戦い方だ。それこそが、俺がヴィジョンを使い分けなかった理由でもある。

　黄金の盾を砕くだいた獣人──ロエスレルの目が見開かれる。

　砕けた光の盾は、その煌きらめきを鋭利な刃やいばの群れへと変えていた。それらが至近距離から獣人目掛けて飛ひ翔しようし、全身を穿うがつ。鎧よろいを砕かれ、破損した部位から蒸気を激しく噴き上げながら、ロエスレルが後退する。

　俺と霧花にダメージはない。

　今しがた使った『サンライト・マニュピレイション』の効果は『ネメシス』。つまりはダメージ一回の反射。

　わざと隙すきを作り、敵の渾こん身しんの一撃を誘い、そこで発動するのが『ネメシス』だ。

　自己強化で威力を増した自らの最大火力が直撃し、屈強な獣人は全身を朱に染めてよろめく。ＨＰゲージが一気に減少していた。

　今の『ネメシス』は理想的な形で決まっていた。高い攻撃力を持つ相手ほど、この手は有効だ。『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』でも多くのヴィジョンを沈めてきた。

　だが、ロエスレルは踏みとどまる。ゲージの減少が止まった。

「やっぱり硬いな」

　機甲獣士はＨＰも防御力もかなり高い。一撃必殺の攻撃とはいえ、殺しきることができない可能性は大いにありえると考えていた。

　──だから、次の手は既に打っている。

「あいつら、どこへ行った！」

　敵プレイヤーの怒鳴り声とロエスレルの咆ほう哮こうが響く。その声は遠い。

　何な故ぜなら、俺と霧きり花かはもうホールにはいないからだ。

『ネメシス』の盾でロエスレルの視界を遮った直後、俺たちは踵きびすを返し、奥のドアを抜けてビルの中へ逃れていた。廊下を走り、二階への階段を駆け上がる。

「逃げるの？」

「勝てないからな」

　力押しに優れた敵ヴィジョンと、切り札を使っても削りきることができない霧花では勝負にならない。加えて、俺のプレイングスキル……というよりも身体能力はあの趣味の悪い敵にほんの少しばかり及ばない。さらには、あいつはサクリファイスに慣れている。

「逆を張るぐらいじゃないと勝てない。奴やつのヴィジョンのアビリティ構成。俺たちが今使えるカード。どうやって映像設定しているのかはわからないが、この地形をどう生かすか。それにエデンとサクリファイスにはまだ違いがあるかもしれない。その中から、勝てるカードを見つけ出す。苦戦しているわけじゃないが」

　時間を稼ぐ。とにかく敵から離れるために、上階を目指していく。

「カードならあるよ。ヒントはかわいい」

　霧花が言う。

「え？　わからないの？　わたし、最初は自分で動いてたよね？」

　無視する。確かに自律設定をＯＦＦにする前、霧花が自力で回避していた。

「クイズ難しかった？　大ヒント！　不知火しらぬい霧花」

　無視する。

「お兄ちゃん！　答え。わたし！」

　間髪いれずに答えが出た。

「だから、運動神経が壊かい滅めつしてるお兄ちゃんよりも、わたしが自分で動いたほうが絶対いいよ！　戻して！　戻してよ！　お兄ちゃんの体育の成績、五段階の２！」

「１じゃないだけいいだろ」

　ぼやけば、俺の意思で走りながらも、霧花はこちらを見て、唇の端を上げていた。

「必要ない」

「お兄ちゃん！」

　怒っていた。それでも……こんなもの霧花に任せられない。おそらくＶＲ仮想現実とはいえ、痛みを感じて血を流すような戦いなんてさせたくない。

　俺と霧花の足音が暗い廊下に響く。

　ため息が聞こえた。眉まゆを上げながらも、霧花は諦あきらめたようにもう一度息をつく。

「……勝てるんだよね」

「当たり前だ」

　感情に流されているのは承知だが、霧きり花かの命がかかっている以上、その判断を誤ってはいない。確証はある。だから、霧花は使わない。

「今はアビリティのリチャージを待っている。使い勝手が悪い……」

「好きで使ってるのに。もしかして、好きなのはわたしに似てるところ？」

「性能のほうだ」

「身体からだ目当てー」

　クスクス笑う。

「……機甲獣士は硬いが搦からめ手ては苦手だ。このルールならいくらでもやりようは……痛っ！」

　思わず足を止めた。

　首筋に異質な感触、熱い痛みを感じた。

「追撃？　……違う」

　振り返っても、ロエスレルの姿はなく、足音はおろか気配も感じない。薄暗い照明に照らされたビルの廊下が続くだけだ。

　そんな中、水が滴る音がした。床を打つ雨だれのような──。

「お兄ちゃん、上！」

　霧花が叫んだ時には、もう天井を振り仰いでいた。

　薄明かりに浮かぶのは、無機質な天井だけではなかった。天井から水滴が滲にじみ出てくる。

　ただの水ではない。その色は金属光沢を帯びた金色だった。

　黄金の滴が天井からいくつもいくつも染み出し、滴り落ちる。

　その一滴が腕に触れた。服に穴が開き、白煙が上がる。

「あ、ぐっ！」

　激痛が走る。液体が触れた皮膚はわずかな範囲ながらも焼けたように爛ただれる。

　さらに金の滴が落ちてくる。

　とっさに霧花の剣をかざすが、雨のように降りそそぐ水滴全すべてを受け止めることなどできるはずもない。光の剣をも焼きながら滴る雫しずくが、さらに身体を苛さいなむ。

「これ、持続スリツプダメージ？」

「実際に痛い持続ダメージがあるか！」

　徐々にだが、霧花のＨＰが減少していく。ダメージ自体はたいしたことなく、ゲージの減少も微々たるものだ。

「持久戦を封じてきたか」

　金色の雨が滴る廊下を見据える。回復手段がない以上、いつかはＨＰが尽きることになる。断続的に襲いくる痛みは焦りを募らせる効果もあるだろう。

「これ、あのクマのアビリティ？」

「確かにあと一枠は追加できるが……」

　様々な効果を持ったＡＶアームドヴイジヨンをヴィジョンに複数装備するシステムで、固有の二つのアビリティに、三つ目のアビリティを追加できる。例えば、スミカはその枠を常時発動パツシブアビリティ『リチャージタイム減少』にしている。

「持続ダメージを与えるアビリティ？」

　異質な感覚を覚える。

　理由のひとつは、俺が見る限り、ロエスレルはＡＶをアビリティの追加ではなく基礎能力の上昇に特化している。あの攻撃力、防御力の高さから間違いない。

　もうひとつの理由はこの持続ダメージが状態異常だとすれば、いつ攻撃を受けたのかわからない。敵の姿は見えず、そもそも、スミカが状態異常を受けているという表示もない。

　やはりおかしい。アビリティの効果とは何かが違う。

　それが何なのか、確信を持つ前に異変は起きた。

　周囲から異様な軋きしみが聞こえる。次の瞬間には、コンクリートの壁に亀き裂れつが生じていた。

「ダメージ、わたしたちだけにじゃない！」

　浮遊感を覚えたのはほぼ同時だった。

　闇やみにぬめり輝く金属質の雨は床や壁にも滴り、濡ぬらし、白煙を上げている。それはこのビル自体にもダメージを与えていた。

　雨の腐食は建造物を脆ぜい弱じやくな部分から破壊している。壁や床は罅ひび割われ、砕くだけ、浸透した腐食が基部に及んでいた。

　結果、俺と霧きり花かの足元が崩落する。

　数瞬の浮遊感の後、二階から一階へ落下した俺たちは硬い床に打ちつけられた。

「ぐぁっ……！」

　さらに床に溜たまっていた金の雨に身体からだを焼かれてのたうつ。

　傍らで辛うじて膝ひざを立てた霧花だが、金色の髪もドレスも焼け焦げた姿が痛々しい。痛みが伝わっていないのが唯一の救いだ。

　硬いものが床を削る音がする。

「逃がすかよ」

　ロエスレルとそのプレイヤーがいた。

　雨はあの二人にだけは届かない。床に溜まったものも、生きているかのように自ら避よけていく。金の雨を押しのけながらロエスレルが歩み来る。機械の鎧よろいから蒸気を噴き上げる熊くまの獣人は既に両手に戦せん斧ぷを、機械腕に大剣を構えていた。

「アビリティ『マシン・バーサーク』」

　リチャージを終えたアビリティの発動に、再びロエスレルの刃やいばが赤熱化し、『ネメシス』によって損壊した機械鎧よろいが激しい蒸気を噴き上げた。

　こちらのリチャージまではあとわずかに足りない。使い勝手が悪いにもほどがある。

「俺とロエスレル相手に逃げ隠れはできない！」

　ビルの崩壊は進んでいく。それこそ逃げ隠れするための場所が先に潰つぶされていく。

　ホールは見るも無残なありさまで、床はともかく受付カウンターはそれを支える部分から崩れてしまっていた。ここから逃れる時に使った奥への扉は蝶ちよう番つがいが腐食したのか、外れて倒れ、雨に腐食されている。ロエスレルはそこを塞ふさぐ形で立っている。

　真っ向からの激突を得意とするヴィジョンを相手に遮しゃ蔽へい物ぶつも逃げ場もない。

「……この雨はそいつのアビリティなのか？」

　問えば、男は唇を歪ゆがめ、

「答えるかよ」

　もっともな答えを返してきた。

　ロエスレルが前傾姿勢をとる。獣の肉体が放たれる直前の動きを見せる。

「今度こそだ！　踏み躙にじってやれ！　ロエスレル！」

　鋼で身を固めた獣は腐食された床を叩たたき壊こわし、破片を後方へ散らしながら、霧きり花かとの距離を一息に詰めた。

　繰り出される四つの武器を、霧花は光の刃やいばをもって迎撃する。

　残るＨＰ、ヴィジョンの基礎能力、プレイスキル、自己強化──全すべてで劣る激突の結果は言うまでもない。

　一撃目で打ち負けた光の剣が砕くだけ、二撃目、赤熱化した鋼が霧花を引き裂く。

「『フルメタル・バイツ』!!」

　発動する攻撃アビリティを防ぐ術すべはなかった。

　加速したふた振りの大剣による一いつ閃せんが霧花の肉体を突き抜け、床を抉えぐった。既に崩壊していた床は高熱で融解し、炸さく裂れつし、瓦が礫れきと化して噴き上がり、視界の全てを埋め尽くす。

　俺と霧花のＨＰゲージが一気に赤く染まり、削り取られていく。




『Vision Lostヴイジヨン消滅』




　アナウンスが告げ、ＡＲ上に表示が刻まれる。
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「『デストラクト』を使う」

　リチャージを終えた瞬間、俺は迷うことなくアビリティを行使した。

　俺たちはもうビルの中にはいなかった。当然、撃破されてもいない。

　見据えるのは、さっきまでいたオフィスビルの外観だった。

　俺と霧きり花かはビルの外、無人の街にいる。

　金色の雨はこの街にも降り続き、全すべてを焼き続けている。折れ曲がった信号が倒れた。

　当然、破壊の雨に打たれ、痛みもある。だが、危機感はなかった。

　霧花が空中に携え、構えるのは大弓だった。光によって作り上げられたそれは無論、大剣が変化したものだ。

　金色の髪は乱れ、ドレスが切り裂かれ、焼け焦げていてもどこか神々しさすら感じさせるその姿は、霧花というよりは太陽神の一柱と設定されたスミカ・セキウらしい姿だった。

　霧花が今携える大弓の光は『サンライト・マニュピレイション』の三つの効果のひとつ、『デストラクト』。効果は最も単純明快。光属性の大ダメージを与えるだけの攻撃アビリティだ。

「Ｓサクリフアイスアビリティか。チュートリアルぐらいちゃんとしろよな」

　あの趣味の悪い男に『……この雨はそいつのアビリティなのか？』と尋ねた時には既にその存在を確認していた。あいつが答えなかったことでそれが実際に有用なものだと確信を持った。だからこそ、あいつは素人の俺にそれを隠そうとした。小こ賢ざかしい。

　ビルの外にすら降りしきる金色の雨。あの状況下で突然降り始め、こちらにだけダメージを与える金色の雨は明らかに敵が用いたものだ。だが、ロエスレルのアビリティ枠にそんな余裕は見受けられない。エデンとサクリファイスの違いかもしれないが、そもそも敵ヴィジョンだけではなく、地形にまで大きな影響を与えるようなアビリティ自体が異質だ。

　なら、サクリファイスには、エデンには存在しなかった新たなアビリティ枠が存在すると仮定できる。しかし、それを敵だけが使うというのではゲームが成り立たない。

　だからひとつの推測をした。

　俺たちにも、同じ種類のアビリティが追加されているか、それをセットするための枠が用意されている。そう考え、情報を精査すれば見つけることは容易たやすかった。

　Ｓサクリフアイスアビリティ。『クラウド・サクリファイス』に入った時、ヴィジョンではなく、プレイヤーごとに与えられる特殊なアビリティだ。

　俺に与えられたＳアビリティの効果を把握し、実際に使用可能だと確信したのは、ロビーに落下し、ロエスレルが襲い来る瞬間だった。ゆえに迷うことなく行使した。

「何が《ファントム・ウォーク》だ。ふざけやがって」

　思わず毒づく代物だった。

　それは最大ＨＰの25％を消費することで、一時的に消滅ロストするという能力だった。消滅を維持している間、一秒ごとに最大ＨＰの５％を消費する。つまりは実質的には一度使うたび、最低でも30％以上のＨＰを失うことになる。

　しかし、消滅ロストしているということは、ゲーム上に存在しないにも等しい。だから、俺とスミカはロエスレルの『フルメタル・バイツ』を受けなかった。命中したという判定の対象にすらならなかった。

　防御をこじ開けるほどの攻撃を受けた時点で、《ファントム・ウォーク》を発動していた。さらに『フルメタル・バイツ』の余波で互いの視界が遮られた隙すきに、地形も障害物も、全すべてを無視して、ビルの壁を透過、ビル外に逃れた。消滅していた俺たちにはそれができた。

　ただし、これまで受けたダメージを含めて、ＨＰはもう40％も残っていない。

　だが、それを代償として勝負はついた。

　そもそも、あいつから受けたダメージは初撃と少々の持続ダメージのみだ。いったん退避して戦いを引き延ばしたのは、『クラウド・サクリファイス』を理解するためでもある。

　結果、あの敵はヴィジョンの操作法の差異、アビリティの仕様、追加要素であるＳアビリティや攻撃行動が地形へ及ぼす影響を次々披露してくれた。

「自前でのチュートリアルとしては十分だ」

「勝ったね。お兄ちゃん」

　霧きり花かの言葉に頷うなずきを返す。

　霧花が大弓につがえた光の矢は、大剣よりもはるかに長大で、霧花自身の数倍の長さを持つ。もはや攻城兵器に近い代物だ。

「撃て」

『デストラクト』の大おお槍やりが放たれる。

　光で構成された破は城じよう槌ついともいえる一撃は、降りしきる金の雨を貫き、腐食されて砕くだけたアスファルトを巻き上げ、戦場だったオフィスビルに突き刺さった。

　敵がロビーにいること以外わからず、狙ねらい撃つことはできない。だが、これでよかった。

　奴やつが降らせた金の雨はビル全てを腐食している。等しくダメージを与える効果は、ビルの最も弱い場所から破壊している。だから、床は簡単に壊こわれた。腐食は蓄積し、先程よりもビルは崩壊へと近づいているはずだ。

　そのビルを支える下層を太陽神の最大火力で撃ち抜けばどうなるか？

　結果は見えていた。

　光の大槍が壁を撃ち抜く。外壁の一角が崩壊し、ビルが傾く。あとは建造物自体の重量が半壊した下層を押し潰つぶし、全てを崩壊させていく。

「真正面から戦って勝てない相手とは真正面からやらない」

　アビリティの発動と同時に距離をとった俺と霧花の眼前、夜よ闇やみに降りしきる金色の雨の中で、戦場のビルは粉ふん塵じんを巻き上げて倒壊した。
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　崩壊したビルを睨にらむ。戦場になっていたビルの周りにも人通りはなかった。現実ではないのだから当然だが。

　崩れたビルは形を保っているものの、下層は完全にへしゃげてしまっていた。

　地形や建造物がプレイヤーにダメージを与えることは、二階からロビーへ落下した時に相応のダメージを被ったことで実感している。

「まだ、だ……」

　硬いものが転がる音がした。

　うずたかく積みあがった瓦が礫れきを押しのけて、低い唸うなりと共に獣が立ち上がった。

　機械の腕はもげ、鎧よろいは火花と黒煙を上げる。毛皮は血に染まっていた。その懐にかばっていたのか、プレイヤーが抱きかかえられている。

　粉ふん塵じんにまみれた男は自力で立つこともできない。だが、目はこちらを睨んでいた。

「さすがは機甲獣士か」

　間一髪、ビルの倒壊から逃れたというところだろう。

「俺は……！　祭祀王ロードになったことがある。それなのに、お前なんかに！」

　血を流してわめく。

　祭祀王ロードの称号はたった一度の取得にしても、確かに運だけでは得られない。あの状況から逃れることができたのも、ヴィジョンの性能を把握した戦術も納得はできる。

　だが、それなら俺は称号を失っているとはいえ十王ロード・オブ・ロードだ。

「敗まけるかよ……！　俺には、金が……」

　くだらない『Wish』だと心底思った。

　もしかすると、あいつにもそれなりの事情はあるのかもしれない。敗けて『Wish』を失なくすなら、あいつも金を失くすことで、それ以外の大切なものを喪うしなうのかもしれない。

　だが、霧きり花かの肉体をこれ以上傷つけさせるわけにはいかないし、俺の『Wish』を譲るわけにはいかない。

　霧花は護まもる。誰が相手でも、二度と喪わない。もう選択を間違えたりしない。

　──俺は、既に父さんを消している。

　そして、敗ける理由もまた皆無だった。

　霧花のＨＰ40％に対して、ロエスレルはもう５％にも満たない。自己強化も既に消えているし、リチャージも間に合わないと見ていい。

　つまり、まともにやって勝てる。

　それなら勝つ。犠牲サクリフアイスが必要だというなら、いくらでも捧ささげてやる。

　だから、俺は霧花を動かした。

　破壊の雨の中、ロエスレルはプレイヤーを抱えたまま、緩慢な動きで構えようとする。

　それよりも速く霧花は踏み込み、黄金の剣をもって機甲獣士の砕くだけた鎧よろいを引き裂き、両断していた。




『Vision Lostヴイジヨン消滅』




　声もなく、憎しみの形相を残してプレイヤーもロエスレルも空中に溶けるように消えていく。




『VORTEX Defended防衛成功!』




　それと共に、俺と霧花の勝利が告げられた。
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　全身の力が抜けた。ともすればへたりこみそうになるのをなんとか堪こらえる。いつの間にか、身体からだはじっとりと冷たい汗で湿っていた。

　勝利が告げられて数秒、視界は暗転し、目の前から夜のオフィスビルも、それが崩壊した光景も消え失うせた。

　今、目の前にあるのは見慣れたキッチンとリビングだ。自分の部屋に戻っている。

　先ほどまでの戦いは『クラウド・サクリファイス』が網膜に投影したＶＲなのだとすれば、最初からここを動いていなかったというのが正しいんだろう。

　自然、視線は探している。

　霧きり花かはそこにいてくれた。

　もうスミカと同じ金色の髪はしていない。青い髪をおさげにした変わらない姿で立っている。背を向けて、そこに存在している。

「無事か？　痛みとか大丈夫か？」

　霧花は振り向かない。

「霧花？」

　呼びかけても振り向かない。

　ぞくりとした。ＶＲとしてもあまりにもリアル過ぎる異質な光景や、戦いの中で実際に感じた痛みや、スミカの姿に変わった霧花。

　見ていたものは現実なのか？

　目の前の霧花は現実なのか？

　この数時間の全すべては現実のままでいてくれるのか？

「ゲームですごく強いキャラを持ってる人がいてね。武器とかアビリティでもいいけど」

　振り向かないまま、霧花は言った。

「でも、その強いのを自分ルールで使わないで、そのまま敗まけた人どう思う？」

「え？」

　間の抜けた声を出してしまった。表情が見えず、霧花の言葉の意図をつかみきれない。

「……こだわりか縛りプレイかわからないが。敗けたらただのマヌケだ。そういう奴やつに限って言う。『あれを使うと卑ひ怯きようだろ』とか『あれを使うとおもしろくない』とか」

「よかったね。お兄ちゃんは敗けたマヌケじゃなくて。ヴィジョンを動かして、自分も動くのと、わたしにヴィジョンの操作を預けるのだとどっちが有利なのかわかるお兄ちゃんだもんね。わたしがけっこう動けるの知ってるお兄ちゃんのはずだもんね」

　振り向かないままに言うが、その声も喋しやべり方も明らかに霧花のものだ。そこに霧花がいてくれる。そのことに安あん堵どの息を漏らす。

　……同時にわかる。霧花の声は明らかにかなり怒っている時のものだ。安堵の息が動揺のあまり変な音を立てた。

「いや、さっきのアレは……」

　怒っている理由はひとつしかない。戦闘中に霧花から肉体の主導権を奪ったからだ。

「すぐに戻す。自律設定は」

　慌てて端末を操作して、自律設定を元通りにする。

　だが、霧きり花かは振り向かない。

　自分で動かせるようになった手を後ろで組み、ツンとした様子で胸を反らす。それでも、振り向かない。怒っているという意思表示は伝わってくる。

　戦闘中、霧花は途中から食い下がるのをやめた。その理由は単純で、戦闘を邪魔しないためだ。許してくれたわけじゃない。

　霧花の言いたいことはわかる。ゲーム如ごときにこんなことを言うのは嫌だが、サクリファイスの戦いに霧花の命がかかっているのは確かだ。決して敗まけられない。ヴィジョンを撃破されるわけにはいかない。

「勘違いはするなよ。つまりは、お前を使うタイミングを計っていたって話だ。そもそも、感情に流されるとか、ダサいことするわけがない。結局、俺はあいつからまともにもらったのは初撃だけだ。勝てると踏んだから、ここでお前を使う必要はないと思った。言ってみれば、お前は俺の奥の手だ」

　早口だが、事実を言っている。実際敗ける要素はなかった。霧花を使わないで敗けるなら、迷わなかった。

　だが、使わなかった理由の半分が感情というダサい理由だと、腹立たしいが理解もしていた。霧花の苦痛の声なんて聞きたくない。

「あれ？　わたし、お兄ちゃんがマヌケじゃなくてよかったって言っただけだよ。どうして早口になってるの？」

　不意に、霧花はクルリと振り返り、スカートの裾すそがふわりと揺れた。細めた瞳ひとみと唇にはからかうような微笑を湛たたえる。

　それから、クスリと声をこぼした。

「心配してくれてるのは知ってる。ありがとう」

「だから、勘違いするなってわざわざ言ってるだろ」

「うん。勘違いしちゃった。早口だから、大事にされてるって。いざとなったら、使ってね。ちゃんと使ってね」

　念を押すというよりは、言げん質ちを取られたような気がする。

「ああ、まあ……。使う」

　霧花はうつむき、肩を震わせる。笑っているのを隠すふりだけして、隠すつもりがない。目尻には涙まで浮いていた。

　何か言ってやりたいが、言葉は喉のどに引っかかるだけだ。

「……いつまでもこんなこと言ってる場合じゃない。今後の話をする」

「うんうん。今後の話、しよ。いざとなったら、わたしがお兄ちゃんと一緒に戦うって。痛いのとか怖くないわたしが」

「いいから見ろ」

　サクリファイスのマップをＡＲ上に展開する。霧きり花かは俺と同じ方向からそれを覗のぞき込もうというのか、胸元に後頭部を預けてきた。

　表示されたものはこの周囲のマップだ。現実のマップに重なる形で、各プレイヤーの支配する領土ボルテツクスが色とりどりに描かれていく。その中には、俺たちが雨あま音ねから譲渡されたボルテックスもあった。

　各ボルテックスを所持するプレイヤーは色で区別されている。しかし、色以外で、プレイヤーを判別する方法はなく、プレイヤーの名前や、ヴィジョンなどは一切わからない。

　その中で唯一、プレイヤーの名前が表示されているのが、アマネ＝雨音の領土だった。

　貴き賢けん城じよう駅周辺のボルテックスをサーモンピンクのシンボルカラーが染め上げている。

　ボルテックスの数は九。この周辺の他プレイヤーが多くとも三つ程度のボルテックスしか持たない中、突出して多くの領土を持っている。

「さすがだな」

「だね。雨音ちゃん、昔からゲームうまいもん」

　九つのボルテックスがあれば、多くの特典を継続的に得ることができる上、いざ強敵とぶつかった時にも撤てつ退たいを視野に入れて戦術を組み立てることもできる。

　ボルテックスをたったひとつしか持たない俺とはまるで違う。

　本来ならば、雨音の怪け我がが治るまでは、生き残ることだけを考えるべきだ。

「わかってるよ。お兄ちゃん」

　霧花が困ったように眉まゆを下げる。不快そうには見えないが。

「雨音ちゃんからもらったボルテックス。返すことができるようにするんでしょ？」

　見透かされていた。

　つまり、今度はこちらから手薄なボルテックスを攻めて、奪取したいと考えている。

「悪いな。雨音相手でも、借りとかは気持ち悪いんだ。そういうので人間関係は簡単に壊こわれる。だから──」

「雨音ちゃんの『Wish願い』を聞いたから」

　言葉を遮られた。

「そうは言わないの？」

　小首を傾かしげる。無邪気に問うが、瞳ひとみはじっとこちらを見据えている。

　雨音が『クラウド・サクリファイス』でかなえた『Wish』。口にこそ出さなかったが、否定もしなかった。

　雨音は事故に遭った耀あき音ねが生き返ることを望んだ。

「俺が望んだこととそう変わらない。それなら、俺にとって重要なのは俺自身の願いだ」

　言い切り、もう一度マップに目をやる。俺たちのボルテックスは貴き賢けん城じよう駅を中心とした雨あま音ねのボルテックス群の一角にある。

「サクリファイスとか言っているが、そのへんのプレイヤーは俺の敵じゃないことがわかった。だから、まずは雨音に借りを返しておく。自分の領土に集中できるようにな。それに、雨音が生き残っていれば、信用できる戦力として使える」

「うんうん。借りを返すためで、利用できるんだからしょうがないね。全然、雨音ちゃんや耀あき音ねちゃんのためじゃない」

「だから、そうだって言ってるだろ」

　霧きり花かは構わずクスクスと笑っていた。

　それ自体は不本意だが……次に何をするべきか。雨音に会う前に何をしたいのか。俺も霧花も理解はしていた。






第六章　新しい日常









「や、やだ！　助けてお兄ちゃん！」

「だから一人で突っ込むなって言っただろ」

　切羽詰まっているわりに、霧花の声は緊張感に欠けていた。

　目の前にいる霧花は幼い。身長は今よりもさらに小柄だ。おさげの髪型は今と似ているが、より幼さを引き立てている。手にしている携帯端末はまだビフレストが開発される以前の、いわゆるスマホだった頃のものだ。

　懐かしさを覚える。これはまだ俺と霧花が小学校中学年の頃の光景だ。

「初見なんだから、慎重に行けよ。まずはパターン見極めだろ」

「なんとかなるかなーって」

　舌打ちを返しても、霧花は悪びれた様子もない。端末上でせわしなく指が動く。

　俺たちが手にした旧世代の端末。まだＡＲ表現などが一般化されると思っていなかった頃のディスプレイに映っているのは巨大なモンスターと、それと戦う大おお仰ぎような武器を装備した完全武装の騎士たちだった。なお、真っ先に敵に突っ込んで、ライフを半分ほど削られている大太刀使いが愚妹。

「いけるか。雨あま音ね？」

「うん」と、応こたえはすぐ隣から来た。

　俺や霧きり花かと同じ、まだ小学生だった頃の雨音が自分の端末を見据えていた。

　冷静な眼まな差ざしも端末ばかり見ている姿も今とさほど変わらない。大人びている。

　思い出す。この時、俺たちは雨音の家で一緒に遊んでいた。

「霧花。私がサポートするから」

　雨音の騎士は大おお槍やり使い。その間合いの限界ギリギリを見計らい、遠距離から連撃を繰り出し、敵の攻撃は紙一重でかわす。

「お前、手堅いよな。ソロでかなり練習したんだろ」

「下手だから」

　素っ気なく応える、そういう奴やつだというのはわかっていた。小学生だったこの頃でも付き合いは既に長い。

　武器の扱いも、敵モンスターの動きへの対応も、派手な超絶技巧こそないが、それらを何度も経験したプレイヤーのものだった。俺と霧花は初見だけど、おそらく雨音はソロで予習している。

　ディスプレイ内で敵が飛ひ翔しようする。

　霧花と雨音と視線が通う。これは予想していた動きだった。

「俺がアイテムで叩たたき落とす。雨音は霧花に攻撃強化を。霧花は……」

「好きにやるね。いつもどおり」

　初撃をもらって以降、ほぼ反射神経のみで攻撃を回避し続けて、反撃を加え続けていた霧花が目を細めた。

　あらかじめ満載しておいた対空トラップの連打を受けて墜落した敵が倒されるまで、数分もかからない。





　　　◆　◆　◆






「どうしたの、お兄ちゃん？」

　霧花の声に我に返った。

　現実だが、現実じゃない。おそらくＶＲとして描かれていた無人の街並みの光景が消え失うせれば、そこにあるのは大型商業施設『ＯＡＳＩＳ』を遠くに見る街角だった。視界には街並みに重なるＡＲ広告が騒がしい。

　貴き賢けん城じよう駅から見れば北側に位置する場所に俺はいた。近くにはエデンを遊ぶプレイヤーの姿がある。

『クラウド・サクリファイス』のボルテックス攻略に成功した直後だった。

　数度の防衛も含めてまだ十回にも満たない体験で慣れを感じ始めるのだから、人間の感覚は柔軟だ。あるいは贅ぜい沢たくなのか。

　久々にゲームに対して本気の攻略を仕掛けていた。昔、霧きり花かや雨あま音ねと空き時間さえあればゲームしていた頃のことを思い出したのは、そのせいだろう。

　傍らの霧花は貴き賢けん城じよう第一のセーラー服に、スクールセーターを着たいつもの姿だった。

　そして、いつの間にか腕を絡めていた。

　エデンのプレイヤーがチラリとこちらを見る。

　霧花はそちらに視線をやり、もう一度俺のほうに戻してから意味深に微笑ほほえんだ。

「だから恥ずかしくないのか？」

「だって兄妹きようだいだもん。大丈夫だよ」

「何がどう大丈夫だよ」

　とりあえず歩き出すが、霧花は腕を絡めたままでついてくる。

『ＯＡＳＩＳ』を出ているとはいえ、商店が立ち並ぶあたりで人通りは多い。視線を感じる気がするので、目を合わせないようにうつむく。恥ずかしいわけじゃない。そういうのが面倒なだけだ。

「ひとまず十分だ。ボルテックスの数は」

　雨音から『クラウド・サクリファイス』に招待され、ロエスレルというヴィジョンを相手に初めての防衛線を繰り広げた二日後。

　俺と霧花は普通に学校に行って、くだらない時間をごくごく当たり前に過ごして、それから『ＯＡＳＩＳ』に向かった。霧花は表面上何も変わらない。いつものように俺をからかって楽しそうにしている。

　周囲に今の霧花がどう見えるのかを心配していたが、その反応もごくごく普通だった。霧花も友達と自然に接している。

　樹木の竜のようなヴィジョン、カヤノヒメを倒し、『ＯＡＳＩＳ』のボルテックスを奪取。少し休憩したあとで、近くにあるこのボルテックスを落とした。

「これで返すことができるね。雨音ちゃんにもらったボルテックス」

「ああ。その上で三カ所を確保した状態だ。このあたりのプレイヤーとしては上出来だろ」

　そのために、俺と霧花は昨日一カ所、今日二カ所、ボルテックスへの侵攻Invasionを行った。もちろん、勝てる上、得るものがあると考えての侵攻で、雨音からの恩に流されたわけじゃない。

　実際、得たものは多かった。

　ひとつはボルテックス三つ。これで多少の余裕を持つことができた。さらに貴賢城周辺では標準的な数のボルテックスを確保したことで、初日のように他のプレイヤーから攻撃されることが、今のところだがなくなっている。ローリスクで攻めることができる相手と思われなくなったのだろう。

　そして、何よりも。エデンとはまるで違うサクリファイスでの戦闘経験や、Ｓサクリフアイスアビリティの効果、他にも様々な情報を得ることができた。

「やっぱりたいしたことないな。サクリファイスとか気取ったところで」

　俺の戦法とＳアビリティ、ヴィジョンとしてのスミカの性能はサクリファイスでも十二分に通用する。『決闘祭デユエル・オブ・ハーヴエスト』上位同士での戦いよりも明らかにぬるい。

「あれ？　珍しく油断してる？　油断で危機に陥って、わたしの出番？」

　霧きり花かはやけに嬉うれしそうに言う。

「油断じゃないし、危機にも陥らない。プレイヤーの標準レベルを観察してるだけだ。だけど、仕様は本当にクソだな。なんでこんなにＰＶＰ対人戦をさせたがるんだ。『決闘聖域サクリフアイス・サンクチユアリ』とか頭おかしいんじゃないか？」

　この二日で、サクリファイスで追加されたシステムはおおむね把握していた。

　ＰＶＰの要素は、ボルテックスを巡る領土戦だけじゃない。『決闘聖域』は月に一度行われるイベント。要するに諸もろ々もろの要素で増減する月間個人戦果から自動的にマッチングされる強制対戦だ。

「始めたばかりの俺が強い奴やつと当たることはないだろうけど……。プレイヤーに負荷を与え続けるものが奥深いゲームとかいう勘違い。ゲーム作りの素人がかかる類の病気だろ」

「お兄ちゃんなら、こういうゲームどうやって作るの？」

「作り手に回る気なんてさらさらない。こうやって無責任に文句言うのが楽なんだ。作る側に回ったら、何か言うにも責任が出てくる。俺にとってゲームはただの娯楽なんだよ」

「無責任に言ってるみたいだけど、根っこがマジメなのが、お兄ちゃんらしいね」

　それこそ、俺のことをわかったように言う。

「対人とは違うけど、『破滅の創世カタストロフイ・リバース』はしないの？」

「共闘レイド系のシステムだろ。できなくはないが……」

『破滅の創世』。たいそうな名前をつけているが、つまりはエデンのボルテックス・クエストに近い。

　強力な破滅の尖兵カタストロフイを相手に、フレンドや野良の参戦者を含む、複数のプレイヤーで討伐を挑む。よくある共闘コンテンツだ。

　サクリファイスのマップを開く。

　貴き賢けん城じよう駅やこの『ＯＡＳＩＳ』周辺には雨あま音ねが所持するサーモンピンクのボルテックスがある。それを含め、点在するボルテックスのいくつかには、三本の剣が交差するシンボルが表示されたものが存在した。雨音の領土にひとつ、他のプレイヤーの領土に数カ所。俺の所持するボルテックスに、そのシンボルはない。

「まず、俺が『創世の痕リバース・ポイント』持ちのボルテックスを持っていない」

　つまりは、件くだんのシンボル『創世の痕リバース・ポイント』があるボルテックスには、一定周期で『破滅の創世レイドイベント』を開始する権利が与えられる。いわゆる共闘クエストの自発だ。

　この権利があることで、戦いやすいかどうかという地形的な意味合い以外に、一部ボルテックスに付加価値が加わることになる。

「その上、『破滅の創世』で当たるレイドボスのデータも、参加者の傾向もわからない。『創世の痕』付きのボルテックスを落としにいくことはできるが、リスクのほうが大きい」

「でも、やるんだよね？」

「できればやりたくない。こんなリスクばかりのコンテンツ。サクリファイス全部だが。システム側からの強制、対人重視、高難易度過ぎる共闘……末期のゲームにありがちなクソコンテンツばかりだ」

　とはいえ、いずれ『破滅の創世』に挑まざるをえないのも事実だ。視界の端に表示される『破滅の創世』関連のヘルプ。

　当たり前だが、『破滅の創世』にはリスク相応の報酬が用意されている。レイドボスに対するプレイヤーの戦果に応じて、希少なＶＭヴイジヨン・マテリアルと共にＳＳサクリフアイス・シンというポイントが与えられる。それを消費して様々な特典──エデンでは見たこともない強力なＡＶ、消費アイテム、ボルテックスに設置するトラップ──を得ることができる……という、珍しくもなんともないものだ。

　その特典リストに『make a Wish』というものがあった。ＳＳ２００００ポイントと引き換えに得られるそれは、俺たちがサクリファイスと出会った日に、雨あま音ねから送られてきたメッセージと同じ言葉。つまりは、エデンのプレイヤーを能動的にサクリファイスに招待する権利だ。

　雨音はそれを手に入れるだけのＳＳを得ていた。そして、俺たちに使った。

「雨音が本当に招待したかったのは、俺じゃない」

　雨音がかなえた『Wish』と、欠落した記憶を抱えて明るく振る舞う耀あき音ねの姿を思えば、あいつが大量のＳＳを貯ため込んで何を目指していたのかは考えるまでもない。

　耀音のエデンをサクリファイスに変えて、『Wish』で記憶を取り戻させる。雨音はゲーム自体には興味がなくて弱い耀音を護まもり、戦い続ける。

「……こっちの借りも返す」

　霧きり花かは眉まゆを下げ、「だね」と頷うなずく。

「そのためにまずは情報だ。雨音に色々聞く必要がある」

　この後、雨音の家を訪ねることになっていた。雨音自身はすぐにでも俺たちと会うつもりだったようだが、怪け我がはそれほど軽くなく、端末も手元になく、昨日一日は安静にせざるをえなかったと連絡があった。

　ロエスレルとの戦いと勝利、その後のボルテックス攻略についてだけは伝えている。




アマネ『戦いは避さけてと言った。ボルテックスなら代わりがある』




　最初は明らかに怒っている返事が届いた。




アマネ『大丈夫？』




　しばらくして、こんなメッセージが来た。

　雨あま音ねらしい、シンプルなメッセージだ。勝算があってのボルテックス攻略だったとはいえ、心配をさせたことだけは申し訳ないと思っている。

「無理してないかな。雨音ちゃん」

「無理はしてるだろ。怪け我がは後になってから痛む」

　俺の目から見ても、軽い傷じゃなかった。

「雨音ちゃんの怪我。わたしたちでカバーできればいいね」

「どういう人間かわかっているし、実力もある。共闘相手としては申し分ない。治るまでは俺がカバーする。俺が」

「わたしたちだよ。もう切り札使おうよ。敵との出会い頭に切り札いこ？」

「そろそろ行く準備をしないとな」

「わたしたちー。切り札ー」と、頬ほおを膨らませる霧きり花かはともかく、俺は足を速める。

　そうするうちに『ＯＡＳＩＳ』まで戻ってきていた。ボルテックスを落としている以上、ここにもう用はない。

　顔を上げればいつもながら目にも耳にもうるさい光景が広がっていて、うんざりする。

　多層構造の『ＯＡＳＩＳ』には各階でＡＲの宣伝広告がちらつく。竜や妖よう精せい、騎士、共有設定を制限しない垂れ流しのヴィジョンが、一階の大通りをプレイヤーと共にうろうろしている。ＳＮＳからのフィードバックを切ってなければ、コメントもムダにポップアップしてくるところだ。他人の感想なんてどうでもいい。

　ふと、視界を真っ白な衣装が横切った。

　思わず目で追ってしまってから、眉まゆをひそめる。

　神官らしい女だった。白い衣と控えめな銀糸、金糸で彩られた装束は清せい楚そな雰囲気をかもしだす。だが、スカートは短く、胸元は不自然なほどに大きく開いていた。ファンタジーでよく見る、過剰な装飾が施された衣装だ。

「何見てるの？」

　素朴に尋ねたふりをする霧花は白い歯を見せる。わかっていて聞いている。

「共有設定に制限かけてない類のヴィジョンだ。どんなヴィジョン連れてもいいが、あんな姿のものをうろつかせるのが一般化すると、叩たたかれるぞ。場所をわきまえないと迷惑だ」

「あんな姿って、どんな姿ー？」

「……っ？」

　一瞬、霧きり花かが言ったものかと思ったが違う。悪戯いたずらっぽい口く調ちょうだが、霧花じゃない。

　それはまったく知らない声ではなかった。さらには携帯端末の撮影音が続く。

　白い歯が映えるニッとした笑顔。一瞬、視線を引きつけられてしまった大きく開いた胸元が目の前にあった。

　神官風のヴィジョンが息のかかる距離にまで顔を近づけている。

　吐息は確かに鼻先をくすぐっていた。かすかに感じた甘い匂においが、呼吸のものなのか、それ以外のものなのか判断がつかない。

　繊細な細工で彩られた髪留めで結われた赤いサイドテールが純白の装束を流れ落ちる。

「耀あき音ねちゃん？　え、わからなかった！」

　霧花も本気で驚いていた。

「ヴィジョンじゃなかったのか」

「ヴィジョンと間違えるなんて失礼だなー。信しんは。……でも、ヴィジョンと間違えられるほど似合ってるのかな？」

　そう言うと、女神官は……耀音は白い装束を揺らしてクルリと回って見せた。












「ま、ヴィジョンのコスプレなんだけどね」

　明るくウィンクして見せる。

　こうして見るといつもの耀あき音ねだ。

　だが、言葉に詰まった。

　テンションについていけないのはいつもどおりだ。だけど、俺は耀音自身が知らない耀音が抱える事情を知ってしまっていた。

　雨あま音ねが『クラウド・サクリファイス』でかなえた『Wish』。

　霧きり花かも眉まゆを下げ、困ったような表情を作ることしかできないでいた。

「え、ちょっ……」

　耀音が目を瞬まばたかせる。それからそっと胸元を隠すようにしながら後ろに下がる。空いたほうの手は短いスカートの裾すそを恥ずかしげにつかんでいた。

　うつむき、上目遣いにこちらを見る。白い頬ほおは明らかに赤くなっていた。

「確かにちょっとだけ肌出てるけど……」

　いつもどおりを装いつつも、声には恥じらいが混じっている。

「いや……」

　そうじゃなくて──と、続けようとするがそれはそれでできなかった。

　露出が多いとは思っていたが、耀音自身に意識されるとこちらも意識する。

　視線ひとつで、変なところを見ていると思われる。俺が動揺したのはそこじゃないのに。

　思わず目を逸そらした。

「耀音ちゃん。似合ってるよ」

　言ったのは霧花だった。見れば、もうケロリとした顔をしている。

「でも、本物のヴィジョンかと思ったよ」

「そ、そう？　それならよかった。かわいい？　かわいいかー」

　耀音の顔は一転して、明るさを取り戻す。それからまたニッと白い歯を見せる。照れた仕草は消え失うせた。

「信しんは？　信の感想はどう？　かわいい？　言ってみ？　かわいい？」

「どういう設定のキャラなんだ？　性格は？」

「えーっと」

　眉根に皺しわを寄せて考え込む。

「なんとか聖教会の……名前忘れちゃったな。ほら、マーヤのヴィジョン」

「誰だよ。マーヤ」

「ＭＩＳＴ７のマーヤ荻野目真彩でしょ。え？　知らないの？　うそ！」

　驚きよう愕がくされた。自分がコスプレしてるヴィジョンの設定も把握してない駄姉に。

「つまりは、芸能人の有名ヴィジョンの類かよ。くだらない」

「そうそう。性格は清せい楚そで物静かで理知的で──」

「耀あき音ねにはない要素ばかりで、再現するのが大変そうだな」

「ひどっ！　でも、うん……」

　耀音は苦笑混じりに頬ほおを掻かく。

「どちらかといえば、あたしよりも雨あま音ねだよね。似合う。想像するだけでかわいい！　さすが雨音！」

「顔自体はそれほど変わらないはずなんだがな……」

　服装やシュシュの違いはともかく、この姉妹の印象はまるで違う。とはいえ、雨音は雨音で静かなのはともかく、清楚という感じではないが。

「あたしは雨音がかわいかったらそれでいいかな」

「普通、双子ゆえの軋あつ轢れきみたいなのとかあるだろ。妹バカ」

「え？　やだ。お兄ちゃんのこと」

　霧きり花かがわざとらしく頬を押さえたが無視する。

「それで、なんでヴィジョンのコスプレしてるんだ？」

　実のところ、問うまでもなく答えは出ていた。

『ＯＡＳＩＳ』一階の大通り沿いにはアパレル系、飲食系の店が軒を連ねる。

　その中にアイスクリームのチェーン店『３０１』があった。通りに面したガラスの向こう、客がのんきにアイスを食べている。

　ＰＡＲ公共ＡＲが表示するキャンペーン情報が、店頭にそのなんとかいうアイドルと、耀音と同じ服装のヴィジョンを浮かび上がらせていた。

「『３０１』でバイト中か」

「正解！　はい。ご褒美の割引クーポン」

　耀音が手にした商用端末を操作すると、視界内に割引クーポンが現れる。受け取りを承諾すれば、携帯端末を通して、クーポンを使用できる。

「ふふふ。でも、本物のヴィジョンと間違えられたんだから、あたしすごいんじゃない？」

　言いつつ身を寄せて、俺もろとも自撮りしようとしてくる耀音を押しのける。

「ケチー！　記念に撮ろうよ！　雨音にも送るからー」

「送るな。お前、ゲーム自体しないし、設定もうろ覚えだろ。バストーニュ聖教会の聖女だ。そいつは」

　原形を留とどめないほどにカスタマイズされているが。

「……知ってるし。それにエデンなら遊んでるってば。ほら見て見て、ポルックス」

　バイト中にもかかわらず、耀音は自分の端末で共有設定を全体化したヴィジョンを呼び出す。例のぶさいくな犬のヴィジョンだ。ハウンと吼ほえた。

　よく考えれば、雨音のカストルと耀音のポルックスは、ギリシア神話の双子の名前か。

　……似てない双子だ。種族すら違う。

「信しんはエデンけっこうやるんだっけ？」

「今さら……」

　当たり前のことを聞くな、と続けることができなかった。

　耀あき音ねはごくごく自然に尋ねている。俺は耀音の前でもエデンを遊んでいた。

　それでも尋ねるということは、耀音にその記憶がないということだ。

　出かけた言葉を飲み込み、別の言葉を口にする。

「遊んでるのは雨あま音ねもだろ。最近はどうか知らないが」

「必死にお願いしてるのに、フレンド登録してくれなくて、耀音さんショックを隠せない」

　耀音は肩を落とし、それからすぐに顔を上げた。

「そうそう。アイス、奢おごるから食べてって。クーポンは今度使ってくれればいいから」

　断る間もなく、手首をつかまれ、そのまま店のほうに引っ張られた。耀音は意外と力が強い。

「霧きり花かちゃんも。三段重ねまでＯＫ！」

「嬉うれしい！　ありがとう。耀音ちゃん！」

「時間がないだろ」

「まだ待ち合わせまで一時間以上あるよ」

「耀音に奢られる理由がない」

「あるよ」

　強引に手を引いたままで、耀音は言った。

「こんなんじゃお礼にもならないけど。でもね。ある」

　耀音がこちらを振り返る。

　いつものうるさい耀音とは違う。雨音の冷ややかな眼まな差ざしとも違う、温かな熱に濡ぬれた目が見つめていた。

「雨音のこと、ありがと。一昨日おとといね。助けてあげてくれて」

　その瞳ひとみに光るものがある。

「あたし、雨音に何かあったら……。だから、ね？」

　言い残し、顔を背けると空いている手で目元を拭ぬぐう。

　違う。礼を言うべきは俺たちにじゃない。雨音が怪け我がをしたのは俺のせいだ。

　助けられたのは俺たちだ。雨音はあの時、霧花を助けようと身を挺ていして飛び込んでくれた。結果、大怪我をしたにもかかわらず、俺たちにサクリファイスという救いを差し出した。本来ならあいつが救うべき相手は今、目の前にいる。

　再びこちらを見た、耀音はいつもどおりの耀音だった。

「困ったことがあったらなんでも言って。おじさんがずっと行方不明で、ご飯も霧花ちゃん一人じゃ大変だろうから、そういうのでもいいし。あたし、女子力高いんだから」

　思わず、霧きり花かと視線を交わしていた。

　耀あき音ねは父さんが行方不明だと思っている。多分、『Wish』による変化の影響だ。過去、父さんが行方不明になったことはないし、病院で会った時には、耀音はうちの事情に関して気づかってくれていた。

　父さんはやはり戻らない。突然出て行ってしまったかのように、服や持ち物だけが残されているだけだった。

「悪い」

　思わず言葉が漏れた。

　感謝の言葉じゃない。耀音の心を変えてしまったということ、雨あま音ねを傷つけたことへの罪悪感が口を突いて出ていた。

「気にしない。さあ、選んで」

　そんなことに気づかない耀音はいつもと変わらない。

『３０１』のレジの前で立ち止まってしまう。

　背中を軽く撫なでる感触。

「お兄ちゃん。わたしの夢かなっちゃう」

　目を瞬まばたかせる。思い出したのは、あの日、霧花がこうなる前に口にした願いだった。

『お兄ちゃんと『クラウド・エデン』して、『ＯＡＳＩＳ』で一緒に服を選んで、アイスクリームも食べちゃうの。お金に余裕が出るんだから、映画も月に三回！　全部ホラー！』

　願うまでもないただ普通の日常だが。

「……小さな夢だな。もっとしっかりした展望を持てよ」

「それはアイスを食べてから考える。ね？」

　霧花の声は全すべて見透かしていて、優しかった。





　　　◆　◆　◆






『３０１』の売りは定番から季節限定もの、多種多様なフレーバーのアイスを何段にも重ねて、さらにトッピングも自由に組み合わせて楽しめることだ。『３０１』のＰＡＲを端末で操作することでリアルなサンプルを作ることもできる。

　俺と霧花は耀音に促されるままに注文を終えて、窓際の席についていた。

　ガラスの向こうには『ＯＡＳＩＳ』の大通りが見える。例のコスプレをした耀音が道行く客に端末のクーポンを配っている。

　時々こっちを見て手を振る。働け。

　俺と霧花はワッフルコーンの上に乗った二段重ねのアイスを手に、それを眺めていた。

「お兄ちゃん、アイス詳しいよね」

「詳しくない」

　チョコキャラメルアーモンドとクリーミーチーズストロベリーの濃厚で甘ったるい中に、鮮烈な酸味を覚える味わいを、ワッフルコーンの香ばしさ、アイスと異なり快く砕くだける触感を一緒に楽しみつつ、俺は眉まゆ根ねを寄せた。

「前に食べたのを憶おぼえていただけだ」

「サンプルの組み合わせ、五分ぐらい試してたよね。いつも無効にしてるＳＮＳの評価も見てた」

「情報は吟味するものだ。鵜う呑のみにしてるわけじゃない。それに、味はともかく、今日のお前に合う色合いは実際に見ないとわからないだろ」

「うんうん。ピッタリ」

　本当にそう思っているのか、からかっているのか。

　霧きり花かは同じくワッフルコーンの上、二段に乗せたアイスを舐なめる。定番のチョコミントと季節限定のバナナピーチミックスだ。見た目の可か憐れんさの中にある冷たさとしっとりした苦みにとろけるような甘あま味みが入り混じる。そんな霧花を表した組み合わせだ。

　遠慮がちに舐め、心から味おうとするように目を閉じ。「これこれー」と声を漏らす。

　……考えてみれば、こういうのは本当に久しぶりだ。霧花は年相応に甘いものが好きで、そういうものを食べる機会がないわけでもなかった。アイスも食べた。だが、ほとんどがスーパーで安く売ってるものをごく稀まれに家で食べていただけだ。『３０１』の前を通ることがあっても「食べたいね」というだけで終わっていた。

　普通の高校生がわざわざ夢として語るようなことじゃない。

　それでも、霧花は楽しそうだった。

「ねえ、気づいた？」

　舌先でアイスを堪たん能のうしながら、霧花が呟つぶやく。

「耀あき音ねが言った、父さんの話だな」

「うん。行方不明なんだね」

「『Wish』による変化か……」

　実感は湧わかないままだったが、信じるしかない。

　窓の向こう、楽しそうな耀音を横目に見る。耀音自身も、雨あま音ねによって変化している。死から生への変化、つまりは壊こわれてしまった肉体の修復と、その過程で発生した代償──記憶の欠落。そこにまた身勝手な変化が加えられた。

「でも……」と、霧花が小首を傾かしげた。

「雨音ちゃんは変化しなかったんだね」

「そういえばそうだな」

　あの場にいた雨音に変化はなかった。記憶は書き換えられなかった。もし、『Wish』による辻つじ褄つまが合うなら、落下も起こらなかったとして雨あま音ねの傷が治るのが道理のはずだ。

「それも後で訊きいてみればいい」

　言いつつ、ワッフルコーンをかじる。霧きり花かもここぞとばかりに、小さな口を精一杯に開けてアイスをほおばった。

　霧花の視線は耀あき音ねの姿を追っている。そんな妹を眺めていた俺と、ふと視線が通う。

「わたしと耀音ちゃん。どう違うのかな」

　ポツリと言う。

「お腹なかね。ぜんぜん減らないんだ」

　眉まゆを下げた表情は今にも消えてしまいそうに儚はかなかった。

「気のせいじゃないのか？」

　一昨日おとといの夜、ものを食べることができることも、味を感じることができることも試した。その後何度も食事をしている。今もアイスを口に運んでいる。

「気のせいだったらいいな。でも、違うってわかっちゃうよね」

　ヴィジョンのスミカは空腹を感じないし、食事の必要もなかった。リアルに見えたとしても、ゲームのキャラなのだから当然だ。

　なら、霧花は？　触ることができる。感じることができる身体からだを持つ。だけど、ヴィジョンと同じように端末に干渉することができる。『クラウド・サクリファイス』ではヴィジョンとして戦う。空腹を感じないなら、本当は食事の必要もないのかもしれない。

「でも、深刻な話じゃないよ？　お腹がいっぱいになったって感覚もないから、わたし食べ放題かも。いざとなったら、エンゲル係数０もいけちゃう？　体重増えなければいいのにって願いはかなっちゃったかな」

　冗談めかすが、『Wish』で肉体そのものが蘇よみがえり、代償に記憶を失った耀音と、触ることができるヴィジョンという身体になった自分を比べて、重ねていることはわかる。不安が口を突いて出てしまったんだろう。

　誤ご魔ま化かすように目を逸そらし、耀音を見つめたままアイスを食べる。

「違いなら、俺の妹か、そうでないかだ」

　霧花の目が丸くなる。それから表情を緩めた。

「だよね。フフ。お兄ちゃんのかわいい妹」

「耀音みたいな台詞せりふを吐いた憶おぼえはない」

「どうかなー。心の中では思ってるくせにー」

　睨にらんでも霧花は楽しそうだった。

　店内の喧けん騒そうの中、霧花の夢のひとつをかなえる。

　──不意に起きた。

　端末が振動し、サクリファイスのＡＲウィンドウが唐突に目の前に広がる。同時に展開されたマップでは貴き賢けん城じよう駅のボルテックスが明滅していた。

「襲撃？　いや……」




『アマネが『破滅の創世カタストロフイ・リバース』を開始しました。参戦者受付終了まであと三分』




「あいつ……」

　驚く目の前で参戦締しめ切りのカウントが淡々と進む。

「そうか。『創世の痕リバース・ポイント』がある駅前ボルテックスも雨あま音ねの領土だったな」

『破滅の創世』──サクリファイスにおける共闘クエスト。強力な破滅の尖兵カタストロフイを相手に複数のプレイヤーで挑む。

「今、あの怪け我がでやるのか？」

　サクリファイスの光景をＶＲ映像と考えるのはともかく、リアルな痛みが反映される仕組みは数戦を経た今もまだわからない。携帯端末か、イヤホンのような機器に知られていない機構があると考えようとしても、あれが映像から生じる錯覚だと考えても納得できない。詳細に検証するべきだとは思っているが、サクリファイス独自のあの状態は、常に敵との戦闘状態でもあるのでそんな余裕はない。

　ただ、少なくともサクリファイスのＶＲでは、現実の自分の体調の影響を受けるだろうということは実感として理解できる。

　そうでなくとも、軽くはない怪我を負っている今の雨音が極度の集中力を要し、大きなストレスがかかることなどするべきじゃない。

　何も知らない耀あき音ねの姿が視界の端をよぎる。

　雨音がサクリファイスで抱えるものの重さは俺に近い。他人の感情などわかるわけもないが、多少の共感は許されるはずだ。

　刻々と参戦までのリミットが刻まれていく中、参加プレイヤーは徐々に増えていた。既に十数名のプレイヤーが雨音が自発した『破滅の創世』に挑もうとしている。

「思っていたよりも需要があるな。ＳＳの特典を考えれば合点もいくが」

　他のプレイヤーをサクリファイスに誘う『make a Wish』や、ふたつめの願いをかなえる『2nd Wish』のような高価値の特典を除いたとしても、実際の戦闘に役立つものが多い。

「行くんだよね」

　霧きり花かはいつの間にかアイスを食べ終えていた。

「雨音は勝機がないなら自発なんてしない。それに、プレイヤーも集まってる。行く必要があるか？」

　霧花は薄い唇を綻ほころばせた。

「あるって顔だよ。理由は……『破滅の創世カタストロフイ・リバース』の実戦を試すことができる、とか」

「それはある。だけど……」

　少なくとも雨あま音ねという実力を信用できるプレイヤーがいる。そいつが勝てると見て自発した共闘クエストなら、参加の意味はある。

　俺にとっても、霧きり花かにとっても、ＳＳの特典には大きな価値がある。今、それを再認識してもいた。

　それに──。

　脳のう裏りをよぎるのは、貴き賢けん城じよう駅を中心とした領土の分布だった。雨音はこの周辺では抜きん出て多くの領土を手にしている。共闘クエストの募集がどの程度の範囲に及ぶのかはわからないが、地形を熟知していたほうが有利ということを踏まえれば、今回『破滅の創世』に参加しているプレイヤーの多くはこの周辺のプレイヤーだろう。

　それらを踏まえれば、ひとつの可能性が生じる。悪い意味でだ。

　霧花はじっとこちらを見つめている。奥底に昏くらいものを宿した眼まな差ざしは、多分、俺の心を見透かしている。

「雨音がいる状態で共闘のコツをつかむことができる。ＳＳも手に入る。参戦しない理由もない」

「だね。待ち合わせの時間に遅れても、雨音ちゃんと一緒にゲームしてたなら言い訳もできちゃう」

「それも利点だ」

　参戦までのカウントは残り一分を切っていた。

　霧花ともう一度視線を交わし、俺は選んだ。




『Enter the Catastrophe Rebirth『破滅の創世』に参戦しました』






第七章　破滅の創世カタストロフイ・リバース









『３０１』にいるはずの俺たちの目の前には見慣れた貴き賢けん城じよう駅前の光景が広がっていた。

　駅近くの雑居ビル群や、駅前のロータリーとその周囲の飲食店に、その向こうにある駅ビルと一体化した貴賢城駅の姿。いつも見る光景だが、夕焼けに鮮やかに染め上げられた駅前には、うるさいＰＡＲの広告も行き交う客や通行人の姿もなかった。

『クラウド・サクリファイス』特有の必要以上にリアルなＶＲ、おそらくはＡＲＬ拡張型コンタクトレンズを埋め尽くす形で投影された駅前に、やはりＶＲ表示された架空の俺が立っている。

　だが、駅前はボルテックス攻防開始時のように無人ではなかった。

　全身を朱の炎で包んだ大おお蜥蜴とかげや、重々しい甲かつ冑ちゆうをまとう有翼の騎士、岩の鱗うろこに覆われた四足の竜──様々なヴィジョンを連れた奴やつらがいた。雨あま音ねが自発した『破滅の創世』に参加したサクリファイスのプレイヤーたちだろう。

　ぶしつけに注がれる警戒心と不信感が入り混じった視線に居心地の悪さを覚える。

「注目の的だね」

　傍らに立つ金色の髪のヴィジョンが見知った表情で言った。

　スミカの姿をまとった霧きり花かが冷めた目を細めて、視線を巡らせていた。

「俺たちは見慣れない新人ってところか。それなりに生き残れば、顔見知りにもなるんだろ。ＰＶＰだけじゃなく、こういう共闘もあるから」

　努めて素知らぬ顔をする。

　視界にはクエスト開始まで三分のカウントが新たに刻まれていた。作戦会議を行うための猶予時間だろう。

「どうして……？」

　問いかける声と共に、重々しい鉄の足音が続いた。

　振り向けば耀あき音ねと同じサイドテールの幼おさな馴な染じみがいる。パーカーにジーンズという動きやすさを重視した姿はいかにも雨音らしかった。

　その背後には鉄の足音の主。雨音を見下ろす巨きよ躯くを持つ機械のヴィジョン、ＴＹＰＥ：ＪＡＮＵＳタイプ・ヤヌスカストルが立っている。

　雨音の姿はＶＲ上でも痛々しかった。額には包帯を巻いている。肌を見せない服装だが、手の甲にも包帯が見えているし、足取りはいつもよりも重い。

　端末のカメラが捉とらえて再現した今の雨音の姿なのだろう。

　現実の体調、傷がサクリファイスに影響する。その憶測はおそらく間違っていない。動くだけでも苦しげな雨音を見て確信を強める。

「どうして来たの？」

「報酬目当てだ。加えていえば、俺たちとの待ち合わせがあるのに、お前が始めるから」

「それは……。前もって募集をかけていたから。約束の時間までには終わらせる」

　雨あま音ねがこちらに見える形でウィンドウを表示する。エデンでもあった任意のプレイヤーを招待し、メッセージを共有することができるグループ機能だ。事前に打ち合わせしたログが表示されていた。

　確かに、参加者が公称数億のエデンと違ってプレイヤー数がかなり絞られているなら、前もって告知しておかなければ、まともな人数、あるいはまともに戦える連中が集まらないかもしれない。

「初めて見る顔だけど。アマネさんが誘った相手？」

　尋ねたのは近くにいた女性プレイヤーだった。翼の重騎士を従えたそのプレイヤーはさっきまで雨音と話していたらしい。

「邪魔はしない」

　隣で霧きり花かがペコリと頭を下げる。

「がんばるから、お手柔らかにね」

　人好きのする微笑を浮かべれば、相手は警戒を見せていた表情を少しだけ和らげた。

「こちらこそ」と、俺や雨音に返してそのプレイヤーは去っていく。

　霧花の浅いコミュニケーション能力の高さは俺には真ま似ねできない。サクリファイスではヴィジョンとして扱われているはずなのに。

　ため息混じりに貴き賢けん城じよう駅周辺に展開したプレイヤーたちに目をやる。俺と雨音を含めて参加が確定しているプレイヤーは十三名だった。

　さっきの女性プレイヤーを含めて、半数ほどのプレイヤーが一ヶ所に集まっている。もともとグループを組んでいるメンバーたちらしく親しげに話していた。

　残る半分ほどのプレイヤーはそれぞれがバラバラに、クエストの開始を待っている。おそらくはグループで連携していない、いわゆる野良参戦だ。

『破滅の創世カタストロフイ・リバース』の難易度はまだわからない。だが、それほど悪くはないプレイヤー数だとは思う。純粋な人数もだが、雨音が意思疎通できるグループが半数を占めている。これなら詳細に戦術を打ち合わせることもできる。

「雨音ちゃん。どうして中止しなかったの？　怪け我がよくなってないのに」

「中止にはできなかった……が、正しいのか？」

　遠慮がちに尋ねる霧花に続き、言葉を重ねる。

　雨音は否定しなかった。

「『創世の痕リバース・ポイント』のボルテックスは一週間に一度だけ、『破滅の創世』のクエストを発生する」

　それはヘルプで理解していた。

「つまりは、だ。逆に言えば、一週間に一度しかできない。ＳＳサクリフアイス・シンから得ることができる特典を考えれば、ほとんどのプレイヤーは野良でも、それに毎回参加したい。だから、お前はその状態でも『破滅の創世カタストロフイ・リバース』を中止するわけにはいかなかった」

「どういうこと？」

　霧きり花かが首を傾かしげる。

「『創世の痕リバース・ポイント』があるボルテックスはそれだけで大きな価値がある。他のプレイヤーも狙ねらう。だけど、所持しているプレイヤーが毎回欠かさず『破滅の創世』を受けて、他のプレイヤーを参加させるなら、他のプレイヤーも危険を伴うボルテックス侵攻を挑む必要は薄い。例えば、野良で参戦して、ワンパン当てて逃げ回っていても多少のＳＳは稼げるしな」

　野良参戦らしいプレイヤーを横目に窺うかがう。全員がそうするとは思わないし、それが悪いとも思えない。俺も楽ができるならそれを選ぶ。

　そして、ＳＳによって得ることができる特典は、他のプレイヤーをサクリファイス化する『make a wish』や、新たな願いをかなえる『2nd Wish』と異常な価値がある。

「もちろん、お前もＳＳは必要だろうが。それは俺もだ」

　雨あま音ねは応こたえない。

　俺よりも雨音のほうがずっとＳＳを欲しているはずだ。耀あき音ねのために貯ためていたはずのそれを、雨音は俺と霧花のために使ったのだから。

「信しんを参加させようとは思っていなかった。でも、通知は行くものね」

「ああ。ＳＳが必要だからな。俺も野良で参戦だ」

「そういうことだよ。雨音ちゃん。怪け我がをしている雨音ちゃんを助けたいって」

「おい」

　咎とがめるが、金色の髪の霧花はプイと顔を背けてみせる。それでも表情が緩んでいるのがわかる。

「……ＳＳが必要だと言った。それに、少なくとも一人は、腕もモラルも信用できるプレイヤーがいるこの状態で、『破滅の創世』を経験しておきたかっただけだ。やばそうなら、ボスをワンパンして隅で眺めてる」

　クスリと声がする。

　霧花がまた喜んでいるのかと、睨にらむが違った。

　妹は目を丸くして雨音を見ている。

　口元を押さえているのは雨音だった。おかしそうに笑っている。

　今度はこちらが目を瞬まばたかせる。

　珍しい姿だった。控えめに頬ほおを綻ほころばせた雨音の表情は、冷ややかさを感じさせるいつもとはまるで違う。霧花の悪戯いたずらっぽい笑みとも、耀音のまぶしいほどの笑顔とも違う、遠慮がちな微笑ほほえみだった。

　俺たちの視線に気づき、雨あま音ねは恥ずかしげに目を伏せる。

「それなら、お願い」

　頭こうべを垂れる。

　顔を上げればいつもどおりの冷ややかな雨音が戻っていた。ただ、かすかにいつもより頬ほおが上気している。

「もうすぐ時間だから」

　言い残して背を向ける。

　自らのヴィジョン、カストルを従えて、集まったプレイヤーたちのほうへ歩き出す。しっかりとした足取りだった。

「前衛、中衛、後衛のポジションは先に告知したとおりでお願い」

　雨音が声を張り上げる。大きくはないが、淀よどみない声はＶＲ表現された貴き賢けん城じよう駅前にはっきりと響いていた。

「当日参戦のプレイヤーは、それぞれ得意なポジションに。味方への誤射に注意して、ポジションごとの指示に従う形で動いて。強化弱体バフ・デバフの使用は敵の状況を見極めること。他プレイヤーへのデメリットがあるアビリティは原則使用禁止」

　それぞれのプレイヤーたちは所定の位置へ移動する。野良参戦のプレイヤーたちも『破滅の創世カタストロフイ・リバース』のセオリーはつかんでいるのか動きに迷いはなかった。

　俺と霧きり花かは中衛プレイヤーたちの隅に加わった。ヴィジョンとしてのスミカの能力は万能という名の器用貧乏だ。高火力の敵と前衛で殴り合うよりも、機を見て柔軟に動きたい。初回である以上、戦場全体を見回せる場所に陣取りたいという意図もあった。

　一方で、雨音は前衛に出る。鋼の巨きよ躯くを持つカストルが、見た目どおりに前線を支えるのに相応ふさわしい能力を持つことは、エデンと同じらしい。

『破滅の創世』開始までのカウントは既に十秒を切っていた。

　最前線に立つ雨音は集まったプレイヤーたちを振り向く。

「消滅ロストには注意して。危険ならば撤てつ退たいを」

　一拍の間を置く。

「始まる」

　その言葉を残して、雨音は貴賢城の駅ビルに向き直った。

　最後の一瞬、雨音と視線が通うのを感じた。冷めて見える瞳ひとみには、霧花とは逆に強い熱情が垣かい間ま見みえる。

　そして、カウントは０を指し、破滅の尖兵カタストロフイが出現する。





　　　◆　◆　◆






　最初に気づいたのは、駅ビルのほうから伸びてくるやけに長い影だった。地平に沈む直前の太陽によって生じたものだとしても、その影は長過ぎ、何よりも大き過ぎる。

　駅ビルの向こうに立ち上がる者がいた。

「今回はデカいな……」

　中衛に配置されたプレイヤーが声を上擦らせる。

　ロエスレルとの戦いの中で破壊した雑居ビルよりも駅ビルは高い。駅舎と一体化している以上、横へも広い。

　赤く染まった夕日を背にして、そいつは駅ビルから身を乗り出していた。

　一言でいえば巨人。人と同じ四肢を備えているが、あまりにも巨大過ぎる。

　全身を覆うものは滑らかな曲線を描き、曇りひとつなく磨き抜かれた白銀の甲かつ冑ちゆうだった。街を照らす夕日が鏡のような鎧よろいを鮮烈な赤に美しく染め上げている。

　しかし、内側に閉じ込められた肉体はそれとは対照的にいびつで雑多に朽ち果てていた。砕くだけ潰つぶれ錆さびついた機械の残ざん骸がいと、人骨、獣骨、竜骨が入り混じり、辛うじて肉体という形を作り上げている。夕焼けも届かない鎧の内で青白い鬼火が揺らめき、壊こわれた機械が明滅する。

　強く輝く光、明滅する鬼火、儚はかなく灯ともる機械の残ざん滓し。それらは見方によっては暗い空の中で瞬またたく星々にも似ていた。だが、もたらすものは得体の知れない禍まが々まがしさだけだ。

　巨人の頭部もまた兜かぶとに覆われている。面めん頬ぽおを下ろした白銀の兜の奥底、割れた機械のセンサーや、照射灯の類、ガラス片がいくつもいくつも蠢うごめく。それらはおそらく残骸から作られた目玉だ。見開かれた大きな目が十数個群れを成して、兜の下で落ち着きなく移動する。

　穢けがれない鎧と朽ち果てた肉体の機械巨人。それが敵の全ぜん貌ぼうだった。

　先日、エデンで攻略したティルヴィングのように、破滅の尖兵カタストロフイのデザインとしてはよくあるもの。だが、これほどの巨体を見るのは初めてだった。

　戦うべき敵の出現に、俺や雨あま音ねを含むプレイヤーが動こうとしたその瞬間、轟ごう音おんが大地を揺るがした。

　貴き賢けん城じよう駅の駅ビルが真っ二つに裂けて倒壊していく。夕日の中に巻き上がる粉ふん塵じんから、巨人の鎧と同じ、曇りのない白銀が姿を見せる。

　振り下ろされたのは、巨人が両手で握りしめた大剣だった。分厚い刃やいばを持つ片刃の剣は、ビルをも軽々と超える巨人が手にしてなお巨大といえる。

　さすがに息を呑のんでいた。

　エデンでは派手な演出の攻撃が見た目どおりの攻撃力を伴わないこともある。要するにゲームによくある見栄え優先の演出だ。

　だが、サクリファイスは違う。ここまで戦って理解している。ビルの床を叩たたき割るロエスレルの攻撃は、一撃で致命傷を叩たたき出す。霧きり花かの『デストラクト』による雑居ビル崩壊による攻撃もまた、見た目同様の威力を発揮した。

　それなら今、ビルを一撃のもとに破壊した大剣の一撃がどれほどの攻撃力を持つのか、考えるまでもない。直撃すれば……いや、かすめただけでも、ほとんどのヴィジョンは消し飛ぶだろう。

「破滅の創世カタストロフイ・リバース。破滅の尖兵カタストロフイの上位存在に与えられた名。単騎で国を喰くらうバケモノたち」

　誰かのヴィジョンがうめくのが聞こえた。

「そういう設定な」

　ヴィジョンが自分の設定に沿った反応でゲーム自体を盛り上げようとするのは、サクリファイスでも変わらないらしい。

「名前、ウラノスだって」

　傍らに立つ金色の髪の妹が、敵に付随した情報を目にして言った。

「ギリシア神話の天空神か」

　耀あき音ねと雨あま音ねのネーミングではないが、破滅の尖兵の名が現実の神話由来なのはよくあることだ。ゲーム全般でよくある話だし、設定上以外は大きな意味がある情報ではない。ただし、その由来に相応ふさわしい能力を備えることも多々あるので頭の端には留とどめておく。

　銀と闇やみの天空神──ウラノスが地を抉えぐった大剣を担ぎ上げていく。

　対して、駅前ロータリーに配置されていた雨音を含む前衛のヴィジョンたちは、敵を陽動、足止めするべくウラノスの視界に入る動きを見せた。

　雨音のカストルが機械仕掛けの膂力をもって二振りの大剣を両手に、双剣の形で構える。

　雑居ビル群近くの国道に配置された中衛は前衛を援護する準備に、さらに後方に位置する後衛は遠距離からの攻撃を行おうとしていた。

　戦端が開かれる。

　カストルたち前衛がウラノスへと切り込み、後衛からは複数の攻撃アビリティが放たれた。前衛の動きに合わせる形で中衛もまた援護しようとする。

　気づいたのはその瞬間だった。

　後衛から撃ち込まれたアビリティは当然、ウラノスを狙ねらい撃つ。

　しかし、その中にあってはいけない軌道を描くものが混じっていた。

　最初に雨音と話していた女のヴィジョン、有翼の重騎士が放った風の刃やいばがアスファルトを砕くだき、街路樹を貫き、まっすぐに突き進む。

　その先にいるのは雨音だ。狙いを外したわけではない。確実に雨音を狙った一撃だ。さらに続いて複数の攻撃が雨音を狙い撃っている。

　背後からの攻撃にもかかわらず、気配と破砕音で雨音は自分に向けられた攻撃を察する。しかし、前衛としてカストルを突出させていた雨音に防ぐ術すべはない。よけるには気づくのが遅過ぎた。

　だから、俺は既に霧きり花かを動かしていた。

「アビリティ『アナイアレイション』」

　行使を宣言する。『サンライト・マニュピレイション』の効果のひとつ。

　霧花の携える光が強い輝きを放ち、姿を変じる。一瞬で変わった形は両手で抱えても足りないほどのひとつの大きな球体だった。そこから霧花の手に伸びるのは光で作り上げられた鎖だ。

　霧花はウラノスに背を向け、雨あま音ねを狙ねらい撃ったプレイヤーに向き合っていた。

　光の球体を振るう。ドレスのスカートをふわりと翻しながら、踏み込んだ鉄てつ靴かが甲かん高だかい音を上げた。

　放たれた光の鉄球は大きな弧を描き、風の刃やいばや炎の槍やり、雨音を背後から貫くはずだった攻撃アビリティを薙なぎ払った。

『アナイアレイション』は短時間持続する自己強化バフだ。能力値は増加しないものの、攻撃範囲が増大し、複数の敵を同時攻撃することができるようになる。例えば、増殖した竜蛇をまとめて壊かい滅めつさせることも可能だ。

「裏切りなんて、させるわけないだろ」

「だね」と応こたえる。

　広範囲攻撃を、俺たちは雨音を狙う攻撃全すべての迎撃に用いた。

　澄み切った破砕音が響く。

　凝縮された光は攻撃アビリティを巻き込みながら、自らも半壊させられていた。砕くだけた光が散っていく。

　範囲を拡大したとはいえ、通常攻撃で攻撃アビリティ自体を無力化することはできない。風の刃も炎の槍も健在だ。それでも、『アナイアレイション』の旋撃は雨音を貫くはずだったその射線を逸そらすことができた。

「終わりじゃない」

　そして、霧花はさらに一歩を大きく踏み込む。

　もとの形を取り戻していく光の球体を旋回させて放つ。

　長射程広範囲化したその攻撃が狙うのは、後衛から雨音を討った裏切り者たちだ。

　翼の重騎士のプレイヤーが忌々しげに顔を歪ゆがめる。

　霧花の急襲をよける者、防ぐ者、苦し紛れの反撃を放つ者、直撃を受けつつも耐え凌しのぐ者。広範囲とはいえ、狙いの甘い攻撃は決定打にならない。しかし、雨音への追撃を行うことができた者はいなかった。

「何な故ぜ……」

　それらを目の当たりにして、雨音は呟つぶやいた。

「今なら潰つぶせるからだろ。お前を」

　翼の重騎士のプレイヤーは否定しない。同じグループの連中も悪びれた様子はない。

　雨あま音ねが『破滅の創世カタストロフイ・リバース』のスケジュールを決めた時なのか、ここに集まった時なのかはわからないが、あいつらが最初から雨音を消すつもりだったのは間違いない。

「俺だったら好機だと考える」

　包帯やガーゼで痛々しい姿をした雨音を横目に見る。

　実のところ、貴き賢けん城じよう駅周辺の領土分布を見た時から、可能性としては予期していた。

　雨音はこの周辺では抜きん出て多くのボルテックスを所持している。エデン時代のものではあるが、プレイヤーとしての雨音の実力は知っているし、サクリファイスでも実際に実力者として多くのボルテックスを押さえたのだろう。

　だから、他のプレイヤーは雨音の領土を攻めることができない。他のプレイヤーのボルテックスを奪取できる能力を持った雨音を脅威と感じながらも、手を打つことができない。それぞれがボルテックス三つ程度の小さな領土で共存するだけだ。

　それが現在の貴賢城周辺の膠こう着ちやく状態だった。

　だが、雨音は隙すきを見せてしまった。

『破滅の創世』はいわゆる共闘クエストだ。目的は強力な共闘レイドボスを協力して倒し、ＳＳを手に入れることにある。

　同時に雨音が言った「味方への誤射」が存在する『クラウド・サクリファイス』は、他のプレイヤーを陥れるのが容易でもある。

　そこで怪け我がを負った姿を見せるのがどういうことか。

「ふざけるな！　話が違う！」

　響いた声は前衛から上がった悲鳴だった。

『アナイアレイション』で裏切り者を押さえながら、そちらを顧みる。

　ウラノスを押し留とどめる役割を担っていた前衛プレイヤーが半減していた。有翼のヴィジョンと同じグループの連中が、ポジションを放棄して後方へ離脱している。

　残るのはグループに所属しないプレイヤーたちだ。統率も取れず浮足立つそいつらを、ウラノスが強襲する。

　無造作に、しかし、凄すさまじい速度で白銀の巨剣が地を薙ないだ。

　駅前ロータリーのアスファルトや、停車していた車もろともにはね上げられたヴィジョンとプレイヤーの五体は引き裂かれていた。

　壮絶な破壊音が断末魔の叫びすら飲み込み、まとめて三組のプレイヤーが撃破された。それはつまり、この一瞬で三組の『Wish Lost』が起きたということだ。

「そいつが言ったとおりよ。アマネさん」

　有翼のヴィジョンを従えたプレイヤーが嘲あざける。

「今ので仕留められなくても、あなたはサクリファイスから消える」

　グループのプレイヤーたちの傍そばにカウントが出現していた。あれは戦闘突入後に撤てつ退たいを選んだ時に生じるカウントダウンだ。

　撤退を選べばＶＭヴイジヨン・マテリアルやＳＳサクリフアイス・シン、月間戦果が大きく減少するペナルティが発生する。同時に撤退までは十秒の時間が必要となる。

「私たちは撤退するわ。後は滅びの尖兵カタストロフイがやってくれる」

　ウラノスの猛攻に前衛プレイヤーの絶叫が響く。また一人のプレイヤーが『Wish』を失った。

「俺たちとやるか？　そいつに背を向けて、十秒以内に仕留められるか？　それとも、お前も撤退するか？」

　前衛を放棄したプレイヤーがせせら笑った。

　雨あま音ねは何も言わず裏切り者たちに背を向ける。瞳ひとみが見据えるのは大剣を振り上げて突撃してくる白銀の巨人だ。

「ああ。連中を無視するのが正しい」

　裏切りを仕掛けた奴やつらの目的は邪魔な雨音を排除することと、自らが生き残ること。撤退の準備を始めたあいつらがやるべきことはできる限り、ウラノスから離れ、撃破されるリスクを減らすことだ。だから、連中からの攻撃はこれ以上ないと考えていい。事実、翼の重騎士は、広範囲攻撃を構えた霧きり花かを突破できないと見て後退していた。

　雨音が対たい峙じするべきは迫る眼前の脅威だ。

　ウラノスが襲い来る。ビルをも両断する巨剣が突出していたカストルへ叩たたき落とされた。

　その時、雨音の表情や動きに迷いはなかった。動揺も傷の痛みも押し殺されている。

　ウラノスの剣がカストルを両断した。

「アビリティ。『ＭＯＤＥ：Ｇｅｍｉｎｉモード・ジエミニ』」

　──かに見えた。

　しかし、二つに分かたれた機械の肉体はそれぞれが動きを止めない。

　カストルが前後に分離していた。対破滅兵器アンチ・カタストロフイＴＹＰＥ：ＪＡＮＵＳタイプ・ヤヌスは身体からだの前面と後面が、長身痩そう躯くの二体の機械兵へとそのあり方を変じていた。もともとの後頭部だった部位がスライドし、その内側から新たな顔が出現する。

　ビルをも両断する巨剣が叩き斬きったのは、カストルの分離によって生じた空間だ。

　無傷の機械兵たちは大きく左右に跳んだ。

　それぞれがもともと手にしていた大剣に加え、内蔵した短刀を射出し、構える。そこから左右対称の動きで、踏み込んできたウラノスの足へと切り込んだ。

「アビリティ。『ラピッド・ストライク』」

　二体の機械兵の速度が爆発的に増す。

　構えた双剣、二人合わせて四本の刃やいばが繰り出す高速の斬ざん撃げきをもってウラノスの足、その踵かかとを狙ねらい撃った。

「サクリファイスでも変わらずか」

　エデンにおけるＴＹＰＥ：ＪＡＮＵＳタイプ・ヤヌスの性能はよく知っていた。『ＭＯＤＥ：Ｇｅｍｉｎｉモード・ジエミニ』はＤＦ防御力の大幅な低下と引き換えに、ヴィジョンの数を二体に増やすというピーキーなアビリティだ。それに加えての攻撃速度強化『ラピッド・ストライク』により、凄すさまじい瞬間火力で敵を圧倒する。

　使用タイミングを誤れば、むしろ一気に撃破される危険もあり、二体のヴィジョンを同時に扱うことで操作難易度も並外れて高い。

　自らの意思でヴィジョンを操作しなければいけないサクリファイスではその難易度はさらに上がっているはずだ。

　雨あま音ねはそれを難なく使いこなしている。

　昔、別のゲームを一緒に遊んでいた時も、練習を重ねて使いづらい武器を手足のように扱っていたのと同じだろう。自らの意思が操作に反映されるサクリファイスで、変わらず使いこなすまでに、雨音は相当の修練を重ねているはずだ。トレーニングモードの類がなく、一度倒されれば、即消滅という過酷なシステムの中で。

　二体の機械兵による連撃がウラノスの鎧よろいを叩たたき、激しい火花を生じる。火力一点集中の連続攻撃は、機甲獣士や竜のような強固な防御力を誇るヴィジョンすら葬りきることができるダメージを叩き出しているはずだ。

　だが、次の瞬間、吹き飛んだのはカストルの二体だった。

「……っ！」

　雨音が驚きの声を漏らす。

　カストルが弾はじき飛ばされた一瞬後に見えたものは、傷一つないウラノスの鎧だった。だが、ただ防御力の高さにダメージが入らなかったわけではない。

　カストルたちを退けたものは、その装甲が放った銀光だった。

　分離した対破滅兵器アンチ・カタストロフイの攻撃が白銀の鎧に命中した瞬間、それは鎧の内から吐き出された。噴き出した光はカストルを直撃して損壊させた上に、周囲のアスファルトをも抉えぐり飛ばしている。

　俺と霧きり花かは似た力を知っていた。

「あの鎧、反射能力？　スミカちゃんの『ネメシス』みたいな」

「それも、常時発動型で全属性に対してだ」

『ネメシス』同様、受けたダメージを光として散らしながら放出する以上、全すべてのダメージを返されたわけではないが、全力の攻撃を弾き返されたカストルはかなりの損傷を受けている。二体の機械兵の破損した装甲の内から白煙が上がる。

　ウラノスはそれらを顧みない。雨あま音ね目がけて、再び巨剣を振りかぶる。

「雨音ちゃん！」

　無防備な雨音へと、ウラノスの一撃が放たれた。






第八章　《偽りの傷跡イミテイト・スクラツチ》









　助けるため、霧きり花かを動かした時、雨音もまた行動に出ていた。

　振り下ろされる巨剣を睨にらむ雨音の目に諦あきらめはない。吹きつける剣風に赤いサイドテールを乱しながら立つ。

　そんな主あるじを護まもるべく、分離したままのカストルが飛び込んだ。ほぼ同じ姿の二体の機械兵は大剣、短剣の二刀をそれぞれが両手に構えて、迫る白銀の金属塊に立ちはだかる。

　そんなものでウラノスの攻撃を止めることができるはずがない。もろともに消滅ロストするだけだ。

　何も手がなければ。

「アビリティ『スクトゥム』」

　起動したのは防御系のアビリティだった。三つ目のアビリティということは、これはＡＶとして追加されたものだ。

『スクトゥム』の効果はごく短時間、受けるダメージ全すべてを20％減少する。リチャージタイムの早さと、属性を問わず使用できることから、ＡＶとして追加されることも多い。

　だが、たかが20％を減少したところで、ウラノスの攻撃力の前に意味はない。

「Ｓサクリフアイスアビリティ。『イミテイト・スクラッチ』」

　雨あま音ねは口にした。俺が知らない、サクリファイスにおける雨音の力を。

　カストルの鉄色の装甲色に似た光が雨音の右腕に集まり、ひとつの形を成していく。一瞬を待たず生じたのは、右前腕部を覆う大型の籠こ手てだった。そこから獣のものに似た鉤かぎ爪づめが鉄の光を散らしながら伸びる。

「カストル」と、雨音が命じればそれだけで通じた。

　カストルの一体が躊ちゆう躇ちよなく己の左手首を切断した。

　切り落とされた手首に対し、雨音は既に鉤爪を振りかぶっている。

　鉄色の光を帯びたそれがカストルの手首をさらに引き裂き、前方に弾はじき飛ばす。

　直後、異変が起きた。

　雨音によって引き裂かれた手首が鉤爪と同じ光を噴き上げ、放たれた鉄色の燐りん光こうの内から同じ形の手首が無数に湧わき出してくる。

　十、二十、さらに大量の手首は雨音とカストルの前、迫るウラノスの剣に対して手首の壁という異様なものを作り上げた。

「コピーか」

「正確には無機物の複写」

　雨音の行動の意味を理解する。

　機械兵だとしても、ヴィジョンの肉体は無機物には属しない。だから、雨音はＳアビリティの効果を適応するために、ダメージを覚悟の上、左手首を切断させ、肉体から離れた無機物とした。

　そこまでして作り出した手首の壁だが、そんなものに攻撃を防ぐ能力などない。

「だけど──」

　ウラノスの巨剣が壁を叩たたく。巨大過ぎる鉄塊と尋常のものではない速度と剛力が、触れた手首を次々と瞬時に圧壊していく。

　しかし、破壊は唐突にわずか五つ目で終わった。

　ウラノスの剣がぴたりと止まる。時間を停止したかのような光景だった。

　何が起きたのかは理解できる。『スクトゥム』の防御効果はコピーされた手首全すべてに残っていた。『スクトゥム』の効果による20％のダメージ減少が五度に渡って効果を発揮し、ウラノスの攻撃を実質無効化し、堰せき止とめた。

　使いどころの難しい能力を、ピーキーな方法で、しかし、どのような状況にも使えるようにして対応する。おそらくは何度も何度も試行錯誤を繰り返して編み出した手法だろう。雨音らしいＳアビリティの活用に驚かざるをえない。

　だが、攻撃を無力化されたはずのウラノスは狼狽うろたえもしなかった。

　攻撃能力を一時的に失い、停止した剣を力任せに押し込む。止まるたびに強引に押し込む。壁を成なしていたＴＹＰＥ：ＪＡＮＵＳタイプ・ヤヌスの手首が次々に破砕していく。

　対応が早過ぎる。こちらの動きや能力を読み取り、学習し、即座に次の動きを見せる。

　既に霧きり花かは雨あま音ね目がけて全速力で駆けていた。ウラノスの攻撃を止める術すべはなくても、雨音を助ける方法ならある。だが、それにしても、ウラノスが早い。

　続けざまに押し込まれた刃やいばは瞬またたく間に『イミテイト・スクラッチ』の壁を弾はじき飛ばし、大きく振り上げられ、再び全すべてを薙なぎ払う斬ざん撃げきを為なしていく。

　雨音とカストルは壁を盾にしている隙すきに退避しようとしていたが、それも間に合わない。

「あぁっ……！」

　ただの剣圧が二体の機械兵と雨音を軽々と吹き飛ばす。

　雨音はカストルたちとは離れた場所に叩たたきつけられた。『イミテイト・スクラッチ』を行うための自損と、カストルが受けていた損傷、今しがたの攻撃による傷でＨＰは40％以上失われている。

　倒れた雨音は動くことができない。苦痛にあえぐ姿が痛々しい。あいつはもともと怪け我がをしている。仮に動くことができたとしても、『スクトゥム』のリチャージが間に合わない今、先程と同じ防御はできない。

　ついさっき見たうるさい笑顔が脳のう裏りをよぎる。自分の身に起きたことなど構わず、記憶が欠落しているという不安があるにもかかわらず、妹のことや、俺と霧花のことを案じていたお人よしの声が蘇よみがえる。

　そこにいる腐れ縁の幼おさな馴な染じみはそんな耀あき音ねのことを姉として愛しながらも、俺と霧花を救ってくれた。

「お兄ちゃん」

　霧花の声がした。雨音のもとへ駆ける金色の髪のヴィジョンの表情に悲ひ愴そうさはなかった。

　昏くらい眼まな差ざしはやはりこちらを見透かしている。

「でも、助ける方法。わかってるよね。できるよね」

　霧花は俺がそれを望まないことを理解しつつ、その方法をとると信じていた。

「ああ。わかってる」

　だから、確信をもって雨音を助けることができる手を打つ。切り札を切る。

　息を吸い、口を開く。決断は終わっていた。

「霧花」

　戦わせたくなかった妹の名を口にする。

「いけ！　霧花！」

　叫びを上げた。ＡＲ上のウィンドウを操作し、霧花の自律設定をＯＮに変える。

「切り札だね」

　ヴィジョンとしての霧花の肉体に、霧花自身の意思が再び通う。

　その瞳ひとみが悪戯いたずらっぽく細められた。ヴィジョンの肉体の操作は霧きり花か自身に委ゆだねられた。

　ここまでの逡しゆん巡じゆんはわずかひと呼吸の間。

　ウラノスは動けない雨あま音ねに対して、ただまっすぐに剣を振り下ろす。

　しかし、霧花の動きは一瞬の迷いを経た上で、ウラノスが腕に力を込めるその初動よりも速かった。

　金髪のヴィジョンの姿がかき消える。

　ウラノスの足、カストルが連撃を浴びせた踵かかとに黄金の光が走った。

　金色の髪をたなびかせ、光の大剣を携えた霧花が、そこに一撃を加えていた。

　瞬時に距離を詰めた霧花の速度は当然、通常ではありえない。

「Ｓサクリフアイスアビリティ《フェアウェル・チャージ》」

　それは俺ではなく、霧花が所持するＳアビリティだ。

　Ｓアビリティはプレイヤーにひとつだけ。ヴィジョンは所持しない。

　だが、霧花は自身のＳアビリティを持っていた。おそらくイレギュラーなＳアビリティだ。スミカというヴィジョンの肉体を持ちながら、霧花というプレイヤーだから与えられたということかもしれない。

　一昨日おとといから数度重ねた実戦の中で、万が一に備えてスミカの操作を霧花に切り替えることを試してはいた。その中で見つけた。

　その効果は一定条件下での高速移動。

　ウラノスは霧花の突撃を装甲で反射することができなかった。もちろん、霧花に装甲貫通能力があるわけではない。霧花はウラノスの鎧よろいの隙すき間まを正確に貫いていた。鎧で護まもられていない場所に攻撃が通っていたのは、先程のカストルの連撃でわかっている。

　高速移動による突撃の勢いを乗せた一撃は、ウラノスの動きを阻害した。とてつもない巨体がよろめき、雨音へ振り下ろした巨剣は狙ねらいを外す。

　吹き上がる粉ふん塵じんの中、隙を逃さず、雨音とカストルが退避するのが垣かい間ま見みえた。

　霧花の行為は誰にでもできるものではない。

　数度試して、《フェアウェル・チャージ》の詳細な効果はわかっている。あれはあくまで高速移動を行うだけのＳアビリティだ。つまりは、霧花はあの凄すさまじい速度の中で、敵の急所を見定めての刺突を正確に放っていた。

　恐ろしいまでの運動神経と動体視力だ。俺には絶対真ま似ねできない。

　いつも思っている。霧花が俺と同じように勝つためだけにヴィジョンを構築、戦術を組み立てていけば、俺は絶対に勝つことができない。

　ウラノスは瞬時に狙いを変えた。霧花を潰つぶそうと、巨剣を大地に突き立てる。

　霧花はそれをかわすために、剣を引き抜き、鉄塔のような巨剣とその軌道から逃れなければいけない。人間の反射と運動能力では、そんなことは不可能だ。

　だが、霧きり花かのＨＰに変化はなかった。

　俺もそうなることを確信していた。

「もう一度、《フェアウェル・チャージ》でした」

　かわいらしく舌を出した霧花はウラノスが突き立てた剣の柄つか頭がしらに立っていた。巨剣をほぼ垂直に、一瞬で駆け上ったのだ。

　兜かぶとの内で蠢うごめく無数の目玉に対して、霧花はウィンクを投げる。

　今度こそウラノスに躊ちゆう躇ちよが生じた。

　剣の上の霧花を振り落とそうと刃やいばを引こうとした時には、霧花は金色の髪のたなびきを残して姿を消している。

「遅いよ、破滅の尖兵カタストロフイ」

　重厚な鎧よろいで守られたウラノスの肩の上、霧花は囁ささやく。

　巨人が剣から手を離し、霧花をつかもうとするよりも前に、再び《フェアウェル・チャージ》が敢行される。

　透明な輝きが飛沫しぶきのように散った。

　霧花が携える光の剣が突撃の威力をもって刺し貫いていたのは、兜の面めん頬ぽおで護まもられたウラノスの目玉だった。ガラスの残ざん骸がいで作られた目が砕くだける。

　霧花は止まらない。

　さらに連続で《フェアウェル・チャージ》を行い、ウラノスの顔面を駆け上がる。その進路上、顔の右半分にある目玉の多くが貫かれ、切り裂かれ、潰つぶされていく。

　ウラノスが吼ほえた。人間の絶叫に近い。

　苛いら立だちを露あらわに、力任せに兜を叩たたくが、そこにはもう霧花はいない。

「遅い遅い。遅いね」

　黄金の髪をなびかせ、白いドレスを翻してウラノスを覆う白銀の鎧を駆け下りていく。

　弾むような足取りながらも、時折、《フェアウェル・チャージ》を交えて一気に進む。

　霧花が姿を現すたび、ウラノスの鎧の隙すき間ま、残骸の肉体が光の剣で抉えぐられる。

　十数度の攻撃を浴びせながら、巨人の足元へ降りた霧花はそのままウラノスの右側面へと回り込み、大振りの斬撃を踵かかとに見舞った。

　うめきとも唸うなりともつかない声を上げて、ウラノスは大剣を振るい霧花を狙ねらう。さらに踏み潰そうとする。

　だが、巨きよ躯くに似合わない冷静な対応を見せていた先程までと違い、今の動きは精細さを欠く。しかし、怒りで冷静さを失っているわけではない。

　単純な話だ。霧花はウラノスの右側の目のほとんどを潰した。それによってできたウラノスの死角に対してのみ、霧花は執しつ拗ような攻撃を繰り返している。

　もちろん、現実の霧花にあそこまでの身体能力があるわけない。あれはサクリファイスのヴィジョンに与えられた力だ。驚くべきは、その能力を一瞬で把握し、自分自身の肉体として正確に使いこなしている霧きり花かの順応力の高さと、それを為なす反射神経にある。












　踊るように身を回し、光の剣を振るいながら、霧花はこちらを顧みた。

　目を細めて、唇を綻ほころばせる。俺をからかう時のいつもの表情だ。

「ね？　最初から使ってくれればよかったのに」

　苦い顔を返すしかないが、事実だ。むしろ、霧花の動きは俺の想像をもはるかに上回っている。

「言ったはずだ。いざという時には使うと。勝てるから使っただけだ」

「しょうがない。そういうことにするね」

　そうだと言ってる。感傷があったことは認めるが、意図的だったことも確かだ。

　とにかく、霧花はたった一人で破滅の創世カタストロフイ・リバース、ウラノスと渡り合っている。

　高速移動を交え、死角から繰り出される攻撃に、ウラノスはついていくことができない。一方的な戦いだった。

「それで、このまま勝てちゃう？」

　煌きらめく剣でウラノスの肉体を斬きり飛ばしながら問う。

「無理だな」

「だよね」

　その答えを予期していた霧きり花かは眉まゆを下げた。

　ウラノスに対して、絶対優位な状況を構築した霧花が勝てない理由は明白だ。

　霧花の攻撃はもう数十度に渡り、ウラノスを傷つけている。だが、そのＨＰはまだ97％残っていた。共闘レイドボスの膨大なＨＰを単騎で削りきることは困難を極める。

　そして、霧花はヴィジョン化しているとはいえ生身の人間だ。見ている限りスタミナ切れはないようだが、高速戦闘を続けていればいずれ集中力のほうに限界が来る。

　ウラノスは数百の攻撃に耐えるが、霧花はたった一撃がかすめるだけで致命傷を負う。

　しかし、勝てない理由はそれだけではない。

　ウラノスは霧花への反撃を止やめた。足を刺されても、膝ひざを貫かれても防御すらしない。

　頭がこちらに向けられた。右半分の目玉の多くを潰つぶされた顔面、面めん頬ぽおが下げられ、その口こう腔こうが初めて露あらわになる。朽ちた機械と白骨で作り上げられた顎あごの内、ぽっかりと空いた暗い空間。

　そこからせり出してきたものは砲身だった。機械をいびつに組み合わせて作り上げられたそれが蒸気を噴き上げる。

　砲塔から黒い塊があふれた。周囲の夕焼けの中、あふれ出たものが膨らんでいく。

　黒い色をした光だと気づく。

「そうだな。こう来る」

　ウラノスはとてつもない戦闘力を発揮してきた。剣の一撃でヴィジョン数体をまとめて屠ほふり、反射能力を持つ鎧よろいと驚異的な耐久力は、霧花が放った怒ど涛とうの連撃すら意に介さない。

　だが、実際のところ、あいつは剣を振り回していただけだ。ゲーム的にいえば、ただ通常攻撃を放っていただけに過ぎない。

　口腔からあふれる黒い光が一気に膨らんでいく。

　ヴィジョンでいえばおそらく、広域を巻き込む長距離攻撃のアビリティだろう。

　その狙ねらいは間違いなく俺だった。霧花を捉とらえることができないなら、動きが鈍く、防御能力も持たないプレイヤーを消し飛ばせばいい。合理的な判断だ。

「戻れないよ」

　ウラノスへの攻撃を繰り返しながら、霧花が告げる。

「そうだな。リスクは承知の上だ」

《フェアウェル・チャージ》は一定条件下での高速移動を可能とするＳアビリティだ。連続使用すら可能なアビリティだが、当然制限はあった。理解していた。

《フェアウェル・チャージ》はプレイヤー、つまり俺に近づく形では発動できない。つまり、高速の突撃を敢行すればするほど、霧花と俺の距離は離れていく。同じ速度で戻ることはできない。使用のたびに、プレイヤーを無防備にする。それが《フェアウェル・チャージ》の致命的な欠陥だ。

『サンライト・マニュピレーション』のリチャージは済んでいるが、ウラノスの長距離攻撃が放たれる前に、霧きり花かが駆け戻り『ネメシス』で防御することはできない。広域を吹き飛ばすだろう、あの攻撃を防ぐ術すべは俺にはない。

　ウラノスの口こう腔こうから黒い光が放たれる──。

「Ｓアビリティ『イミテイト・スクラッチ』」

　直前にそれは起きた。

　雨あま音ねの声が静かに響き、同時にウラノスの巨きよ躯くが大きく揺らいだ。

「……っ！」

　右の視界を失った上、霧花や俺に注意を割かれたウラノスの死角で、雨音が動いていたのはわかっていたし、狙ねらいも把握していた。

　それでもなお目を見張るしかない光景が展開する。

　ウラノスの周囲の雑居ビルが増殖している。ひとつのビルの根本から枝分かれするように斜めに伸びたいくつものビルが、ウラノスの巨体に激突していた。

　雨音はカストルと共にウラノスの傍そばへ走り込んでいる。腕に装着された鉤かぎ爪づめが切り裂いたのは、今しがた巨人を捉とらえた無機物、つまりは周囲の雑居ビルだ。

　建造物というとてつもない質量を持った槌つちで殴られたウラノスは後退し、たたらを踏む。

　自然、俺を狙っていたウラノスの攻撃は大きく外れることになる。

　口腔から放たれた黒い光条は俺のずっと後方に着弾した。おそらく数百メートルは離れている。

「ヘタクソが」

　嘲あざけりつつ振り返り見たものは轟ごう音おんと共に炸さく裂れつし、爆発的に膨れ上がる黒い光と、それに破砕されて空へと巻き上げられる見慣れた建造物と一瞬遅れて叩たたきつけられる暴風だった。

　弾はじき飛ばされ、視界が回転する。

　この威力だけは想定外だった。





　　　◆　◆　◆






「……っ！」

　意識を取り戻した瞬間に、周囲を確認する。

　まだ『クラウド・サクリファイス』がＡＲＬに映し出すＶＲの中にいる。

　それは立て続けに響く轟音と、夕焼けに照らされて立つ巨人の存在が教えてくれる。

　ウラノスは大剣を振るい、駅周辺の雑居ビルを斬きり払い、薙なぎ倒していた。積み重なる瓦が礫れきの中で唸うなり声を上げる。

　身を起こせば、そこが貴き賢けん城じよう駅前から少し離れたビルの陰だということがわかる。後衛が布陣していた場所に近い。

「一分も経たってないし、悪戯いたずらもしてないから安心して」

　いかにも悪戯したような顔で霧きり花かが言う。その髪は金色のまま。剣は一度消しているのか、存在しない。

「わたしが自分で動いててよかったね」

　ここまで運んでくれたらしい。

「最悪、雨あま音ねがどうにかしてくれただろうがな」

　傍らにいた雨音に目をやる。そのヴィジョン、カストルは一体に戻っている。

　とうにわかっていたことだが、それ以外のプレイヤーはもういなかった。撤てつ退たいしたか、ウラノスの攻撃で消滅ロストしたかのどちらかだ。

「ゴメン」

　雨音は言った。うつむいた表情は見えない。

「撤退するしかないわ」

　顔を上げる。その目は既に決断を下していた。

「さっきのでダメージが入ったみたいじゃないか」

　表示されたウラノスのＨＰは残り95％まで低下していた。一気に２％を削ったのは、先程、雨音が放った《イミテイト・スクラッチ》による奇襲だ。あの鎧よろいがダメージ全すべてを反射しているわけではないことが証明された。ビルのような質量を何発もぶつければ、鎧の上からでもダメージを与えることはできる。

「わかっているでしょ？」

　雨音は首を横に振る。

「次は通じない。対処されてる」

「そうだな」と、周囲のビルを破壊し尽くし、瓦が礫れきを踏んで立つウラノスを流し見る。雨音の奇手はウラノスにとっても痛手だった。だからこそ、あいつは原因を先に潰つぶした。《イミテイド・スクラッチ》ができることはあくまで無機物のコピーだ。破壊されたビルをコピーしても、できあがるものはさらなる瓦礫の山に過ぎない。

「わたしががんばってもダメだよね」

　鎧の隙すき間まを貫く霧花の攻撃は有効だが、ウラノスのＨＰが多過ぎる。

　俺と霧花のＨＰは50％を切っている。

「信しん。さっき、わたしをかばった時にダメージを……」

「複数を正面から相手取るのは、俺のやり方じゃないからな」

　霧花の白いドレスに血が滲にじんでいる。雨音を奇襲した連中に仕掛けた時、反撃を受けていた。これ自体は想定内のダメージに過ぎないが。加えて、ウラノスの攻撃の余波や先程吹き飛ばされたことでさらに削られている。

　残ＨＰ50％。つまり、最低でも30％を消費する《ファントム・ウォーク》はもう一度しか発動できない。

　雨あま音ねとカストルのＨＰも残り60％を切っている。《イミテイト・スクラッチ》による防御も、何度も使える手ではない。腕を失うたび攻撃能力も大きく低下する。

　火力は足りず、満まん身しん創そう痍い。加えて、ウラノスの対処能力は高く、ここまで繰り出した戦法の多くはもう通じない可能性が高い。

「勝てない」

　雨音は事実を冷静に告げた。

「だから、すぐに撤てつ退たいするべき」

「そうだな」

　ウラノスはまだ追撃に移ろうとしていない。おそらく次の一手は、例の黒い光によってこの一帯を薙なぎ払うはずだ。凌しのいだとしても、逃げ隠れできない開けた場所であいつと泥沼の戦いを繰り広げることになる。

　既に今回の『破滅の創世カタストロフイ・リバース』は失敗に終わったも同然だ。倒すことが不可能なら、大きなペナルティがあっても撤退するべきだ。今がそのチャンスだ。

「お前は事実をひとつ言っていない」

　それを踏まえて告げた。

　雨音が視線を逸そらす。

「俺は撤退できる。だが、『破滅の創世』を自発したお前には撤退の権利がない」

「そうなの？」

　霧きり花かが目を丸くする。

　雨音は否定しない。そういうことだ。

『クラウド・エデン』のクエストの場合、クエストを自分で受けた──自発したプレイヤーが撤退を選んだ場合は、クエスト自体が失敗したことになる。撃破されたとしてもペナルティはないので、仲間がいる限り撤退は極力選ばないのが普通だ。

　しかし、『クラウド・サクリファイス』では勝敗の重みが違う。ヴィジョンの撃破は消滅ロスト。それなら、『破滅の創世』という共闘クエストにおいて、自発プレイヤーに撤退権利がないのも趣旨としては間違っていない。クソだが。

「絶対に勝つことができないとしても、お前はあいつと最後まで戦うしかない。俺と霧花が撤退したとしてもだ」

「そんなことはわかってる！」

　雨音が声を荒げた。滅めつ多たに感情的にならない。少なくともそう見せようとしている雨音が声を上擦らせ、はっきりと肩を震わせていた。

「……わかってる」

　かすれた声で辛うじて言った。瞳ひとみには涙が滲にじんでいる。

「なら。俺も残ってあいつを倒すしか──」

「できない」

　遮り、かぶりを振る。頬ほおを伝った涙がアスファルトの上にこぼれた。

「戦うのは霧きり花かのためでしょ？　敗まけたら、霧花が消える」

　雨あま音ねの手が俺のシャツをつかんだ。距離が縮まる。濡ぬれた目がすぐそこにあった。

「信しんにとって。大切なのは霧花。だから……」

　それ以上は言葉にならなかった。

　霧花は何か言おうとしつつも、結局言葉を飲み込んだ。

「お前もそうだ。敗まければ耀あき音ねが消える」

「違う」

　うつむいたまま首を横に振る。

「同じだ。俺とお前は……」

「同じじゃないの！」

　堪こらえようとしても堪えきれない涙をこぼし、振り上げた顔にいつもの物静かな面影はなかった。

「嘘うそをついてた」

　嗚咽おえつと共に告げる。

「お姉ちゃんを生き返らせたりなんてしてない」

　思わず目を瞬まばたかせた。驚いているのは霧花も同じだ。

　顔を見合わせた霧花が、遠慮がちに口を開く。

「じゃあ、耀音ちゃんには何も起きてなくて……」

　雨音がかなえた『Wish』はまったく別のもの？

「それも違う」

　再び遮り、激しく首を振る雨音の姿は幼い子どものようにも見える。

　俺と霧花は雨音の言葉を待つ。

　唇を噛かみ、こぼれる涙を拭ぬぐいもせず、雨音は何度も何度も言葉に詰まる。

　それから、ようやくかすれた声で言った。

「お姉ちゃんは死んでる。十年前に」

　消え入るような声だったが、確かにそう口にした。

　そんなことあるわけない。

　耀音のことはよく知っている。雨音同様に幼い頃からの腐れ縁だ。十年前といえば、俺たちはまだ小学校に通っているかどうかという時期だ。その時期から今まで、耀音と雨音、俺と霧きり花かはいつも一緒だった。

　そう言おうとした。できなかった。

「な……」

　絶句する。

　それは霧花も同じだ。愕がく然ぜんとした表情を隠そうとしているのか、漏れそうになった声を押し殺そうとしているのか口元を押さえている。

　気づいた。

　十年前からの記憶に耀あき音ねの姿はほとんどない。辛うじて思い出すことができるのは、幼稚園に通っていた頃の幼い姿と、ここ半年ほどの明るくうるさい雨あま音ねの姉の姿ばかりだ。

　小学生の頃、雨音や霧花と一緒にゲームをしていた時に耀音はいなかった。

　父さんが雨音の家に押しかけた時にも耀音はいなかった。

「いつから……記憶が変化していた？」

　辛うじて口にする。十年前に死んでいたはずの耀音を当然のように受け入れていること、記憶における矛盾は、『Wish』による記憶の変化だと考えれば合点がいく。

　しかし、『クラウド・サクリファイス』によってかなえられる『Wish』のルールには、雨音の言葉を信じるなら時間の不可逆性というものが存在する。過去を変えることはできない。十年前に耀音が死んでいるなら、今存在する耀音は何者なのか？












　まだ涙で濡ぬれた顔で、嗚咽おえつを止めることができないまま、雨あま音ねは顔を上げた。

　眼まな差ざしは真実を語る覚悟を決めていた。






第九章　雨あま音ねと耀あき音ね









　天あま谷や雨音は耀音が死んだ日のことを忘れることができない。

　ドライバーの居眠り運転が原因で小学一年生の天谷耀音という少女が亡くなったという痛ましい交通事故だが、地方のニュースになる程度のできごとだ。犯人は罪を償っている。

　天谷耀音が偶然、その時間、その場所に居合わせたから起きた。悲惨だがそれだけの話だった。

　だが、雨音は後悔している。

　耀音がその日、その場所にいたのは、雨音が学校を休んだからだ。

　幼い雨音は両親が帰ってこないことを前日から嘆いていた。ダダをこね、耀音に諭されてもわめき、結局そのまま休んだ。

　家を出る時間がいつもより遅くなった耀音は一人で登校して、事故に遭い、たった一人で死んでいった。

　雨音は後悔している。十年を経て、高校生になった今も後悔を抱え続けている。

　その日、自分がグズるようなことがなければ、耀音は事故に遭わなかった。あるいは一緒に登校していれば、事故に遭ったのは自分かもしれないし、事故に遭った耀音のために助けを呼ぶことができたかもしれない。

　雨あま音ねはそれ以来、感情を押し殺すようになった。感情的な我わが儘ままが、大好きだった姉を殺したのだと考えた。しかし、過去は変えられず、耀あき音ねは戻らない。

　雨音は罪を抱えながら夢想する。楽しいことがあっても、悲しいことがあっても。

　そこに耀音がいれば、どんな反応をするだろうか？　何を言うだろうか？　明るかった耀音は自分と同じ年齢なら、どんな女の子になっていただろうか？

　半年前、雨音は『クラウド・サクリファイス』に出会った。信しんとは違い、システムから直接招待を受けた。

　そして、『Wish願い』をかなえた。




『お姉ちゃんがいる世界がほしい』




　耀音は当たり前のようにそこにいた。

「どうしたの？　そんなかわいい妹みたいな顔して。ああっ！　かわいい妹だった！」

　耀音は雨音と同じサイドテールを結って、貴き賢けん城じよう第一高校の制服に身を包んでいた。

「しょうがないなー。記念写真撮ろう。はい！　笑ってよー」

　その姿は雨音が夢想していたままの高校生になった姉だった。

「え？　ちょ……!?　どうして泣くの!?　泣いてる顔もかわいいけど……。あわわわ」




　存在しない十年は交通事故と記憶障害という理由で辻つじ褄つまが合わせられた。





　　　◆　◆　◆






「耀音の記憶の欠落は、そもそもあいつが知るはずもないことへの理由付け。俺たちは記憶を改かい竄ざん──変化されて、それを当たり前のように受け入れていた。この十年、いないはずの耀音がずっといたように」

　心を乱しているにもかかわらず、雨音の説明は簡潔だった。雨音らしいとは思う。

　事実を告げられ、改めて耀音との想おもい出を掘り起こしてみれば、信じがたいほど希薄だということに気づく。一緒に遊んでいる記憶にも、雨音はいても耀音はいない。それでも、十年前に耀音が死んだという記憶はなかった。忘れるはずもないことなのに。

『ＯＡＳＩＳ』で耀音に会った時、あいつは俺たちの父さんが行方不明だと言った。記憶の変化はそういうものらしい。

「でも……。それなら、雨音ちゃんの記憶はどうして変化していないの？　あ、耀音ちゃんのことじゃなくて。わたしたちのお父さんの……」

『Wish』による変化が全すべての人間に対して起きるなら、雨あま音ねの記憶も変わるはずだ。俺が雨音の記憶を変える必要性を感じていなかったと考えることはできる。だが──。

「サクリファイスのプレイヤーの記憶は変化しない」

「辻つじ褄つまは合うな」

　雨音の言葉に納得する。雨音が半年前にサクリファイスに出会い、『Wish』をかなえた時、俺たちはまだサクリファイスのプレイヤーではなかった。だから耀あき音ねに関する記憶は変化した。俺が『Wish』をかなえた時、雨音は既にサクリファイスのプレイヤーだった。だから父さんに関する記憶は変化しなかった。

「これで全部話したわ。お姉ちゃんは……二人が見ていた天あま谷や耀音は本物じゃない」

　雨音の声はもう涙で濡ぬれてはいない。

「十年間、私が思い描いていたお姉ちゃん。都合よく作り上げた偽物」

　わずかだが眉まゆが下がったのは、雨音の悔恨ゆえだろう。

　幼おさな馴な染じみだからこそ、同じく兄弟がいる身だからこそわかる。自分で作り上げた耀音が、あるわけない記憶の断片を求めて悩んでいる。そんな姿を見て、胸を痛めないわけがない。

「あのお姉ちゃんは霧きり花かとは違う。本物とは違う。だから──」

「ああ。霧花は本物だ。間違いなく」

　言い放つ。

「本物の霧花と、偽物の耀音。どちらか選べと言われれば、俺は迷わず霧花を選ぶ」

「ヴィジョンだけど本物？」

　霧花は愛らしく唇を綻ほころばせると白いドレスの胸元を撫なでて、目を細めた。

「何度も言わせるなよ」

「うん。ゴメンね」

　そこにいるのは間違いなく霧花だ。誰が異を唱えようが、俺の妹だ。

　同時に脳のう裏りをよぎるのは、俺たちが見ていた耀音の姿だった。

　雨音が自分の理想どおりに作り出した偽りの姉は、うるさいほど明るく、面倒なほどお節介で、ことあるごとにベタベタしてくる迷惑な奴やつだった。雨音のことも俺たちのことも心配していた。笑顔も悲しみも確かにあった。

　記憶のずっと彼方かなた、幼い頃の耀音の姿はほとんど憶おぼえていない。

「本物だ。耀音も」

　偽りなく告げる。

「雨音。お前は間違っていた。お前がＳＳサクリフアイス・シンを使おうとしていたのは、耀音に対してのはずだ。あいつのエデンをサクリファイスにして、記憶を手に入れさせる。少なくとも得たように思わせる」

　雨あま音ねは否定せず、視線ももう逸そらさない。

「あいつはゲームなんてまともにできないが、お前がサポートしてやればどうにかできる。そう思っていたはずだ。だけど、お前は貯ためていたＳＳサクリフアイス・シンを、俺と霧きり花かに使った。あんなバケモノを倒し続けて稼いだものをだ」

　ウラノスを睨にらむ。あいつはじきに動く。もう時間はない。話し過ぎた。

「お前は何を優先するべきかわかっていない。この状況もお前のミスだ。始めてすぐの俺にも『破滅の創世カタストロフイ・リバース』の危険さは理解できた。今のお前はいつ後ろから撃たれてもおかしくない状況だった。その状況で弱みを見せて、この事態を招いたのはお前だ」

　雨音はやはり反論しない。頭がよくてセンスもあるあいつが理解していないはずはない。

「俺が優先するのは霧花だ。お前に恩があったとしても、耀あき音ねが本物だったとしてもどうでもいい。絶対に勝てない戦いなんてするはずがない」

　いまだ95％のＨＰを残す巨神を仰ぐ。

　霧花に右半分を潰つぶされてなお、無数に蠢うごめくガラスの目と視線が合う。

「逆に言う。勝てる相手となら戦やる。絶対に背中を撃つことがない奴やつと共闘になるなら、損はない。俺は俺でＳＳが欲しい」

　クスリと霧花は声を漏らした。

「って、言い訳？　優しいね」

「事実だろ」

　雨音のほうを顧みれば、珍しくきょとんとした無防備な顔をしていた。

　霧花はやはり全部わかったような顔をしている。

　告げた想おもいは全すべて本心だ。霧花と耀音のどちらかを選べというなら、俺は霧花を選ぶ。だが、今は選ぶ必要がない。

　そして、口にしなかった想い……霧花には全て筒抜けになっているだろう想いがある。

　多分、俺は霧花と耀音を重ねている。

『Wish』によって兄弟と繋つながった存在。敗北によって喪うしなわれてしまう存在。

　喪った時の後悔と絶望。

　自分のせいで幼い耀音が死んだと考えた時、雨音はどれほどの後悔をしたのか。

　そんな雨音は俺に手を差さし伸のべた。耀音に使うはずのＳＳを使って、霧花の命を救ってくれた。

　霧花に危険が及ばず、確実に雨音や耀音を助けることができるなら、俺も迷わずそうする。あいつがもう一度、あの絶望を味わうのは許せない。

「お兄ちゃん。来るよ」

　霧花の声と共に、巨大な金属が擦こすれる音が響いてきた。

　ウラノスの面めん頬ぽおが開き、砲塔が姿を見せる。あふれだす闇やみはあの黒い光条のものだ。

　大気を震わせ、瓦が礫れきを散らせるほどの咆ほう哮こうが、崩壊した貴き賢けん城じよう駅前に響き渡った。

「決めろよ。雨あま音ね」

　巨神の雄お叫たけびの中で告げる。

「お前はどうしたい？　お前が偽物だという耀あき音ねを、だ」

　雨音の表情はかすかだが揺らいだ。その唇が動く。

　同時にウラノスの黒い光があふれ出た。

　俺たちを見据えた巨神は狙ねらい過あやまつことなく、俺たち目がけて破壊の光を放つ。






第十章　天統べる巨神ウラノス









　一瞬の間も置かず、ウラノスの黒光は着弾した。

　初撃で見たその威力は着弾地点の周囲にあった十を超える雑居ビルを根こそぎ吹き飛ばすほどのものだ。その破壊力の前には、ビルの陰に隠れていることなど何の意味もない。

　首筋を伝う汗の感触は、ＶＲによる錯覚なのか、現実の俺のものなのか。

　着弾点の中心、周囲が抉えぐり取られ、クレーターと化した中に、俺は無傷で立っていた。

　剥むき出しの地面を金属が打つ音がいくつもいくつも連なる。

　露出した地面と、降りしきるビルの残ざん骸がいの中に交じって落ちるものは、周囲に配置されたいくつもの金属の手首だった。

　無数の手首は《イミテイト・スクラッチ》によって増殖したカストルの手首だ。ウラノスの光から俺を護まもりきったのは、『スクトゥム』を合わせた絶対の防御だった。

　俺の前には雨音が立つ。夕日を背にそびえるウラノスの巨きよ躯くに真っ向から対たい峙じするように、俺に背を向けて。

　夕焼けにも似た赤い髪を揺らして、振り向く。

「失なくしたくない」

　頬ほおを涙が一筋だけ伝い落ちる。

「本物でも偽物でもどうでもいい」

　雨あま音ねははっきりと告げた。

「お願い。信しん、霧きり花か。私は……あのお姉ちゃんを失なくしたくない！」

　俺と自分自身を護まもるために《イミテイト・スクラッチ》を使ったこと自体が決意の表れだった。

　その想おもいに、唇の端が上がったのは見せない。

「俺たちのためだ。しかたない」

　俺と霧花と、雨音たちと。

　ウラノスの黒光の中で用意していたメッセージを雨音へ送信する。

「ここからの動きだ。攻略の道筋は組んだ」

「ええ」と、雨音は再びウラノスへ向き直る。

「あいつを撃破する」

「任せて。信」

　既に巨神は追撃体勢に入っていた。

　蠢うごめく目玉が睨にらむのは俺たちだ。

「少しは油断してくれよ。『やったか……？』とか」

　巨大な足は地を蹴けっていた。大剣を担いだ巨体が前に出る。

　だが、その瞬間を狙ねらい撃つ者がいた。

　俺と雨音の近くにヴィジョンはいない。

　雨音もまた黒光の中で決意すると同時に手を打っていた。そうしていると、信じていた。

　対破滅兵器アンチ・カタストロフイが瓦が礫れきの狭間はざまを縫って走り、その陰から飛び出す。二体に分離した機械兵カストルは今しがたの防御のために、またひとつ手首を失い、ＨＰは半減している。それぞれが構えるものはもはや大剣一振りのみだ。

「『ラピッド・ストライク』」

「「了解です。いきます」」

　雨音の指示に二体の声が重なる。疾走のための一歩目を踏み出したウラノスの脚部へ、同時に斬きり込んだ。

　交差する形で斬りつけたのは、初撃だった連撃と霧花の集中攻撃を受け続けた踵かかとの隙すき間まだった。

　今度こそカストルの連続攻撃は鎧よろいの隙間、瓦礫の肉体を引き裂いた。

　だが、ウラノスは止まらない。足元の二体を無数の目で一いち瞥べつしながらも、俺を目がけて来る。

　カストルよりも、目を潰つぶした霧花を脅威とみなしている。だから、捉とらえられない霧花ではなく、俺を狙ねらう。今、視界内にもう一体のヴィジョン、霧きり花かの姿が見えないとしてもだ。

「バカな奴やつ。正しいんだよ、お前は」

「ウラノスくん。こっち見なくていいの？」

　俺の罵ば倒とうに重なったのは霧花の声だった。夕日に太陽神の金髪をなびかせながら、純白のヴィジョンが舞う。《フェアウェル・チャージ》の連続使用で霧花が走るのはウラノスの肩の上、それも潰つぶされた右目側だった。

『あんな危ないことして。雨あま音ねちゃんが動かなかったら、わたしたち消滅してたよ？』

　直接、俺の耳に霧花の声が届く。ヴィジョンなので距離は関係ないらしい。イヤホンに届いているということだろうが。

「あいつなら即断する」

『だね。お兄ちゃんが仕向けたとしても』

　決心を促したのは確かだが、決めたのは雨音だ。

　あいつが耀あき音ねを見捨てないのはわかっていた。そういう人間なのは昔から知っている。

　──甘いか？

　口にはしないが自分に問う。

　ウラノスに勝てる確証はあるし、雨音を助けるのがこの先のメリットになるのは確かだ。

　ただ、その根本にはどうしようもない感情がある。俺を雨音と重ね、霧花と耀音を重ね、恩に報いようとした。それは否定しきれない。

『わたしは。お兄ちゃんのそういうところが好き』

　口にしなかったのに、全すべて見透かした声が届く。苦い表情を浮かべてしまうが、不快じゃない。

『だから、勝つね』

「ああ。からかった分、戦え」

　こんなメッセージを送りながらも霧花の動きに澱よどみはなかった。

　さらなる《フェアウェル・チャージ》でウラノスの頭を軽く越えて、頭部左側面へと身を翻らせる。

　俺がウラノスの目に留まる場所に残ったのはさっきと同じわかりやすい罠わなだ。さらに俺を囮おとりとした上で、脚部を狙ったカストルが次の罠だった。

　本命である霧花は携えた光の刃やいばを既に振りかぶっている。

「こっちの目もたくさんちょうだい」

　声を弾ませれば、展開された両の籠こ手てが一際強い輝きを放つ。右側の目を潰した時同様に、光の剣が弧を描き、面めん頬ぽおの隙すき間まを正確に薙なぐ。

　続けて響いたのは硬質の激突音だった。

「あれ？」

　その奇襲にウラノスは対応していた。突撃は止めないまま、大剣から離した手で霧きり花かの斬ざん撃げきを防御している。鎧よろいの持つ反射能力で飛散した光の刃やいばが霧花をかすめ、金色の髪とドレスを散らせた。

　囮おとりふたつを仕掛けての、ここまでの攻撃を完全に読んだ動きだ。

「まだ……！」

　それでもなお、空中で身を回しながら霧花は斬撃を繰り出す。狙ねらいは人間であれば致命傷になるはずの首筋で、攻撃もまた命中していた。

　ウラノスのＨＰは１％すら削ることができない。霧花に対しては目への攻撃のみを的確に防ぎ、大剣は片手で握りしめて俺を潰つぶしに直進する。

「……ダメ！　止められない！」

　霧花が悲痛な声を上げる。

　足元のカストルも次の瞬間には引き離される。そうなれば、ウラノスを遮るものはもういない。

　時間にすれば一秒に満たない応酬だった。その上で巨神はさらに地を蹴ける。

　あの巨きよ躯くは二度も跳躍すれば俺のいる位置まで到達する。

　霧花の顔が絶望に歪ゆがむ。

「……なんて、冗談」

　ペロリと小さく舌を出した。

　ウラノスの巨体が大きく揺らいだ。つんのめる形で前へと倒れていく。まぶたのない目玉は見開かれることもないが、割れ朽ちたガラスでしかない目に驚きが宿った気がした。

「《イミテイト・スクラッチ》」

　静かに発したのは雨あま音ねだった。ウラノスが動いたと同時に、雨音は俺をこの場に置き、カストルを追う形で突撃していた。

　その腕には鉄色の光を放つ鉤かぎ爪づめがある。斬きり裂いたのはカストルの肉体でも、ビルの瓦が礫れきでもない。

　ウラノスの脚部、カストルが斬りつけた付近の装甲がいびつに変へん貌ぼうしている。過剰に繁茂した結果、互いに朽ちていくしかない雑草や、笠かさの開いた松ぼっくり、腐敗して爛ただれ落ちる直前の鱗うろこのような、禍まが々まがしい形で白銀の装甲が何重にも折り重なっている。

　カストルに並走した雨音は、ヴィジョンたちの攻撃にまぎれて《イミテイト・スクラッチ》でウラノスの鎧を削った。鎧は機械兵であるカストルの肉体とは違い、あくまで無機物。ダメージはなくとも、Ｓアビリティは効果を発揮する。

　甲かつ冑ちゆうというものは防御力を最大限に発揮しつつ、装着者の動きを妨げないために、鎧の可動部に注意を払い、精密に作り上げられている。全身をくまなく包み込むウラノスの鎧はなおさら精巧に仕上げられていた。

　ならば、それらを無視する形で装甲が増殖すればどうなるかは考えるまでもない。しかも、その鎧よろいはほとんどのダメージを反射する不ふ壊えの甲かつ冑ちゆうだ。

《イミテイト・スクラッチ》の効果で増殖した装甲板が関節の可動部で重なり合い、互いに擦こすれて反射能力を発動する。力任せの破壊もできないまま、火花と反射光を関節部から噴き、それでもウラノスは転倒しつつある身体からだを力任せに踏ふみ止とどまらせようとした。

「もう遅いよ」

　霧きり花かが駆け下りる。その姿が黄金の残ざん滓しを残して消える。

　落下する勢いを乗せた《フェアウェル・チャージ》による突撃を敢行する。

　光の大剣を突撃槍やりのように構えて狙ねらうのは、装甲が存在しない膝ひざの裏だった。

　辛うじて転倒を防ごうとしていたウラノスに、霧花の突撃が命中し、抉えぐられた機械片や骨が飛び散っていく。

　巨神の肉体が今度こそ前のめりに倒れる。巨きよ躯くの激突は破壊されたアスファルトをはね上げて大地を揺るがした。

　倒れたウラノスは増殖した装甲を引き剥はがそうとしていた。あくまで装甲をコピーさせただけで、真っ当な形で装着しているわけでも、身体に貼はりついているわけでもない以上、それは不可能ではないはずだった。

　そこへ雨あま音ねはさらなる《イミテイト・スクラッチ》を見舞う。

　脛すねに続いて、膝を、腰を、肘ひじを、可動部を狙った雨音の鉤かぎ爪づめが斬きり裂いていく。

　さらなる装甲を増やされ、ウラノスは腕を動かすことさえ困難な状態に陥っていた。

「じゃあ、そろそろもらうね」

　ウラノスの顔を、霧花が強襲する。狙いは左側の視界だった。光の剣がウラノスの目をひとつずつ念入りに潰つぶしていく。まだ動く手を振り回したところで、苦し紛れの攻撃が霧花に当たるはずもなかった。

　ウラノスは全身の動きを封じられた上、視界すら奪われた。

　ここまでが指示のとおりで、こうなる確証もあった。

　サクリファイスの戦闘システムでは、肉体の損壊や状況はリアルに反映される。目を潰されたウラノスには死角が生じ、自ら手首を落としたカストルはそちらの手を使うことができないままだ。だから、鎧もまたウラノスの動きを阻害すると考えていた。加えて、潰された目をそのままにしていたことで、ウラノスに再生や回復系の能力がないこともわかっている。残ざん骸がいで作り上げているが、その肉体は普通の肉体として機能してもいる。

　だから、動きさえ封じることができればもう負けることはない。

　ほぼ全すべてを奪われたウラノスに、霧花とカストルが襲いかかる。霧花たちは巨神の鎧の隙すき間まを思うまま引き裂いていく。

　ウラノスのＨＰはまだ90％以上が残っている。それでも、一方的に斬りつけ、全てのアビリティを攻撃に突っ込めば、どれだけ膨大なＨＰも失われる。

　唐突にウラノスが咆ほう哮こうを上げた。

　至近距離にいた霧きり花かが目を瞬まばたかせ、雨あま音ねが息を呑のむ。

　ウラノスの面めん頬ぽおが下がっていた。同時にせり出した砲塔には既に黒い光が満ち満ちている。

　面頬の内、ウラノスの顔面は一部が融解している。ここまで面頬の内でアビリティの使用を隠していたせいで、自らの兜かぶとの中にため込んだ光が自らを傷つけていた。

　しかし、初動を隠したことで黒光による奇襲は成功した。

　ウラノスの叫びは怒りに震えるようでいて、その奥底には粘りつく歓喜が蠢うごめく。

　首だけはまだ動く。頭をもたげて回せば、頭部は百八十度を超えて可動した。可動の限界を超えたことで首を構成する残ざん骸がいが破壊されるが、それすら気にかけない。

　策にはまり、攻撃を浴び続けながら、巨神もまたこの瞬間を周到に狙ねらっていた。

　残る目の中に俺の姿があった。天空の巨神は俺を見据えて、明らかに笑っていた。

「信しん！」

　雨音の声は悲痛だった。カストルもまたウラノスに猛攻を加えるが、その動きを鈍らせることすらできない。射線を逸そらすほどの打撃力を生み出す雑居ビルは既に薙なぎ倒されている。

　巨神の口こう腔こうから黒い光があふれる。

　それは周囲を薙ぎ払い、俺たちを消滅させる。逃れようのない終わりがくる。

　その刹せつ那な、漆黒の輝きの前に、霧花が純白のドレスを翻して舞う。

《フェアウェル・チャージ》を連続使用し、鉄てつ靴かを響かせた跳躍をまじえて、霧花はウラノスの前に飛び出していた。光条の射線上というのもおこがましいほどの至近距離、光が放たれた瞬間のウラノスの口腔の前で霧花はその両手を大きく広げる。

　背中を向けた霧花の表情は見えない。それでも、どんな顔をしているのかは手に取るようにわかる。

　あいつはいつもどおり目を細めている。昏くらい感情を冷たい目の奥に宿して悪戯いたずらがバレた時のように、嬉うれしそうにしている。クスリと声すらこぼれた。

「してやったり、だね」

「ああ。ＡＩ風情は本当にバカだな」

　俺も笑っていた。あからさまな嘲ちよう笑しようだ。

「気づかなかったか？　どうしてまだ『サンライト・マニュピレイション』を使っていないか」

　雨音が《イミテイト・スクラッチ》で黒光を防いだ時、俺にもあの破滅の光を防ぐ術すべはあった。『サンライト・マニュピレイション』のリチャージは終わっていた。

「これを狙ねらって……」

　雨あま音ねが呟つぶやく。

　雨音に決断させるためだけに、何もしなかったわけじゃない。このタイミングでアビリティを使うつもりで温存していた。

　それを発動する。

「『ネメシス』」

　霧きり花かの両の籠こ手て、鉄てつ靴かが展開し、まばゆい光を放つ。大剣を成なしていた黄金の輝きが砕くだけ散り、次の瞬間には光の大盾へと変じていた。

　霧花の眼前、黄金の盾にウラノスの黒光が直撃した。

『ネメシス』は攻撃ひとつを反射する。街すら吹き飛ばす黒光も例外ではない。

　黒い光のことごとくが黄金の鏡に飲み込まれ、次の瞬間、煌きらめく光の刃やいばと化して弾はじき返された。

　距離があれば反射も拡散するが、至近距離であるがゆえに全すべてがウラノスに直撃する。国ひとつを喰くらう破滅の創世カタストロフイ・リバースはその最大火力を自ら浴びた。

「でも、仕留めきれない」

　雨音が唇を噛かむ。

『ネメシス』の反射は、反射した攻撃自体を回避されれば意味はないし、相手の防御力でダメージを軽減もされる。つまり、驚異的な破壊力を持つウラノスの黒光も、ウラノス自身の鎧よろいによってダメージのほとんどを無力化される。万が一、鎧の隙すき間まを穿うがったとしても膨大なＨＰを全て削りきることなどできない。

　雨音の指摘は正しい。

「本来なら、な」

　次の瞬間、ウラノスの頭部が内側から弾はじけ飛んだ。形をそのまま保っている白銀の兜かぶとの内側から、ウラノスを構成していた朽ちた残ざん骸がいが飛び散る。続けて首が、胴が、四肢に至る全てが連鎖するかのように次々弾け飛んでいく。まとう鬼火がかき消えた。

　ウラノスのＨＰを示すゲージの全ては真っ赤に染まっている。

「ウラノスの鎧を利用した……」

　雨音が唖あ然ぜんとした様子で言った。そのとおりだ。

　攻撃のほとんどを反射するウラノスの鎧は《イミテイト・スクラッチ》によってさらに装甲を複製させられていた。それらは関節部のほとんどを塞ふさいでいる。

　真正面からの『ネメシス』による反射はその状態のウラノスの口こう腔こうへ黒光を押し戻した。

　全身を反射装甲で包まれたウラノスの内部に、その最大火力を叩たたき込めばどうなるか。

　本来であれば頭部を貫通するだけで済んだはずの一撃は兜によって乱反射し、威力を減じることなく、頭部を掻かき回して胴に達する。黒光はそこでも鎧に堰せき止とめられ、さらなる反射が起きる。

　ウラノスが放った攻撃は、自らに対する絶大火力の終わることない連続攻撃と化し、そのことごとくが防御能力などあるはずもない体内に直撃する。いかに破滅の創世カタストロフイ・リバースといえども耐えることなどできるはずがない。

「最初から、狙ねらってたの？」

「勝てるって言っただろ。ソロでも勝てたが」

　動きを封じることができれば確定で勝てる。

　奴やつが黒光を放てば、決着は早まる。そこは指示で示すまでもなく、むしろ、示さないほうが奴に悟られることなく、決めることができる手だった。

　霧きり花かがチラリとこちらを流し見る。

　言いたいことはわかる。

　ソロで勝てたのは事実だ。だけど、雨あま音ねがウラノスの鎧よろいを増殖させていたから、内部反射の威力は爆発的に増した。ヴィジョンを操作していたのが霧花だったから、『ネメシス』による反射を完かん璧ぺきなタイミングで行うことができた。

「かなり楽はさせてもらった。礼は言う」

　肩をすくめれば、甲かん高だかい音が鳴り響いた。肉体のほとんどが弾はじけ飛び、残ざん骸がいをこびりつかせた伽が藍らん洞どうの鎧が揺らぎ、転げ落ちていく。

「たかが破滅の尖兵ＣＰＵが邪魔するな。俺と、霧花の未来を」

　訪れることがなかったはずのあの日の次の日を。未来を。

　雨音のうるさい姉を。

　もう他人の善意に預けたりはしない。誰が相手でも、この手で手に入れていく。

　赤く染めあげられたＨＰゲージが砕くだけて散った。




『Catastrophe Rebirth Finished『破滅の創世』クリアしました』




　崩れ落ちたウラノスの鎧は肉体だった瓦が礫れきと共に光と化して消えていく。

　それを背にして、金色の髪のヴィジョンがやって来る。

　見慣れた妹は見慣れた表情で俺の右手を眺めていた。やけに楽しげにフフと噴き出す。

　見れば、俺はいつの間にか右手を強く握りしめていた。いわゆるガッツポーズをこっそりしていたような気まずさを覚える。すぐさま握った手を緩めた。

「なんだよ」

「時々、素直だよね。最初から勝てるってわかってたって言うのに。かわいいかも」

「別に意味なんてない」

　口元を押さえているが、笑っているのは隠すつもりがない霧花から顔を背ける。

　一体に戻ったカストルに支えられて立つ雨あま音ねと目が合った。

　傷ついた身体からだで戦い、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの姿が痛々しい。

「信しん」

　しかし、雨音が浮かべた微笑はどこか清すが々すがしかった。いつも感情を抑えた眼まな差ざしが今はやけに優しい。

　雨音が言葉を続けるが、その後を聞くことはできなかった。

『破滅の創世カタストロフイ・リバース』を終えた世界は光に包まれていく。ＶＲで表示された貴き賢けん城じようの街並みや雨音たちの姿は数秒を待つことなく目の前から消えていった。





　　　◆　◆　◆






　ガラスの向こうには『ＯＡＳＩＳ』の大通りがある。買い物客とヴィジョンが行き交い、ＰＡＲの広告がケバケバして目に痛い。

　破壊され尽くした貴賢城駅前から移動してきたかのような感覚を、首を振って追い払う。

　そんなことはありえない。ＡＲＬを埋めるＶＲ映像と、イヤホンからの音声が引き起こした虚構に過ぎない。身体に受ける感覚も何らかの理由がある。調べればわかるはずだ。

「信ー」

「うわぁぁっ!?」

　いきなり声をかけられて、腰を浮かせてしまった。

　顔のすぐ先、息がかかるほどの距離に、さっきまで一緒にいた雨音がいる。

　赤いサイドテールが揺れ、どこか甘い匂においが鼻先をくすぐる。

　しかし、その表情はきょとんとして隙すきだらけ。よくよく見ればサイドテールを飾るシュシュが違うし、服装はヴィジョンのコスプレだった。

　そこにいるのは耀あき音ねだ。

「そんなに驚かなくても。エデンしてたの？　集中し過ぎ」

「そう思うなら、気をつかって話しかけろよ」

「お兄ちゃんは集中力あるから。ね？」

　当然だが、霧きり花かは隣にいた。

「外から見てたけど、二人とも十分ぐらいじっとしてたよ？　ちょっと無防備過ぎるんじゃない？」

　霧花のほうを窺うかがえば、肩をすくめてみせる。

　考えてみれば、ＡＲ拡張現実ではなくＶＲ仮想現実で表現される『クラウド・サクリファイス』を遊んでいる自分の姿を想像したことはなかった。外界とほぼ完全に遮断されているだけに、エデンよりも痛々しい光景だ。

「……無防備じゃない。店員を信用してるんだ。何かあれば責任を取ってもらう」

「責任は取らないけど、ゲーム中の写真は撮っておいたよ。ほら」

　耀あき音ねの端末には窓の外を眺めて真剣な顔で微動だにしない俺と霧きり花かが映っていた。痛々しい。

「うまいこと言うな。勝手に撮るな。店長を呼べ、店長を」

「あ！　仕事に戻らなきゃ！」

　手を振ると、耀音はそのまままた大通りに出て行った。

　なんとかいう芸能人のヴィジョンのコスプレで客に端末からクーポンを配り歩く。俺たちに見せるうるさい表情とは別の、それでも底抜けに明るい笑顔を子どもたちに向ける。

　何があんなに楽しいのかわからない。それが耀音だが。

「よかったね。お兄ちゃんががんばって、耀音ちゃんがそこにいて」

　隣の席に座っていた霧花が身を寄せてくる。傾けた頭が肩に触れた。

　俺と霧花が見つめる天あま谷や耀音が雨あま音ねの『Wish』によって作り出された存在だとは思えない。雨音が撃破されていたら、消えていたと言われても信じることなんてできるはずがない。

「勝てる戦闘をして、実際に勝ったら、結果的にこうなっただけだ」

「はいはい」

「お前……」

「ところで、雨音ちゃんからメッセージが届いているよ。こっそり一人で見る？」

　霧花がこちらにＡＲ上の通知ウィンドウをよこす。

「どうせ、俺とお前両方にだ。開いてくれ」

　既に慣れた様子で、本物のヴィジョンのように、霧花はそれを開封した。




アマネ『ありがとう』




　あまりにもシンプルなメッセージだった。もっと足すべき文章があるだろ……と思うものの、礼を重ねられたいという欲求はない。雨音らしい言葉にもほどがある。

　自然、唇の端が緩んでいた。

　肩にもたれた霧花がこちらを仰ぎ見ている。

　何も言わず、霧花は目を細めた。

　俺たちはもう一度窓の外、『ＯＡＳＩＳ』の大通りに目をやる。

　そこに雨音の『Wish』は、俺と霧花と雨音が護まもったものは確かに存在した。






エピローグ









　一瞬の隙すきを突き、霧きり花かが放った光の矢は有翼の重騎士の双翼をまとめて貫いた。もちろん、そうなるように誘導した結果だ。

　俺と霧花は戦場となったタワーマンションの屋上を行く。眼下には翼を失い地面に激突、致命傷を負った重騎士のヴィジョンがもがくのが見えていた。

　敵プレイヤーはすぐ目の前にいた。ウラノスとの戦いで、雨あま音ねを裏切った女だ。

「たった二人で、『破滅の創世カタストロフイ・リバース』に勝つなんて……」

　多分、会社員なんだろう。スーツを着た女は怯おびえた顔で言う。

「お願い。話を──」

　次の言葉を口にする前に、霧花が仕掛けた。

　光の剣の一いつ閃せんに敵は両断され、全すべてのＨＰを失い、消え失うせた。




「お疲れ様」

　言葉とは裏腹に霧花はプイと顔を背ける。頬ほおを膨らませているし、声にも棘とげがある。

　俺たちがいるのは住宅街だった。貴き賢けん城じようの駅前や俺たちが住む駅の西側とは違う、昔からある貴賢城の街だ。大きな屋敷が並ぶ向こうに、さっきの戦いの決着の場となったタワーマンションが見えていた。

　学校帰りだが、今日はバイトもなく、まだ時間は早い。

「さすがお兄ちゃん。一人で十分。わたしも《フェアウェル・チャージ》もいらないよね」

　唇を尖とがらせるが、仕草がわざとらしい。

「だから、お前は奥の手だ」

「だって、お兄ちゃんが操作してる時の腰が引けてる感じ、ちょっと恥ずかしい。わたしの身体からだなのに」

　言いながら、腰が引けた仕草を見せる。あまり恥ずかしそうな顔はしていないが。

「その恥ずかしい動きから、突然お前の動きに変わるから相手が動揺するんだ。わざとああいう動きにしてる」

「実はね。みじめなへっぴり腰も好き。お兄ちゃんがやっていると思うと」

「みじめなへっぴり腰って言葉は悪口だ」

　肩をすくめて歩き出せば霧花は制服のスカートを揺らして小走りについてくる。

　向かう先には貴賢城駅がある。徐々に見慣れた駅前の光景が近づいていた。

　しばらく行ったところで足を止める。

　街角にある古めかしい喫茶店の前に雨音がいた。制服姿の俺たちとは違い普段着、動きやすそうなパーカーに、スカートという姿で佇たたずんでいる。

　見つめていた端末から顔を上げ、チラリとこちらを窺うかがう。それから、小さく会釈した。
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　アンティークな雰囲気の店内にはコーヒーの匂においが濃厚に立ち込めている。

　格調高いデザインのテーブルや椅い子すは使い込まれているのがわかる。入り口の脇ではかわいらしい北ほつ極きよく熊ぐまのマスコットが諸もろ手てを上げ、店長らしい年老いた女性がカウンターの向こうでコーヒーを注ついでいた。

　喫茶店『ポーラベア』の雰囲気は居心地が悪い。

　それでもここを待ち合わせの場所に選んだのは、雨あま音ねが病院に行く時間に合わせたからだ。霧きり花かと耀あき音ねの病院でもあるので、ここには何度か来たこともあった。

「怪我はよくなったみたいだな」

「ええ」と、雨音は端末に目を落としたままで言う。

　俺の『クラウド・エデン』が『クラウド・サクリファイス』に変わってから、一週間と少しが過ぎていた。ウラノスとの戦いの後、雨音とは予定していたとおりに直接会ったものの、体調を考えて最低限の話を済ませただけだった。

　それからしばらく雨音は学校を休んでいた。メッセージのやり取りはあったが、直接顔を合わせるのは久々だった。

　雨音の傷はずいぶんよくなっていた。足取りもしっかりとしている。

　何から話すべきか。少し迷う。

「ボルテックス。かなり落としたね」

　雨音はＡＲとして表示されたマップを見つめて言った。共有同期したマップは、俺たちと雨音双方の視界に浮かんでいる。

「ああ。今で六つか」

「……『破滅の創世カタストロフイ・リバース』で裏切ったプレイヤーばかり狙ねらってる」

　事実だった。あれ以降追加したボルテックスは全すべて連中のものだ。フレンド以外のプレイヤーの名前はマップからわからない仕様になっている。だから、雨音と敵対する理由があるだろうボルテックスへ仕掛けた結果だ。あいつらの顔は憶おぼえていた。

「敵と味方をはっきりさせたかっただけだ。一度敵対した相手に容赦なんていらない。完全に敵だと定めたほうがわかりやすい」

「だってさ。雨音ちゃん」

　霧花はミルクと砂糖をたっぷり入れたコーヒーに口をつける。

「なんだよ」

「いつもながら理にかなってるなーって思って。それ以外の理由なんてないよ？」

　いかにもそれ以外の理由があるという顔をする。

「実際、他の理由なんてないし、ＰＶＰ対人戦前提のクソみたいな仕様なら間違ってもない」

　かすかだが噴き出す声がした。

　霧きり花かじゃない。うつむいたままの雨あま音ねが肩を震わせる。

「ええ。正しい」

　顔を上げれば唇の端がほんの少しだけ上がっていた。

　釈然としない。舌打ちしても、霧花はやけに上機嫌で、雨音はまた端末に目をやる。

「……ともかくだ。正しい話をする」

　雨音が頷うなずき、霧花は心なし背筋を正した。

　苦みの強いこの店のコーヒーに口をつけて、切り出す。

「ＰＶＰ前提、裏切りも可能なシステムだ。だから、俺と雨音は共闘する」

　霧花は言うまでもなく、雨音にも異論はない。

　雨音から譲渡されていたボルテックスは既に返還してある。それを含めて雨音のボルテックスは十。俺が六つ。多くのプレイヤーが三つ程度の領地しか持たない貴き賢けん城じよう近辺ではかなりの勢力といえる。

「この前、裏切った連中のボルテックスはまだ全部明らかになっていない。だから、情報を集める。敵だとわかれば俺と雨音で潰つぶす。だけど、いい加減、連中も迂う闊かつな単独防衛は避さけてくるはずだ。数では劣るが、こちらも協力して当たる。こちらが攻撃された時もできる限り、協力して防衛する」

　雨音への裏切りは計画を立てて行われた。俺の攻撃を警戒すれば、そろそろ反撃に出ようとするはずだ。

「『破滅の創世カタストロフイ・リバース』の報酬はほしい。だが、連中をどうにかするまでは自発を避けるべきだ」

「ええ。そのつもり」

　本当は耀あき音ねのことで思うところもあるだろう。だが、雨音は冷静でいてくれる。

「もうひとつ」と、雨音は言った。

「『決闘聖域サクリフアイス・サンクチユアリ』の発生に気をつける」

　頷きを返す。

　ＰＶＰを中心とした『クラウド・サクリファイス』の中でも、ＰＶＰを強制するシステム『決闘聖域』。一ヶ月に一度、各プレイヤーの月間戦果から、同格プレイヤーの強制対戦を行う。

　共有化したウィンドウ上で、互いの戦果を比べ合う。始めて一週間の俺と、一ヶ月戦い続けている雨音とではもちろん大きな差がある。だが、意識して差を作り続ける必要がある。

　誰とぶつかっても構わないが、雨音と衝突することだけは避さけたい。

「本当にクソみたいなシステムだ。勘違いしやがって。一ヶ月に一度、プレイヤーの半数を脱落させるんだろ」

　毒づき、顔を歪ゆがめる。

「パワーバランスを変化させて、ＰＶＰ対人戦を促すため。そう言われてるわ」

　確かに、新たな願いをかなえるような高望みをしなければ、ボルテックスを押さえたプレイヤー同士が不可侵協定を結ぶことで、リスクなく『Wish』を維持することができる。

　ＰＶＰ前提のシステムを維持するには、意図的なプレイヤーの入れ替えが必要ということはわかるが、システム側に強要されるのが鬱うつ陶とうしい。

「だけど、こうして対処はできる。ボルテックスも、裏切りも、『破滅の創世カタストロフイ・リバース』のふざけた敵も、『決闘聖域サクリフアイス・サンクチユアリ』も所しよ詮せんゲームだ。だから、俺たちは手を打っていく」

「切り札、どんどん使おうね」

　霧きり花かが肩をぶつけてくる。

　しかし、雨あま音ねから反応はなかった。

　無言のまま端末を握りしめて、うなだれている。

「……信しんが、いてくれてよかった」

　そのままでポツリと言った。表情は見えない。

「それは、お前……」

　言葉が出てこない。

　自分が今、ここにいる意味を思う。

　一週間前のあの夜、何もかもを失なくした。

『クラウド・サクリファイス』と出会うことで、再び霧花と話をすることができた。クソみたいな仕様の戦闘を幾度となく強いられた。それでも、俺と霧花はまだここにいる。

　腐れ縁の幼おさな馴な染じみは、十年以上もの間、耀あき音ねの死という重荷を抱え、『クラウド・サクリファイス』で半年を戦い抜き、その間、ずっと俺と霧花を案じてくれてもいた。

　エデンがサクリファイスになった夜。本来、雨音が話したかったことは、『クラウド・サクリファイス』のことだったんだろうと、今になって思う。耀音のことがあるのに、もしかしたら、初めから雨音は俺たちのために──。

「雨音ちゃんがいてくれてよかった」

　言ったのは霧花だった。

　いつの間にか腕を絡めていた妹は、いつものように目を細めている。

「だよね。お兄ちゃん」

「それは、まあ……。ああ」

　雨音は顔を上げ、そんな俺たちを見てまた少しだけ微笑ほほえんだ。

　霧きり花かが続けて何か言おうとする。

　だが、雨あま音ねの微笑を見て、霧花は何な故ぜか言葉を止めた。

「霧花？」

「一緒にがんばろ。雨音ちゃん」

　腕を絡めたままで雨音を見つめる。

　雨音が小さく頷うなずきを返した。

　二人の視線が通う。

　そんな姿を眺め、俺もまた、そのとおりだと強く思った。





　　　◆　◆　◆






　その後、今後の方針を簡単に話し合って、雨音と別れた。耀あき音ねのバイト先に寄るそうだ。

　明日からは学校にも行くらしい。あんな場所に通うのは傷が完治してからでいいと思うが。

　ともかく、買い物を済ませて、夕刻に差しかかった道を霧花と並んで歩く。

　霧花の華きや奢しやな肩が触れる。さっきからやけに距離が近い。

　目が合うと、腕が絡みついてくる。

「『2nd Wish』を目指す」

　切り出せば、霧花は目を丸くする。

「ＳＳサクリフアイス・シンの特典。でも、１０００００ポイントだよ」

　もうひとつの願いをかなえるという最上級の特典だ。サクリファイスで生き残り続けてきた雨音が得た『make a wish』が２００００ポイントの特典だ。そこに至るまでに、ウラノスのようなバケモノを何体倒せばいいのか見当もつかない。

　それでも、俺は『2nd Wish』を得る。そのためになら何体でも滅びの尖兵カタストロフイを狩るし、他のプレイヤーを倒し続ける。

「もうひとつの願い。何にするの？」

「お前の身体からだを普通の人間にする。そういう変化だ」

「わたしの身体を？　……お父さんあの人のことかと思ったのに」

　父さんのことは……正直、整理できていない。消してしまったことに罪悪感を覚えればいいのか、自業自得だと憎めばいいのか。生活はともかく、父さんがいないことでいずれ何か問題があるのかも調べなければならない。

　だけど、何よりも大切で優先するのは霧花だ。全すべては霧花のためにある。

　身を寄せたまま、霧花は自らの胸に手を当てていた。

　ぬくもりも鼓動も存在する肉体。だけど、根本的にそれはヴィジョンだ。

「気にしてないよ。便利だし」

　視界内、ＡＲ表示されるウィンドウ類を突つついて冗談めかすが、霧きり花かが俺を見透かすように、俺も霧花のことを知っている。

　平気だと冗談めかしながら、霧花は自身に不安を憶おぼえている。空腹を覚えず、映像だけの存在に干渉することができてしまう。その身体からだは、少なくとも正常じゃない。

「わたしがヴィジョンじゃなくなったら、お兄ちゃんのヴィジョンなくなっちゃうかも。切り札も」

「スミカが戻るかもしれない。それに、その時はその時で別のヴィジョンを育てて戦う。……元十王ロード・オブ・ロードだからな」

「引退してるんでしょ？」

「それでも敗まける要素はない。あったら、そいつを排除する」

　霧花の返事が途切れた。

　そちらを窺うかがえば、霧花は眉まゆを下げている。いつもと変わらない微笑。だけど、少し違う、困ったような表情にも見えた。

「わたしの心配ばっかり。嬉うれしい」

「勘違い──」

「しないよ。お兄ちゃんはお兄ちゃんが第一。……でしょ？」

　遮ってクスリと声を漏らす。

「でも、わたしはほんとうにお兄ちゃんに感謝してる。わたしのことを心配して、願ってくれた。言わなきゃって。ずっと思ってた」

　言葉を切り、霧花は目を伏せる。かすかに「ありがと」と、聞こえた。

「だから何かお礼しないと」

　霧花は絡みつかせた腕に力を込めた。自然、距離はより近くなる。そこにあるぬくもりを、鼓動を感じる。今にも壊こわれて失われてしまいそうな柔らかなぬくもりを。

「お兄ちゃんは何がいい？　何がほしい？　何でもあげるよ」

　伏せていた顔を上げる。もう一度上目遣いの眼まな差ざしがこちらを見つめる。

　奥底に昏くらいものを秘めた眼差しのさらに奥、熱を帯びた感情が揺れる。そんな気がした。

「力を貸してくれ」

　その瞳ひとみを見据えて告げる。

　霧花がきょとんとする。

「俺の願いを守るために」

　敗けないために。絶対に敗けてはいけないから。

　敗ければ、ボルテックスを全すべて失えば──。

「違うよ」

　霧きり花かはかすかな苦笑と共に首を横に振った。

「俺のじゃなくて。わたしたちの願いだよ。わたしたち二人の『Wish』」

「でしょ？」と、その瞳ひとみを細める。

　表情を緩めてしまう。その顔を見られないように前を向く。

「そういうことにする」

　鮮やかな夕日に照らされた飾りけのないアパートが見えてきた。

　俺には霧花しかいないし、霧花には俺しかいない。

　あの日途絶えた日々が、未来がこうして続いてくれている。

　勝ち続けて生き残り続ける限り、それがＡＲ拡張現実の幻かもしれないとしても、俺たちの『Wish』はすぐ隣にある。




　不知火しらぬい霧花は確かにそこにいた。












あとがき




　初めましてだったり、お久しぶりだったり。八や薙なぎ玉たま造ぞうです。

『拡張幻想サクリファイス』を手にしていただき、ありがとうございます。

　本作は少し未来の拡張現実ＡＲ、仮想現実ＶＲ対応ゲームをモチーフとした、「かなえた願いを守る戦い」です。

「願いをかなえるために戦う」というストーリーはこれまでにも書いてきたのですが、願いが既にかなっている状態からのスタートとなります。ほしいものを手に入れるためにがんばるのは大変ですが、手に入れたものを失なくさないようにするもたいへんだし、なまじ手に入れたら失くすのも惜しいよなーという。そんな感じです。




　ということで、ゲームがモチーフなのでせっかくなのでゲームの話を。少しだけキャラクターについてのネタバレがあるので、本編未読の方はお気をつけください。

　今回は本作でも扱っているものに近いソシャゲの話など。

　サクリファイスに登場するキャラが現代のソシャゲを遊ぶとしたらどういうものを求めるのか？

　信しんはストーリー二の次でキャラクターの育成と編成、攻略を楽しむタイプだと思います。でも、選ぶキャラや編成は一般的にベストと言われるものからかけ離れたひねくれスタイル。たいへんめんどくさい子。

　霧きり花かはアクション要素のあるゲームを選んで、好みのみで選んだ近接キャラを使い、ひたすら反射神経任せのプレイで適正レベルなど無視してガンガン進めると思います。ダメージが少なくても、相手が死ぬまで殴る派。なお、アクション要素のなくて、編成や配置に頭をひねるしかないタワーディフェンス系やＴＣＧ系だとグダグダですぐやめるか、信に丸投げすると思います。防衛要素があっても、アクション系なら単騎でどうにかしようとしてやっぱりダメそう。

　雨あま音ねはストーリーやキャラに思いきり感情移入して、じっくりと味わって遊んでいそうです。でも、一番重視するのはマルチプレイで、他のプレイヤーを助ける的確な行動だったりとか。ここぞというところで全体回復してくれて、敵に合わせた強バ化フをうまいタイミングで撃ってくれる。フレンドにほしいプレイヤーです。

　なお、耀あき音ねはキャラの話しかしないし、語ご彙いが「カワイイ！」しかなくて、ゲーム自体は雨音に丸投げしそうです。意外と霧花と似てるところがあるけど、アクションもできない。

　……という感じの彼らを見守っていただければ幸いです。

　なお、僕自身の好みは信に近い育成重視派なのですが、技量も応用力もないので頻ひん繁ぱんにヘマします。ＨＰ残り５％からの十回ぐらい死ぬダメージとかなくね!?（よくある敵の行動）




　最後に。この本を出版するにあたり多くの方にお力添えいただいたのでお礼を。

　イラストを担当していただいたふーみさん。僕の脳内ＡＲをスマホ三世代分ほど凌りよう駕がするキャラクターを描いていただき、ありがとうございます。霧きり花かの愛らしさと儚はかなさ、明るさと昏くらさが同居した感じが本当にステキです。

　担当様。粘り強い修正の相談ときめ細かい指示、ありがとうございました。いつも感謝しております（と、持ち上げる）。

　それから、出版に携わっていただいた多くの皆様。

　この本を手にしていただいた皆様に心より感謝いたします。

　それではまたお会いできることを祈りつつ。失礼します。





　　ソシャゲの素材集め周回してくれる分身が欲しい　八や薙なぎ玉たま造ぞう
























特別付録　書き下ろし短編「今日はね。お家、誰もいないの」







『今日はね。お家、誰もいないの』







「今日はね。お家、誰もいないの」

「変な言い方するな。俺がいるだろ」

　もじもじとした素振りを見せる霧花に、信は真顔で答えた。

「お兄ちゃん以外は……って意味」

　不知火家のリビング。変わったところなどないごくごく平凡なアパートの一室。

　パジャマ姿の霧花は、風呂上りで髪を下ろしている。湿った髪にバスタオルを当てつつ、彼女は信に目をやる。

　信はリビングの壁にもたれて座り、携帯端末を操作していた。

「お兄ちゃん。今からテレビとか観る？　映画観たい」

「かまわない。父さんがいるとなかなか観ることができないしな」

「嬉しい！　セレスタン。これ、検索して」

『心得ました。姫』

　霧花の呼びかけに、端末が応える。今はＡＲ表示こそされていないが、『クラウド・エデン』における彼女のヴィジョン──セレスタンが端末経由の接続でテレビを操作する。

　映し出されるのは映画やドラマを提供する大手動画配信サービスだった。以前であれば視聴には何らかの専用機器が必要なことが多かったが、携帯端末｛デュアルデバイス｝の登場前後、テレビはこれらの受信機器を標準搭載し、携帯端末とも密接な互換性を持つようになっている。

　それほど大きくも新しくもなく、そもそも中古である不知火家のテレビですらそうだ。

　霧花は信の隣に腰を下ろし、肩を寄せた。下ろした髪が信の肩にかかる。

　流れ始めた映画冒頭はどこかのアパートの光景。一人暮らしの若者の部屋で異音が鳴る。

「……ホラーか」

　画面をチラリと見て、信はうつむき、自分の端末に目をやる。

　映画の中で、若者は異音の原因を調べようとふすまに手をやる。そして──。

　霧花は頬を緩めて続きを観ながら、時々、隣の信の様子を確かめる。

　信は携帯端末を操作している。風呂上りでＡＲＬ｛拡張型コンタクトレンズ｝を外しているのでＡＲ表示が見えないからか、それ以外の理由からか、端末本体のディスプレイをじっと見つめている。

　ゴクリと唾を飲み込む音がした。

「……っ」

　一瞬だけ、霧花と信の目が合う。信はすぐさま端末に視線を戻した。

「ホラーっておかしいよな。一石を投じたいポイントはとにかく多いが、登場人物の行動がおかしい。何かまずそうなものをわざわざ確かめようとするのが危機管理能力に欠けている。先にいざという時のための手を打っておくべきだ。映像としての演出もそうだ。これから何か起こる時にわざとらしく見せ過ぎだ。いかにも何か起こると客に構えさせ過ぎる。心の準備でもさせているつもりか？　俺はこういうのは嫌だな。向こうの思惑に踊らされている感が。まあ、うまい映画はそれ自体をフェイクとしているけど、それはそれで小賢しくて──」

「早口だね」

　霧花が告げると、信は言葉に詰まり、咳払いした。

「……日頃溜まった憤りが漏れ出たな」

　言いつつ、信は露骨に顔を背ける。

　ドンッ！　と、映画の中で音が響いた。

「うわっ!!」

　信は声を上げ、それから我に返り、先程よりも思いきり顔を背け、壁のほうを見て端末を弄る。弄り続ける。

「父さんが帰ってきたのかと思った。今帰ってきたら面倒だからな。映画とか観てると」

　言ったのは三分ほど経過してからだった。

「心配してくれて、ありがと」

　霧花は目をきゅっと細め、信のほうにより身を寄せた。

　信はそっぽを向いたまま、しかし、抵抗しない。





　　　◆　◆　◆






　その日の深夜。

　リビングの隣の部屋──霧花が寝室として使っている部屋──から霧花がそっと顔を出す。そして、リビングを眺める。

　信と父親がいつも布団を敷いているのは、テーブルなどを片づけたリビングだった。

　父親はまだ帰っておらず、信の布団だけが壁際に敷かれている。やけにぴったりと壁際に寄っていた。

　常夜灯の薄闇の下、布団の中で何かがビクリと動く。

　恐る恐るといった様子で、今まで潜り込んでいた布団の中から顔を出したのは信だった。

　眺める霧花と、目を瞬かせる信の視線が通う。

「眠れないの？」

「たまたまな」

　気まずい顔で言うと、信は背を向ける。

　霧花はそれをじっと見守った後、悪戯な表情で口を開く。

「……いいよ？　こっち来ても」

「よくない！」

　霧花が思わず漏らした笑い声が薄闇に響く。

　信は舌打ちしつつ、背を向けて布団に潜り込んだ。

「家に誰もいない日」によくあることだった。
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